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ブ ラ ー フ マ ナ 文 献 の 祭 式 解 釈

古 代 イ ン ド季 節 ’祭Ｃａｔｕｒｍａｓｙａを 例 と して

永 ノ 尾 信 悟＊

The Interpretation of the  Caturmasya Sacrifice according to the 

          Ancient Indian  Brähmana Literature

Shingo  EINOO

   The two main sources of information on this ritual of Ancient 
India are the  grautasatras and the  Brahmanas. The former 

provides a detailed description of the sacrifice together with 
rules for their performance, and the latter hands down the 
interpretation of the ritual acts. 

   This paper gives one example of the ritual interpretation 
of the  Brahmana Literature, namely on the  Caturmasya Sacrifice. 
The  Caturmasya, or Ancient Indian Seasonal Sacrifice, is a ritual 
complex that consists of three sacrifices held three times a year, 
at the beginning of spring  (VaiSvadeva), in the rainy season 

 (Varunapraghasa) and in the autumn  (Sakamedha). 
   As a fourth element the  gunasiriya is mentioned from the 

young  Brahmana Literature onward. Interpretation by the 
 Brahmana literature is in two main dimensions. In the first 

the  Caturmasya itself, as a whole or each constituent sacrifice, is 
explained mainly with help of mythical episodes. In the second 
each ritual act which makes up the peculiarity of this  Caturmasya 
is explained in full detail. The first interpretation coincides 
almost exactly with the second for the detailed ritual acts. The 
meanings or the effects ascribed by  the  Brahmana interpreter to 
this ritual complex are the aggregate of the wishes of the Ancient 
Indian People, who by means of the  Vaiivadeva wished to secure 
the safe birth of progeny and cattle. The  Varunapraghäsa 
appeases the cruel god  Varuna who reigns over social order 
and moral conduct, so that he would not punish human beings 
for their immorality and to ensure that social order would be
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established. By performing the  Sakamedha the institutor of 
the sacrifice desires to repel his rival  (bhratrvya). The ancestral 
rite  (pitryajfia), included in the  Sakamedha, is done to satisfy 
deceased ancestors. The Tryambaka rite is also done to appease 
the dreadful god Rudra, who causes evil among the people with 
no reason. The  Sunasiriya sacrifice was later embedded into 
this ritual complex to cover the leap year to complete a safe 
annual cycle.
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序 論

１．　 Ｃａｔｕｒｌｎａｓｙａ祭 の 概 要

　 Ｃａｔｕｒｍａｓｙａ祭 は，古代 イ ン ドの祭式体系 によれば，新月 ・満月祭を基本形 とす る

ｉ頭 タイプに属す る祭式 の一つであ る１）。その Ｃａｔｕｒｍａｓｙａ祭 は， 春の初 めに行 なわ
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れ る Ｖａｉ６ｖａｄｅｖａ祭，雨季 の初 めの Ｖａｒｕｐａｐｒａｇｈａｓａ祭 ，秋 の初 めの Ｓａｋａｍｅｄｈａ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ノ

祭 ，そ して多分閏月に行 なわれるために，の ちに付 け加 え られたであろ う Ｓｕｎａ訂撞ｙａ

祭 ［ＯＬＤＥＮＢＥＲＧ　１９７０（１９２３）：４４２；ＨＥＥｓＴＥＲＭＡＮ　１９５７：２７］２）の四つ の祭式 からな
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ノ

る複合祭式である。一般 的 に Ｂｒ乙ｈｍａｐａ文献 は，　Ｓｕｎａｓｉｒｉｙａ祭を除 く三つ の祭式か

らな るものとして Ｃａｔｕｒｍａｓｙａ祭 を考 えて いて３），この ことは， 「四つ （ｃａｔｕｒ）の月

（ｍａｓａ）毎 に行 なわれ る祭式」を意味す る Ｃａｔｕｒｍａｓｙａ とい うこの祭式 の名称 とも一

致 す る。
　 ノ

　 Ｓｒａｕｔａ祭式を規定す る要素 と して供物 と神格があ る［ＨＩＬＬＥＢＲＡＮＤＴ　ｌ　９８１（１８９７）：

９７］。それ以外 に， この Ｃａｔｕｒｍａｓｙａ祭 の各祭式 にはい くつかの特徴的な行 為などが

含 まれてい る。 それ らを考慮 にいれ て， この Ｃａｔｕｒｍａｓｙａ祭 を以下 の よ うに記述 す

る こ とが で き る。

　 こ の Ｃａｔｕｒｍ ａｓｙａ 祭 は ， 四 つ の 異 な っ た 時 期 に 行 な わ れ る 四 つ の 祭 式 よ り な る が ，

そ れ ら の 統 一 性 を 保 つ た め に ， 各 祭 式 ご と に 常 に五 つ の 共 通 した 供 物 が 献 じ られ る 。

そ れ ら の 五 つ と は ， （１）Ａｇｎｉ神 に 対 す る八 皿 の ｐｕｒｏｄａｇａ （米 ま た は 大 麦 の 粉 を こ ね

て 焼 い た も の ［永 ノ尾 １９８４ｂ：５２６－５２８］）， （２）Ｓｏｍ ａ 神 に 対 す る ｃａｒｕ （米 ま た は 大

麦 の 粥 ［永 ノ尾 １９８４ｂ：５２４－５２５］）， （３） Ｓａｖｉｔｒ神 に 対 す る 十 二 皿 の ｐｕｒｏｄａ§ａ・ （４）

Ｓａｒａｓｖａｔｉ神 に 対 す る ｃａｒｕ， （５）Ｐ郎 ａｎ 神 に 対 す る ｃａｒｕ で あ る。

　 第 一 の 祭 式 で あ る Ｖ ａｉ６ｖａｄｅｖａ　ｉ祭 に お い て は ，上 記 の 五 つ の供 物 の 他 に ，（６）Ｍ ａｒｕｔ

神 へ の 七 皿 の ｐｕｒｏｄａ６ａ， （７）Ｖ ｉｇｖｅ　ｄｅｖａｈ へ の ａｍ ｉｋ§ａ （凝 乳 ）， （８）Ｄｙａｖａｐｒｔｈｉｖｉ

に対 す る一 皿 の ｐｕｒｏｄａｇａ が 献 じ られ る 。

　 第 二 の Ｖ ａｒｕｐａｐｒａｇｈａｓａ祭 で は ， 五 つ の 共 通 な 供 物 の 他 に ， （６）Ｉｎｄｒａ－Ａｇｎｉ両 神

１） 古 代 イ ン ドの Ｓｒａｕｔａ祭 式 の類 型 に 関 して ［Ｗ ＥＢＥＲ　 ｌ　９７３ （１８７０）： ３２２－３２６；ＨＩＬＬＥＢＲＡＮＤＴ

　 ｌ９８１（１８９７）：１０５－１６６；ＧｏＮＤＡ　ｌ９８２：７－３７］を 参 照 。

２） Ｓｕｎａｓｉｒｉｙａ 祭 はま た §ｕｎａｓｉｒｙａ祭 と もいわ れ る 。 ［ＶｌｓＨｖＡ　Ｂａｎｄｈｕ　１９７３：１４４８］に よ多 と

　 ９ｕｎａｓｉｒｙａ の形 を伝 え るの は §ＢＭ ，　ＪＢ，　ＰＢ，　ＧＢ そ して Ｍｓ　４，３，３［４２，４］で あ り，　ＴＢ・ｓＢＫ

　 は ξｕｎａｓｉｒｉｙａ の形 を 使 う。　ＫＢ に つ いて み る と，　 Ｌｉｎｄｎｅｒ編 の ＫＢ　６・１５［２８・７］に は §ｕｎａ－　

ｓｉｒｉｙａとあ る のに 対 して ，　 Ｓａｒｍａ編 の ＫＢ　６・１１・２０で は ξｕｎａｓｉｒｙａの形 毎 採用 さな て い ６；。

　 Ｓｒａｕｔａｓａｔｒａの段 階 に お け る名称 の 分 布 は趣 の よ うに 参る ：９ｕ要ａｓｉｒｙａ（ＢｈａｒＳＳ，Ｍ ａｎＳＳ，　ＶａｒＳＳ，　 Ｓ
ａｈｋｈＳＳ，　ＶａｉｔＳ）；６ｕｎａｓｉｒｉｙａ （ＡｐＳＳ，　ＨｉｒＳＳ，　ＫａｔｙＳＳ，　Ａ６ｖＳＳ）；６ｕｎａｓｉｒｉｙａｈａｖｉｓ （ＢａｕｄｈＳＳ，

　 　 　 　 ノ

　 ＶａｉｋｈＳＳ）；６ｕｎａｓｉｒｉｙａｐａｒｕｓ（ＢａｕｄｈＤｖａｉｄｈａＳ）。

３） Ｃａｔｕｒｍａｓｙａ祭 が Ｖａｉ６ｖａｄｅｖａ祭 ，　Ｖａｒｕｐａｐｒａｇｈａｓａ祭 ，　Ｓａｋａｍｅｄｈａ祭 の 三 つ の祭 式 か ら構

　 成 され て いる とい う こ と を 前 提 と した 議 論 を して い る Ｂｒａｈｍａηａ文 献 の個 所 と して は，，以下

　 の本 論 ２－１で扱 う Ｍ Ｓ　１，１０，５［１４５，４－７］；ＫＳ　３５，２０［６６， １４－６７，２］；ＴＢ　ｌ，６・８・１－２；ＳＢ　５・

　 ２，・１，１－４，そ して本 論 ２－２．で 扱 う Ｍ Ｓ　１，１０，８ ［１４８，１２－１３］；ＫＳ　３６，２ ［７０，１０－１２］；ＴＢ　１，５・　６，

　 ３－５；§Ｂ　２，　６，４，１－８，更 に は ２－４．で 論 じる ＴＢ ｌ，４，９，５ があ る 。 ま た Ｍ Ｓ ｌ，１０，７［１４７・１０・　
１１］；ＫＳ　３６，２［６９，１４－１５］は Ｃａｔｕｒｍａｓｙａ祭 は三 つ よ りな る （ｔｒｅｄｈａｖｉｈｉｔａ－）といい ，　ＴＢ　１・６・

　 ２，２；５Ｂ　２，６，３，１ （本 論 １－２．を参 照 ） は 「一年 を三 つ に分 けて 」 Ｃａｔｕｒｍａｓｙａ祭 を行 な う と

　 い う。更 に §ｕｎａｓｉｒｉｙａ祭 を排 除 して ，　 Ｃａｔｕｒｍａｓｙａ祭 の三 つ の 構 成 要素 を 列 挙 して議 論 を行　

な う個 所 と して 次 の も の もあ る ：ＫＳ　２３，７［８３，２－４］；Ｍ Ｓ　Ｓ，６，１０［７４，１０－１２］；ＴＢ　３・２・２・３。
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への十一皿又 は十二 皿の ｐｕｒｏｄａＳａ， （７）Ｍ ａｒｕｔ神 への ａｍｉｋ§混， （８）Ｖａｒｕｐａ神へ

の 乙ｍｉｋ§ａ，（９）Ｋａ神への一皿 の ｐｕｒｏｄａｇａが加 わ る。

　 この祭 式には更 にい くつかの特記すべ き点 がある。通常の ｉｓｔｉにおいて供物 や祭具

を お く祭 場の一部であ る ｖｅｄｉは東 の祭火 ａｈａｖａｎｉｙａの 西側 に一 つ 作 られ るだけで

あるが，Ｖａｒｕｐａｐｒａｇｈａｓａ祭 においては，　ａｈａｖａｎｉｙａの東側 に平行 して，北 と南 に二

っ の ｖｅｄｉと ａｈａｖａｎｉｙａが作 られ る。　Ａｄｈｖａｒｙｕ祭 官は北 の ｖｅｄｉを中心 にさまざま

な儀式 を…執 り行ない，南 の ｖｅｄｉでは Ｐｒａｔｉｐｒａｓｔｈａｔｒ祭官 が，　Ｍａｒｕｔ神 への ａｍｉｋＳａ

にかかわ るさまざまな行為を行 な う。両祭官 は大麦の粉 を こねて牡羊 と牝羊 の像をつ

くり，それぞれの性 的特徴を備え，Ｖａｒｕｐａ神 と Ｍ ａｒｕｔ神 に捧げ られてい るａｍｉｋ§ａ

とともに献 じる。 又， 同 じ く大麦 のね り粉で小 さな食器 の形 のダ ンゴ （ｋａｒａｍｂｈａ－

ｐａｔｒａ）が，女 を含めた祭主 の家 の構成員の数 よ り一つ多 く作 られ，それ らを祭主 と彼

の妻 が箕 にのせて祭火 に献 じる。その献供の前 に，Ｐｒａｔｉｐｒａｓｔｈａｔｒ祭 官が祭主の妻 に

間男のあ るな しの告白を強要す る。 祭 式が終了 して後， 普通 は Ｓｏｍａ祭の終了時 に

行なわれ る沐浴 （ａｖａｂｈｒｔｈａ）が行 なわれるな どである。

　 第三の ｓａｋａｍｅｄｈａ祭 は，それ 自身が複合祭式 の性格を帯 びている。中心になる式

日が二 日にわた り，第 一 日の早朝 ，日の出 と共 に Ａｇｎｉ　ａｎｌｋａｖａｔに八皿の ｐｕｒｏｄａｇａ

の ｉ§ｔｉが行 なわれ，正午 に Ｍ ａｒｕｔ　ｓａｒｐｔａｐａｎａへ ｃａｒｕが献 じられ ，夕方 に Ｍ ａｒｕｔ

ｇｒｈａｍｅｄｈｉｎ に，祭主 が所有す るすべての牝牛 か ら搾 った乳で煮 た ｃａｒｕ の献供 が行

なわれ る。祭 式の期間 は通常禁欲 的生活規則が課せ られ るが，その夜 は祭主の家族 は

アイ シャドーや塗油で身を飾 り，豊富 に米粥 を炊 き，牛 を屠 り，盛大な宴をは る。また仔

牛達 も母牛 とともに一夜を過 ごす ことが許 され る。一夜明けた式 日第二 日目，日の出 と

ともに，Ｍａｒｕｔ　ｋｒｉ４ｉｎに七 皿の ｐｕｒｏｄａｇａが献 じられ，その後，　Ｍａｈａｈａｖｉｓと呼 ばれ

る Ｓａｋａｍｅｄｈａ祭 の中心祭 が行 なわれ る。この Ｍ ａｈａｈａｖｉｓは，　Ｃａｔｕｒｍａｓｙａ祭 に共

通す る五つ の供物 の他 に，（６）Ｉｎｄｒａ・Ａｇｎｉ神 への十一皿の ｐｕｒｏｄａ６ａ，（７）ＩＩｌｄｒａ神

への ｃａｒｕ， （８）Ｖｉｇｖａｋａｒｍａｎ 神への一皿の ｐｕｒｏｄａＳａ が更 に加 え られ る。 この

Ｍ ａｈａｈａｖｉｓは ｉ§ｔｉの基本形 に従 って…執り行なわれ， 終了後，　Ｉｎｄｒａ－Ａｇｎｉ両神へ の

ｐｕｒｏｄａｇａの調理 の際 に出た籾殻 を Ｖａｒ叫 ａ神 の た め に水 中に献 じ， その同 じ水で

ａｖａｂｈｒｔｈａ沐 浴が行なわれ る。

　 その午後 ，Ｐｉｔｒｙａｊｆｉａ／Ｍａｈａｐｉｔｒｙａｊｆｉａとい う祖霊祭が行 なわれ る。 南 の祭火 ｄａｋ。

§ｉｐａｇｎｉの南又は南東 の方角 に，中心線 が北 西 か ら南東 に走 る正方形 の ｖｅｄｉがつ く

られ，囲われ，その中央 に ｄａｋｓｉｐ乙ｇｎｉよ り襖 をはこんで火炉がつ くられ る。　Ｓｏｍａ

ｐｉｔｒｍａｔに六皿 の ｐｕｒｏｄａ６ａ，　Ｐｉｔｒ　ｂａｒｈｉ§ａｄに ｄｈａｎ議， そ して Ｐｉｔｒ　ａｇｎｉＳｖ２ｔｔａ に
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ｍａｎｔｈａが献 じられ る。 この祖霊祭 には祭主の妻は列席 しない。 この三種 の献供の後

に，Ｐｉｐｄａｐｉｔｒｙａｊｆｉａと同 じよ うな儀式が行なわれ る。

　 この祖霊祭 が Ａｄｈｖａｒｙｕ祭官 によ り…執り行 なわれてい る間 に，　 Ｐｒａｔｉｐｒａｓｔｈａｔｒ祭

官 は， Ｒｕｄｒａを祭神 とする Ｔｒｙａｍｂａｋａ祭 へ の供物 の準備 をす る。 それは一皿の

ｐｕｒｏｄａ§ａで，　Ｖａｒ叫 ａｐｒａｇｈａｓａ祭の時に祭主 と彼 の妻 によ って献 じられた ｋａｒａｍ－

ｂｈａ－ｐａｔｒａと同様 に，祭主 の家族 数よ り一つ だけ多 く作 られる。 その供物が準備 され ，

祖霊祭 も終わ ると， ｄａｋｓｉｐａｇｎｉより一本 の懊 を取 り出 し， 供物 ，祭具を もって北東

の方角 に向か い，道 中，モグ ラ塚 に一皿 の ｐｕｒｏｄａｇａを献 じ，更 に進み，四辻 の中央

に火炉 を作 り， ｐａｒｐａ／ｐａｌａｇａの真 中の葉を祭匙 として献供を行な う。 その後，祭主

の家族 はその火の周 りを時計回 りに三回，そ して逆回 りに三回まわ り，結婚適令期 の

娘がい ると，彼女を祝福す る。供物の残 りを籠に入れ ，木 にか け，後ろを見ず に参加

者 は もとの祭場 に帰 って くる。 このように第 三番 目の Ｓａｋａｍｅｄｈａ祭 はさまざまな要

素を含 んだ複合祭で ある。

　 最後の Ｓｕｎａｓｉｒｙａ祭 の供物 は，　 Ｃａｔｕｒｍａｓｙａ祭 に共通 な五 つ の 供物の他 に，（６）

Ｉｎｄｒａ－Ａｇｎｉへの十二皿の ｐｕｒｏｄａ６ａ，（７）ＶｉＳｖｅ　ｄｅｖａｂへ の ｃａｒｕ，（８）Ｉｎｄｒａ　６ｕｎａｓｉｒａ

への十二皿 の ｐｕｒｏｄａＳａ， （９）Ｖａｙｕへの牛乳 ，（１０）ＳＵｒｙａへ の一皿の ｐｕｒｏｄａｇａで

あ る。 この祭式 も一般的な ｉ頭 の基本形 に従 って行 なわれる。祭官への謝礼 の うちで

めだつ もの として，六頭又 は十二頭 の牛 につ な が れた梨があ る ［永 ノ尾 １９８４ａ：６４－

６７］。

２．　 Ｃａｔｕｒｍａｓｙａ祭 の 研 究 史

　Ｃａｔｕｒｍａｓｙａ祭 を単独 に扱 った文献 として Ｂｈｉｄｅ［１９７９］が あ る。 黒 Ｙａｊ　ｕｒｖｅｄａ

の Ｔａｉｔｔｉｒｉｙａ 派 に属す る Ｈｉｒａｐｙａｋｅ甑 Ｓｒａｕｔａｓ枇ｒａ の中の Ｃａｔｕｒｍａｓｙａ 祭 を記述

す る第五章の新たな テキス ト提示が Ｂｈｉｄｅの著作 の中心的 なテーマである。 しか し，

彼 はその文献の第 二章 と第三章で それぞれ Ｂｒａｈｍａｐａ文献 および ＳｒａｕｔａｓＵｔｒａ文献

におけ る Ｃａｔｕｒｍａｓｙａ祭 の記述 を扱 い，第六章で独立 して Ｓｕｎａｓｌｆｉｙａ祭 を祖述 して

い る。 この Ｃａｔｕｒｍ乱ｓｙａ祭 は，　ｉ麺 の一 タイプ として独立 して年 に三回行 なわれ る以

外 に，Ｒ司ａｓ翫ｙａ祭 に組 み込 まれ たり，　Ｓｏｍａ祭 のパ ターンに従 って行 なわれた りと，

いろいろな挙行方法があ るが， それ らを一括 して第五章 で論 じ， また 第四章で は，

ＳｒａｕｔａｓＵｔｒａ文献 と Ｐｒａｙｏｇａ文献 の関係 を も詳 しく扱 った点で， 彼 は Ｃａｔｕｒｍａｓｙａ

祭研究 に大 きな貢献を してい る。

　 これ以外 に Ｓｒａｕｔａ祭式 の一つ と しての Ｃａｔｕｒｍａｓｙａ祭 を 簡単 に紹介 した もの と
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して 以 下 の 文 献 が あ る 。 ［ＧｏＮＤＡ　Ｉ　９７８： １４６－－１４７］， ［Ｈ ＥＥｓＴＥＲＭＡＮ　ｌ　９５７：２７－２９，

３３－３４］， ［Ｈ ＩＬＬＥＢＲＡＮＤＴ　 ｌ　９８１ （１８９７）： １１５－ｌｌ９］， ［Ｋ ＡＮＥ　 ｌ　９７４： １０８９－１１０６］，

［Ｋ ＥＩＴＨ　ｌ　９７０ （１９２５）：３２１－３２３］， ［Ｏ ＬＤＥＮＢＥＲＧ　ｌ　９７０ （１９２３）：４３９－４４２］， ［ＴＨＩＴＥ

１９７５：５５－７６］， ［Ｗ ＥＢＥＲ　ｌ９７３ （１８７０）：３３７－３４３］。

　 こ れ ら の 研 究 の う ち ， Ｃａｔｕｒｍ ａｓｙａ 祭 に 対 す る ，　 Ｂｒａｈｍ ａｐａ 文 献 の 解 釈 に も と ず

い た 意 味 づ け ， 機 能 に つ い て 論 じ た も の は ， Ｈ ｅｅｓｔｅｒｍ ａｎ ［１９５７］ と Ｔｈｉｔｅ ［１９７５］の

二 つ で あ る。 そ の 両 者 の Ｃａｔｕｒｍ ａｓｙａ　ｉ祭 の 解 釈 に つ い て は ， 結 論 に お い て 論 じ る つ

も り で あ る 。

３．　 Ｃａｔｕｒｍａｓｙａ祭 の解 釈 を 伝 え る Ｂｒａｈｍａｐａ文 献

　Ｃａｔｕｒｍａｓｙａ祭 に対 して解釈 を与えてい る Ｂｒａｈｍａｐａ文献 は以下 のごと くであ る。

　　Ｍ Ｓ ｌ，１０，５－２０［１４５，１－１６１，６］。

　　ＫＳ　３５，２０－３６，１４［６６，１レ８１，２１］。

　　ＴＢ　 ｌ，４，９，２－１０；１，６，２，１－７，１，２。

　　ＳＢ　　２，５，１，１－６，４，９。

　　ＫＢ　５，１－８（５，５，１－１０，２５）。

　　ＧＢ　２，１，１９－２６。

　更 に， ＪＢ　２，２２８－－２３４は ｓｏｍａ祭 のパ ター ンに従 って行 なわれ る ｃａｔｕｒｍａｓｙａ祭

の解釈を与 えている。 なお本論文で扱 う古代 イン ド祭式文献 は略号 によ って示 して い

る。 それ らについては論文末の略字解 を参照 された い。

　Ｂｒａｈｍａｐａ文献はいろいろなかた ちで （）ａｔｕｒｍａｓｙａ　ｉ祭の解釈 を与えている。 それ

らの解釈を分析 することによって， Ｂｒａｈｍａｐａ文献が Ｃａｔｕｒｍａｓｙａ祭 に与 えて いる

意味，機能を考察す るわ けであ るが，その際，次 のような方法 を とる。（１）ｃａｔｕｒｍａ－

ｓｙａ祭全体 に対 してどのよ うな機能を認 めているか。（２）Ｃａｔｕｒｍａｓｙａ祭を構成す る，

各季節毎の祭式 の名称 を一括 して挙 げて，Ｃａｔｕｒｍａｓｙａ祭全体を どのよ うに考 えてい

るか。（３）それ ら季節毎 の祭式 や， Ｃａｔｕｒｍａｓｙａ祭 に共通 す る五 つの供物，　Ｓａｋａｍｅ－

ｄｈａ祭 に属 す る中心ｉ祭 Ｍ ａｈａｈａｖｉｓ，祖霊 祭，　 Ｒｕｄｒａ神 に対す る Ｔｒｙａｍｂａｋａ　ｉ祭な

どのまとま った トピックを どの ように意味づ けて いるか。 （４）Ｃａｔｕｒｍａｓｙａ祭 は上述

のご とくｉ＄ｔｉのタイプに属す る祭式であ るが，　 Ｂｒａｈｍａｒｐａ文献 は この祭式を 解釈す

るにあた り，ｉｓｔｉの基本形 か らはずれ るこまかな執行規定 を挙 げ， それ らに対 して逐

一解釈を与えてい く方法を とっている
。 この種の解釈 が Ｂｒ乱ｈｍａｐａ文献の祭式解釈

の大部分を しめているが， これ ら多 くの個 々の祭式行為 に対す る解釈か らどのような
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祭式像が生 じて くるか。以上四つの観点 か ら考察 してみる。

本 論

　 １．　 Ｃａｔｕｒｍａｓｙａ祭 全 体 に 対 す る解 釈

１－１． Ｍ ａｉｔｒ帥 ａ加 Ｓａｒｈｈｉｔａ はその解釈 の冒頭で （Ｍ Ｓ　ｌ，１０，５［１４５，１－４］） 次 のよ

うに述 べ る。

神 々 と Ａｓｕｒａ達 は この世 界 に いた 。 か の Ｐｒａｊａｐａｔｉは望 ん だ ， 「Ａｓｕｒａ達 を 駆 逐 しよ う。生

類 を 創 ろ う」 と。 彼 は Ｃａｔｕｒｍ…靭 ａ祭 を見 た 。　 ＣａｔｕｒｍｄＳｙａ祭 に よ って Ａｓｕｒａ達を 駆 逐 し

た。 Ｃａｔｕｒｍａｓｙａ祭 によ って 生 類 を 創 った 。 この よ うに 知 って Ｃａｔｕｒｍａｓｙａ祭 を お こ な う者

は， 敵 対者 を 駆 逐 す る。 子孫 と家 畜 がつ ぎつ ぎ と生 ま れ る。

これ と同様 の解釈を ＫＳ　３５，２０ ［６６，　ｌｌ－１４］ は伝えてい る。 この解釈による と，

Ｃａｔｕｒｍａｓｙａ祭 によ り，神 々は彼等 の敵 Ａｓｕｒａ達 を駆逐 し・生類 を創造 し， この世

にあ って祭主 は彼の敵対者 を滅 ぼ し，子孫 と家畜 の繁栄を獲得する。

　 これ に類似 の解釈を ＴＢ　１，４，９，３－５は与え る。

一… ・彼等 （神 々） は ｃａｔｕｒｍａｓｙａ祭 を 見 た 。 それ を 献 じた 。 そ れ に よ って 彼等 （Ａｓｕｒａ達 ）

の滋 養 （ｉｆｒｊ）を と った。 そ れ で神 々は栄 え た 。Ａｓｕｒａ達 は滅 び た 。Ｃａｔｕｒｍａｓｙａ祭 を行 な う と，

Ａｓｕｒａ達 が 手 に い れた滋 養 を そ れ で手 に い れ る 。 自分 は栄 え ，彼 の敵 対者 は滅 び る 。ｃａｔｕｒ。

ｍａｓｙａ祭 は ｖｉｒ司 の い さお し （ｖｉｋｒａｎｔｉ）。

１－２。 Ｓａｔａｐａｔｈａ　ＢｒａｈｍａｒＰａは Ｃａｔｕｒｍａｓｙａ祭 の章 の終わ りに近 い２・　６・　３・　１で 「Ｃａ－

ｔｕｒｍａｓｙａ祭 を行 う者 の善行 は不滅」と主張 し，以下のよ うな二つの理由づけを行 な う。

「何故なら彼は年を勝ち取るから。それ故彼の （善行）は不滅となる。それ （年）を三つに

分けて祭る４》。三つに分けて勝ち取る。年は一切。一切は不滅。これによって彼の善行は不

滅となる」

「季節となって彼は神々のもとへ行く。そして不滅は神々のもの。これによって彼の善行は

不滅となる」

Ｃａｔｕｒｍａｓｙａ祭 は一・・一一ｉ年を三 つに分 ける，春 と雨季 と秋の三つの季節 に行 なわれ るので，

この祭 式の解釈 において，年 や季節 は重要 な役割 を演 じる。 その季節 との関連で ＳＢ

２，６，４，９ （これは ＳＢ の Ｃａｔｕｒｍａｓｙａ祭 の一番最後の解釈） は更 に次 の よ うな解釈

を与 える。

４）つまりＶａｉ６ｖａｄｅｖａ祭，　Ｖａｒｕｐａｐｒａｇｈａｓａ祭，　Ｓ乞ｋａｍｅｄｈａ祭の三つに分けてである。
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ある季節にあの世に行った者を，その季節は次の季節にわたす。次の季節は次の季節にわた

す。Ｃａｔｕｒｍａｓｙａ祭を行なう者は最高の場所 （ｓｔｈａｎａ）に赴 く。最高の状態 （ｇａｔｉ）に赴 く、

　 ＴＢ　１，４，１０，１０ に も，　 Ｃａｔｕｒｍ ａｓｙａ祭 を 行 な う も の は，　 ｖａｓａｎｔａ，９鎚 ｍ ａ，　ｖａｒ§ａ，

９ａｒａｄ，　ｈｅｍ ａｎｔａ そ れ ぞ れ の 季 節 に 死 ぬ と， そ れ ぞ れ の 季 節 と な り ， 年 と な り ， 年 と

同 じ で あ る Ｐｒａｊ　ａｐａｔｉ と な る と 説 か れ て い る 。

１－３．　 Ｋ Ｂ　５，１ ［１８，１０－１１］（５，１，１０，１１）お よ び ＧＢ　２，１，１９ に よ る と ，　Ｃａｔｕｒｍ ａｓｙａ

祭 は 治 療 祭 式 （ｂｈａｉｓ　ａｊ　ｙａｙａｊ　ｆｉａ）で あ る と さ れ る 。

２．　 Ｃａｔｕｒｍａｓｙａ祭 を構成 す る各祭 式 の名称 を列挙 して の Ｃａｔｕｒｍａｓｙａ

　　 祭全体 の解 釈

２－１． Ｍ Ｓ　ｌ，１０，５ ［１４５，４－－７］ お よ び Ｋ Ｓ ３５，２０ ［６６，１４－６７，２］ は 次 の よ う な 簡 単

な 解 釈 を 伝 え る 。

ＡｇｎｉＳｔｏｍａ　Ａ か ら Ｖａｉ６ｖａｄｅｖａ祭 を作 り，　Ｐ両 ａｐａｔｉは生 類 を 創 った。　Ｕｋｔｈｙａ祭 か ら Ｖａｒｕ－

ｐａｐｒａｇｈａsａ祭 を 作 り，　Ｖａｒｕｐａに生 類 を 択 え させ た 。　Ａｔｉｒａｔｒａ祭 か ら Ｓ乞ｋａｍｅｄｈａ祭 を 作 り，

Ｉｎｄｒａは Ｖｒｔｒａを 殺 した 。

独立 した Ｃａｔｕｒｍａｓｙａ祭 でな く，　 Ｒ司ａｓＵｙａ祭 にくみ こまれている Ｃａｔｕｒｍａｓｙａ祭

を扱 いつっ，ＳＢ　５，２，４，１－４は これ に似た解釈を示す。

…… Ｖａｉｇｖａｄｅｖａ祭 で Ｐｒａｊ　ａｐａｔｉは繁 栄 を ， 生 類を 創 った 。 … … ｙａｒｕｒｐａｐｒａｇｈａｓａ祭 で Ｐｒａ－

ｊａｐａｔｉは生 類 を Ｖｒｕａｐａの 枷 よ り解 き放 った 。 彼 の 生類 は病 な く， 罪 （ｋｉｌｂｉＳａ）な くつ ぎつ

ぎ に生 まれ た 。 … … Ｓａｋａｍｅｄｈａ祭 で 神 々は Ｖ；ｔｒａを 殺 した。 彼等 の この 勝利 を そ れ で勝 ち

取 った 。 その よ うに して この者 は これ によ り悪 しき憎 むべ き敵 対者 を 殺 す 。 その よ うに して

勝 利 す る。 … …

ＴＢ　１，６，８，１－２ は こ れ ら 三 つ の 祭 式 に加 え て Ｓａｋａｍ ｅｄｈａ 中 の Ｔｒｙａｍ ｂａｋａ祭 と

Ｐｉｔｒｙａｊ五ａ を も考 慮 に い れ ， 次 の よ う な解 釈 を 与 え る 。

　 　 Ｖａｉｇｖａｄｅｖａ祭 で Ｐｒａｊ　ａｐａｔｉは生 類を 創 った 。 彼 等 を ，　 Ｖａｒｕｐａｐｒａｇｈａｓａ祭 で Ｖａｒｕｐａの 枷

　 　 よ り解 き放 った 。 Ｓａｋａｍｅｄｈａ祭 で安 定 させ た。　Ｔｒｙａｍｂａｋａ祭 で Ｒｕｄｒａ に分 け前 を与 え て

　 　 宥 めた 。Ｐｉｔｒｙａｊｆｉａで 天界 に行 か せ た 。

このあ と，同様の ことを祭主 につ いて主 張 している。

　Ｖａｉｇｖａｄｅｖａ祭 に関 して， これ ら四 つの Ｂｒａｈｍａｐａ文献 は一致 して， その祭式 に

よ る生類 の創造を説 く。更 に ＶａｒｕｔＰａｐｒａｇｈａｓａ祭 によって生類を Ｖａｒｕｐａに捉え さ

せた り （ＭＳ，　ＫＳ），その反対 に ＶａｒｕｒＰａの枷 より解放 し （ＳＢ，　ＴＢ），　Ｓａｋａｍｅｄｈａ祭

曳
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ノ

により Ｖｒｔｒａを殺 した り （Ｍ Ｓ，　ＫＳ，　ＳＢ），祭 主を安定 させ る （ＴＢ）と している。

２－２． Ｃａｔｕｒｍａｓｙａ祭 は ４カ月毎 に行なわれるが，それ ら ４カ月毎のそれぞれ の祭式

によって， ４ヵ月を獲得 した り，敵対者 か らｉ奪 った りす るとい うことを， Ｍ Ｓ　１，１０，

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ノ

８ ［１４８，１２－１３ユ，Ｋ Ｓ　３６，２ ［７０，１０－１２］，　Ｔ Ｂ　ｌ，５，６，３－５，　ＳＢ　２，６，４，１－８ は 異 口 同

音 に 説 い て い る。

２－３・ 年 は 普 通 ｓａｒｐｖａｔｓａｒａ と い わ れ る が ， そ の ほ か に ｐａｒｉｖａｔｓａｒａ，　ｉｄａｖａｔｓａｒａ，

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ノ

ａｎｕｖａｔｓａｒａ と呼ばれる年 もあ り５），　 Ｓｕｎａｓｌｒｉｙａ祭を含めた四つの祭式でそれぞれそ

れ ら四種の年を獲得す る とい うことを ＴＢ ｌ，４，１０，１－－３は説いている。 また， 年 の

獲得 に関連 して ＧＢ　２，１，２６は次のよ うな解釈を伝えている。

そ れ ら Ｃａｔｕｒｍａｓｙａ祭 で神 々は すべ て の願 望 （ｋａｍａ）を得 た 。 すべ て の ｉＳｔｉを ，す べ て の不

死 性 を 。 Ｃａｔｕｒｍａｓｙａ祭 は Ｐｒａｊ　ａｐａｔｉ，２４か らな る年 。　Ｖａｉｇｖａｄｅｖａ祭 は彼 の顔 。　Ｖａｒｕｐａｐｒ。

ａｇｈｄＳａ祭 は両 の腕 。 こ れ ら三 つ の （Ｓａｋａｍｅｄｈａ祭 前 日 の） ｉＳｔｉは ｐｒａｐａ，　ａｐａｎａ，　Ｖｙａｎａ。

Ｍ ａｈａｈａｖｉｓ祭 は身体 （ａｔｍａｎ）。　Ｓｕｎａｓｉｒｉｙａ祭 は 安定 。　Ｃａｔｕｒｍａｓｙａ祭 は Ｐｒａｊａｐａｔｉ， この年 。

Ｐｒａｊａｐａｔｉはす べ て。　Ｃａｔｕｒｍａｓｙａ祭 はす べ て 。 この よ うに 知 る者 は ， 又 ， この よ う に知 っ

て ｃａｔｕｒｍａｓｙａ祭 を 行 な う者 は ，す な わ ちす べ て であ り，す べ て を 得 る。

２－４・ ＴＢ　ｌ，４，９，５によると，　Ｖａｉ６ｖａｄｅｖａ祭 によりこの地上世界 において安定 し，

Ｖａｒｕｐａｐｒａｇｈａｓａ祭 によ り虚空 に お いて， そ して Ｓａｋａｍｅｄｈａ祭 によ って天界 にお

いて安定 し，その結果 ，「このよ うに知 って Ｃａｔｕｒｍａｓｙａ祭を行 な う者 は欠け ること

な く （ｓａｒｖａｍ）栄え る （ｂｈａｖａｔｉ）」 といわれ る。

３．　 季節ごとの祭式などに対す る個別的解釈

３－１． Ｖａ彰ｖａｄｅｖａ 祭 に 関 し て

３－１－１・ Ｖ ａｉＳｖａｄｅｖａ 祭 に 関 して は ， 多 く の テ キ ス トが ， そ れ に よ っ て Ｐｒａｊａｐａｔｉが

生 類 を 創 造 した と伝 え て い る 。 そ れ を 伝 え る テ キ ス トは 以 下 の ご と くで あ る 。 Ｍ Ｓ　１，

１０，６ ［１４６，９］， Ｍ Ｓ　ｌ，１０，１０ ［１５０，７］＝ Ｋ Ｓ　３６，５ ［７２，３］，　Ｋ Ｓ　３５，２０ ［６７
，２－３］，

ノ

ＳＢ　２・５・２，１・Ｋ Ｂ　５，３ ［１９，　５］＝ Ｇ Ｂ　２，１，２１・ま た ，　Ｍ Ｓ　１，１０，８ ［１４８，２２－－１４９，１］

＝ Ｋ Ｓ　３６，３ ［７０，１４－１５］ に よ る と ，　 Ｃａｔｕｒｍ ａｓｙａ 祭 は 繁 殖 の 手 段 （ｐｒａｊａｎａｎａ）で あ

　 　 ノ

り ， ＳＢ　２，５・１，２２ に よ る と ，　Ｐｒａｊａｐａｔｉは こ の 祭 式 を 行 な い ，　ｐｒａｊａｔｉお よ び Ｓｒｉを

５） しか し普 通 こ の よ う な い ろ い ろ な 名 称 の 年 が 列 挙 さ れ る と き ， 五 つ の 名 称 が 挙 げ られ る
。 例

え ば ｓａｍ ｖａｔｓａｒａ，　ｐａｒｉｖａｔｓａｒａ，　ｉｄａｖａｔｓａｒａ，　ａｎｕｖａｔｓａｒａ，　ｕｄｖａｔｓａｒａ （ＫＳ　１３，１５ ［１９８，３］； ３９，６

［１２３・ ２２－１２４・ １］；４０，６ ［１４０，４］）， ま た は ｓａｌｐｖａｔｓａｒａ，　ｐａｒｉｖａｔｓａｒａ，　ｉｄａｖａｔｓａｒａ，　ｉｄｖａｔｓａｒａ，
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ノ
ｖａｔｓａｒａ （Ｖ Ｓ　２７，４５；ＴＳ　５，５，７，１－３；ＳＢ　８，１，４，８） ま た は ｓａ卑 ｖａｔｓａｒａ，　ｐａｒｉｖａｔｓａｒａ，　ｉｄ盈ｖａｔｓ・

ａｒａ・ｕｄｖａｔｓａｒａ・ｖａｔｓａｒａ （Ｍ Ｓ　４，９，１８ ［１３５，７－８］），更 に は ｓａｌｐｖａｔｓａｒａ
，　ｐａｒｉｖａｔｓａｒａ，　ｉｄａｖａｔｓａｒａ，

ｉｄｕｖａｔｓａｒａ，　ｉｄｖａｔＳａｒａ，　ｖａｔｓａｒａ （ＴＢ　３，１０，４，１；ＴＡ　４
，１９，１）。
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実現 したとされ る。

　神話 の世界 における Ｐｒａｊａｐａｔｉによ る生類 の創造は，現実世界 においては，祭主が

子孫 や家畜 に繁栄す るとい う事実 に対応 する。 その うち家畜 の繁栄 に対す る願望 と結

び付 け られ Ｍ Ｓ　１，１０，８［１４８，２０－２２］は更 に次 のよ うな解釈を伝 える。

家畜を望む者は Ｖａｉξｖａｄｅｖａ祭を行なうべし。　Ｖａｒｕｐａｐｒａｇｈａｓａ祭，　 Ｓａｋａｍｅｄｈａ祭は行な

わない。千 （頭の牛）を持つ欠けることのない人間として生まれる。しかも更に彼の力の及

ぷ限りの状態に達する。

これに対応す る解釈を ＫＳ　３６，３［７０，１３－１４］も伝えている。 この千頭の牛 の獲得 の

モティー フが，それ以 外の要素 と結び付 け られ た解釈を ＴＢ ｌ，４，１０，３－５は以 下のよ

うに伝 え る。

一切の神々は一緒に祭式を行なった
。 彼等は Ａｇｎｉに対 して祭式を行なった。　Ａｇｎｉのいる

世界を勝ち取った。Ｖａｉｇｖａｄｅｖａ祭を行なうと，　Ａｇｎｉのいるこの世界を勝ち取る。　Ａｇｎｉと

一緒の状態に赴 く
。もしＶａｉｇｖａｄｅｖａ祭を行なうと，すると年の家長 （９；ｈａｐａｔｉ）を得る。も

し年の家長を得ると，すると千 （頭の牛を報酬とする祭式）を祭る者 （ｓａｈａｓｒａｙ勾ｉｎ）を得る。

もし千を祭る者を得ると，家庭祭を行なう者 （ｇｒｈａｍｅｄｈｉｎ）を得る。もし家庭祭を行なう者

を得ると，Ａｇｎｉとなる。もしＡｇｎｉとなると，牝牛となる。これがＶａｉｇｖａｄｅｖａ祭の大きさ。

これはこれらの最小。これより以上の栄えが生じる。

３－１－２．　 ＫＢ　５，１［１８，９－１０］（５，１，８－－９）によると Ｐｈａｌｇｕｎａ月 の満．月の 日Ｇｃ　Ｖａｉ６－

ｖａｄｅｖａ祭 を行な うのは，年 の始め にその年 を満足 させ ることであるとされ る。

　 この ようにみてみると， Ｖａｉ６ｖａｄｅｖａ祭 によって祭主 は子孫 と家畜の繁栄を得 ると

い うことを，Ｂｒａｈｍａｐａ文献 はほぼ一致 して主張 してい ると言 って よいであろ う。

３－２． 各祭 式 に共通す る五つの献供 に関 して　 　　 　　 　　 　　 　　 　 、

　Ｃａｔｕｒｍａｓｙａ祭 を構成す る各祭式 において常に行 なわれ る五 つの献供６、に関 して大

きく分 けて二種 の解釈が与え られている。第一のグループは生 類の創造 に関す るもの

であ り，第二 は Ｖｒｔｒａ殺 しの神話 をめ ぐる ものであ る。

３－２－１． Ｍ Ｓｌ，１０，５［１４５，　７－１０］は先ず次 のよ うな解釈を伝 える。

ある生類は創られていた。あるものは創られていなかった。そこで Ｐｒａｊａｐａｔｉは望んだ，「生

類を創ろう」と。祭式は年。・　Ｐｒａｊａｐａｔｉは祭式。 彼はこの一対の乳を自分の中に置いた。乳

房の乳とｂａｈｙａ（？）を。 そこでこれらの諸神格にこれらの供物を分け前として取り出した。

それらによって生類を創った。

ＫＳ　３５，２０［６７，３－６］も同様 の解釈を伝 え る。

６）各祭式に共通する五つの献供に関 しては ｐ．１００３を見よ。
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　 ノ

　ＳＢ　２，５，１，１－７は Ｐｒａｊａｐａｔｉによ る生類 の創造 に関 して か なり長 い神話 をつ たえ

てい る。それによると， Ｐｒａｊａｐａｔｉは最初三回 にわた って生類 の創造を行 な ったが，

そのつ ど創造 された生類 はま ともに育 たず に，鳥 にな った り，蛇になったり した。食

物がな いことがその原因であ ると知 った Ｐｒａｊａｐａｔｉは，自分の乳房 に乳 を満た し，そ

の後再び生類 を創造す ると，食物 を得 た生類 は滅び ることな く育 った とされる７）。

　 これ ら二つの神話 と五つの供物 との関連 は明確ではないが，それぞれの文献 の五つ

の供物 の解釈の冒頭 にあるため，一応 ここで紹介す る。

３－２－２． 生類の創造 に関す る第二の解釈 は Ｍ Ｓｌ，１０，５［１４５，　ｌｌ－１２］，　ＫＳ３５，２０

［６７，６－８］の伝え るよ うに，ご く簡単な もので ある。

季節からそれら生類は生まれた。これら五つの供物は季節。何故なら季節は五つだから。そ

こから生まれる。

３－２－３． 生類 の創造 に関す る第三の解釈は，五つ の供物の各祭神 が生類 の創造に どの

ように具体 的に係わ るか に関 してであ る。 先ず Ｍ Ｓ ｌ，１０，５［１４５，１２－１９］は次 の よ

うな解釈を与え る。

Ａｇｎｉは （精 液 を） 放 出 した 。　Ｓｏｍａは精 液 を （母 体 内 に） 置 いた 。　Ａｇｎｉと Ｓｏｍａは一 対 。

Ｓａｖｉｔｒは出 産 （ｐｒａｊ　ａｎａｎａ）へ と促 した 。　Ｓａｖｉｔｒは 一年 。 一 年 は十 ニ カ月 。 それ ゆ え十 二 皿 。

更 に又 ，十 二 皿 は一 切 神 にか な うた め 。小 声 で献 供 す る 。何 故 な ら一 年 は 名状 し難 き もの 。

Ｓａｒａｓｖａｔｉは 創 られ た （生類 ）に言葉 を 置 い た。ＰＵ§ａｎ を安 定 の基 礎 と して 創 られ た 。Ｓａｒａｓｖａｔｉ

は言 葉 。 Ｐｔｔｓａｎ は家 畜 。言 葉 と家 畜 は一 対 。 中央 の と こ ろで （？）Ｐｒａｊａｐａｔｉに よ り創 られ た。

終 りの と ころ で （？）一 対 よ りさま ざ ま な方 向 へ と生 み 出 された 。 そ こで ， 今 ， 中央 の と こ

ろ で Ｐｒａｊａｐａｔｉに よ り創 られ る。 そ こで ， む こ うで ，終 りの と ころ で （？） 一 対 よ りさ ま ざ

ま な方 向 へ と生 み 出 され る。

対応す る解釈 は ＫＳ　３５，２０［６７，８－１５］にも伝 え られ てい る。

　ＴＢ　ｌ，６，２，１－２はこれ ら五柱 の神 格を繁栄 の主 （ｐｕ§ｔｉｐａｔｉ）と呼び，次の ような解

釈を伝え る。

Ｖａｉ６ｖａｄｅｖａ祭で Ｐｒａｊａｐａｔｉは生類を創った。創られた彼等は繁殖 しなかった。かのＡｇｎｉは

望んだ， 「私がこれらを繁殖させ よ う」と。 彼は Ｐｒａｊａｐａｔｉに苦痛 （９ｕｃ）を置いた。 彼

（Ｐｒａｊａｐａｔｉ）は生類を望みつつ苦 しんだ。それ故生類を享受する場合でも，しない場合でも，

いずれの場合でも生類を望む者は苦 しむ。彼等 （生類）｝Ｃ　Ａｇｎｉを元に戻した。彼等を Ａｇｎｉ

７） これ に対 応 す る神 話 は ＪＢ　２，２２８－２３０に も伝 え られて い る。そ して ｓＢ，　ＪＢ と もに Ｒｖ　８，９０，

１４（８，１０１１４）の解釈 の形 を と って い る 。 それ ら二 つ の 神 話 の も とに な る ＲＶ の詩 は 以下 の よ

うな もの ：ｐｒａｊａ　ｈａ　ｔｉｓｒ６　ａｔｙ益ｙａｍ　ｉｙｕｒ　ｎｙ　ａｎｙａ　ａｒｋａｍ　ａｂｈｉｔｏ　ｖｉｖｉ§ｒｅ／ｂｒｈａｄ　ｄｈａ　ｔａｓｔｈａｕ

ｂｈＵｖａｎｅＳｖ　ａｎｔａｈ　ｐａｖａｍａｎｏ　ｈａｒｉｔａ　ａ　ｖｉｖｄ丞ａ〃　 「三 つ の生 類 は過 ぎ去 って しま った 。 他 の もの

は賛 歌 の 回 り に座 って い る 。彼 は 高 く世 界 の 中 に立 って い る。清 め られつ つ 彼 は黄 金 色 の もの

た ちの 中 に はい って い った」。
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は求めた。 Ｓｏｍａは精液を置いた。　Ｓａｖｉｔｒは生まれ させた。　Ｓａｒａｓｖａｔｉは言葉を置いた。

ＰＵｓａｎは栄えさせた。これら繁栄の主たる神々は一年に三回用いられる。　Ｐｒａｊａｐａｔｉは一年。

すなわち一年によって彼のために生類を生み出したのである。

ＳＢ　２，５，１，８－１１の伝 える解釈 は次 のよ うであ る。

… …諸 神 格 の顔 は Ａｇｎｉ。 彼 （Ａｇｎｉ）は生 む者 と して の Ｐｒａｊａｐａｔｉ。 … … Ｓｏｍａは精 液 。生 む

者 と して の Ａｇｎｉに Ｓｏｍａを精 液 と して注 ぐ。 それ が 第一 の生 産 的一 対 。 … …Ｓａｖｉｑ は諸 神

格 の 中で 鼓舞ｉす る者 と して の Ｐｒａｊａｐａｔｉ。 まん 中の生 む 者 。 ・…・・Ｓａｒａｓｖａｔｉは女 。　Ｍ Ｓａｎ は男 。

そ れ は再 び生 産 的一 対 。 この二 種 の生 産 的一 対 か ら Ｐｒａｊａｐａｔｉは生 類 を 創 った 。

　 これ ら四つ の Ｂｒａｈｍａｐａ文献 においてそれぞれ の神格に付与 され て いる機能 は同

じではないが， これ ら五柱 の神 々がなん らかのかた ちで誕生 の過程 に参加 してい ると

いうことは，等 しく主 張され ているｉ．。従 って これ ら五柱 の神 々へ の献供 は，Ｐｒａｊａｐａｔｉ

にとっては生類の創造の機能 を持 ち，祭主 にとっては子孫や家畜 の誕生 を助ける とい

う役割を演 じる。

３－２－４． Ｃａｔｕｒｍａｓｙａ祭 に共通す る五つの献供 に想定 される第二 の機能 は 「Ｖｒｔｒａ殺

し」 である。 この点 に関 しては Ｍ Ｓｌ，１０，５ ［１４５，１９－１４６，２］に次 のような神話 的

主張が伝 え られている。

これ らの供 物 は Ｖｒｔｒａ 殺 し。　Ａｇｎｉを 前衛 （ａｎｉｋａ）と して Ｉｎｄｒａ は Ｖ　ｔｒａ を殺 した 。　Ｓｏｍａ

を 王 と して ， Ｓａｖｉｔ；に鼓舞 され ，　Ｓａｒａｓｖａｔｉを物 見 （ｃｅｔ；）と して 。　ＰａＳａｎは 勇気 を も って彼

を 助 けた 。

これ に対応す る解釈を ＫＳ　３５，２０［６７，１５－６８，２］８）も伝 えて いる。

ＳＢ　２，５，４，３－７は Ｓａｋａｍｅｄｈａ祭 の解釈 の冒頭で， これ ら五柱 の神 々が Ｖｒｔｒａ殺

しにどのよ うに係 わってい るかを教 える。

Ａｇｎｉを光 輝 （ｔｅｊａｓ）と して 彼 ら （神 々） は それ （ＶＴ　ｔｒａ＞を 殺 した 。 か の 光輝 た る Ａｇｎｉは動

揺 しな か った 。 …… Ｓｏｍａを 王 と して 彼 らはそ れを 殺 した 。彼 らは Ｓｏｍａを 王 とす る。 … …

Ｓａｖｉｔｒは神 々の 中の 鼓 舞者 。　Ｓａｖｉｔｒに 鼓舞 され彼 らはそ れを 殺 した 。… … Ｓａｒａｓｖａｔｉは言 葉 。

言 葉 が実 に声 援 を送 った ，「打 て ，殺 せ 」 と。 … … ＰＵｓａｎ は この大 地 。 これ （大 地 ） は そ れ

を 殺 され るよ うに差 し出 した。 そ れ （大 地 ） によ って 差 し出さ れた そ れ （Ｖｒｔｒａ）を 彼 らは 殺

した 。

Ｍ Ｓ，　Ｋ Ｓ に よ る と ，　ＲＶ 以 来 の 神 話 と 同 様 ，　Ｖ ｒｔｒａ を 殺 す の は Ｉｎｄｒａ で ， こ れ ら 五

柱 の 神 々 が Ｉｎｄｒａ の ’Ｖｒｔｒａ 殺 しの 援 助 を す る と い う こ と に な っ て い る が ，　 ＳＢ に よ

８） ＫＳ　３５，２０［６８，１－２］で は ｓａｒａｓｖａｔｙａ　ｃａｉｔｒｙａｍ とな って い る 。 つ ま り 「Ｓａｒａｓｖａｔｉと と もに

　 Ｃａｉｔｒａ月 の 満 月 の 日に 」 と解 釈 され る。 なお Ｖａｉｇｖａｄｅｖａ　Ａ は Ｓｔｒａｕｔａｓｔｔｔｒａ の規 定 に よ れ ば

　 Ｐｈａｌｇｕｎａ月 ，ま た は Ｃａｉｔｒａ月 の満 月 の 日に行 なわ れ る と され る 。
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ると，Ｖｒｔｒａを殺す主体 と しての Ｉｎｄｒａは姿 を消 し， この Ｖｒｔｒａ殺 しとい う神話的

偉業 は神 々の共 同作業 とな る。

　ＴＢ　ｌ，６，２，５－７は この五つ の献供の解釈 に，　 Ｖｒｔｒａ殺 しのモティー フを用 いず，

神 々 と Ａｓｕｒａ達の争い とい う場面を設定 して， こφ五つ の献供の解釈 を行 なう。

神々とＡｓｕｒａ達は争っていた。かの Ａｇｎｉは言った，「私を始めに祭れ。私を顔としてあな

た達はＡｓｕｒａ達に勝つだろう」と。「私を二番 目に」と Ｓｏｍａは言った，「私を王としてあ

なた達は勝つだろう」と。 「私を三番目に」とＳａｖｉｔｖは言 った， 「私に鼓舞されあなた達は

勝つだろう」と。「私を四番目に」とＳａｒａｓｖａｔｉは言った， 「ｌｎｄｒａの力をあなた達に私は置

くだろう」と。 「私を五番目に」とｐａｓａｎは言った， 「私を安定の基盤としてあなた達は勝

つだろう」と。彼ら （神々）はＡｇｎ五を顔 として Ａｓｕｒａ達に勝った，　Ｓｏｍａを王として，

ＳａｖｉｔＦにより鼓舞され，　Ｓａｒａｓｖａｔｉは Ｉｎｄｒａの力を置いた。　ＰＵＳａｎは安定の基盤であった。

そこで神々は完全に勝利 した。これらの供物が献 じられるのは，完全な勝利のためである。

　Ｉｎｄｒａによる Ｖｒｔｒａ殺 し，神 々によ る Ｖｒｔｒａ殺 し，神 々 と Ａｓｕｒａ達 の争 いと，神

々の世界の話 としては各 々多少異 な った話素を示 すが，これ らの話素 は祭主 の世界 に

移 され ると，祭主 が敵対者 を滅 ぼす ということとな り， これ ら，四 Ｂｒａｈｍａｐａ文献

は結果 と して同 じ機能を五つの献供 に付与 してい ることになる。

　ｃａｔｕｒｍａｓｙａ祭 に共通 す る五 つ の献供 に想定 さ れ た 機能 と しての生類 の創造 と

Ｖｒｔｒａ殺 しは，全 く別 なもの と して素直 に解釈すべ きであろ う。生類の創造 とい う機

能は Ｖａｉ≦ｖａｄｅｖａ祭の解釈 に うま く対応す る。　Ｖｒｔｒａ殺 し， あ るいは Ａｓｕｒａに対す

る勝利 とい う解釈を Ｍ Ｓ も ＫＳ も ＴＢ も，　Ｃａｔｕｒｍａｓｙａ祭 の解釈の 冒頭で，生類 の

創造の解釈 に続 けて行 な っているため奇異 な印象 を与 える。他方 ， ＳＢ が この第二 の

解釈を Ｓａｋａｍｅｄｈａ祭 の章 の冒頭の ところで与 え， しか も， その Ｓａｋａｍｅｄｈａ祭 自

体 に Ｖｒｔｒａ殺 しと い う機能 が 付与 されてい ることを考え ると，　Ｍ Ｓ，　ＫＳ，　ＴＢ は，

Ｓａｋａｍｅｄｈａ祭 の解釈の際 に想定 され る，　Ｖｒｔｒａ殺 しなどの五つの共通献供の機能 を，

ｃａｔｕｒｍａｓｙａ祭の解釈 の冒頭 に，先 取 りして与 えていると見 な してよいであろ う。

３－・２－５． ＫＢ　５，２［１８，１　７－－２　１］（５，２，　１－１２）およびそれ に対応す る ＧＢ　２，１，２０［１５７，

４－９］はこの五つの献供 によって五柱 の神 々を満足 させ るとい う解釈を行 な う。

３－３． Ｖａｒｕｐ，ａｐｒａｇｈａｓａ　ｉ祭に関 して

　 Ｖａｒｕｐａｐｒａｇｈａｓａ祭の効果 として Ｂｒａｈｍａｐａ文献 は，主 と して二 つの ことを挙げ

てい る。一つは，Ｍ Ｓ，　ＫＳのい う祭式 によ る困窮 （ａｔｈｈａｓ）の除去 （ａｖｅｓ１ｉ）であ り，い

ま一つは，ＴＢ，　ＳＢ，　ＫＢ，　ＧＢ のい うＶａｒｕｐａの枷 （ｖａｒＵｎａｐａ§ａ）か らの解放であ る９）。

９） ｒＶｌｓＨｖＡ　Ｂａｎｄｈｕ　ｌ　９６２：２７６１］ に よ る と，　Ｍ Ｓ，　ＫＳ は と もに他 の章 にお いて は Ｖａｒｕｐａの

枷 （ｖａｒｕｐａｐａｇａ）か らの解 放 とい う解釈 を行 な って い るが ， 両文 献 と も この ｃａｔｕｒｍａｓｙａ祭 を

扱 う章 にお い て は，Ｂｒａｈｍａｐａ文 献 を通 じて 広 く知 られ て い る この テ ーマ を用 いて い な い。
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３－３－１．

え る 。

ａＭ ｈａｓ の ａｖｃ§ｔｉと い う解 釈 を Ｍ Ｓ　ｌ，１０，１０ ［１５０， ７－ｌｌ］ は 次 の よ う に 伝

ＶａｉＳｖａｄｅｖａ祭 に よ って Ｐｒａｊｉｐａｔｉは生 類 を創 った 。　 Ｍ ａｒｕｔ神達 は彼 の供 物 を 奪 った。 そ れ

で 困 窮 に と りつ かれ て 彼 ら （生 類 ） は創 られ た 。 彼 ら （生 類 ） の た め に癒 す手 段 （ｂｈｅｓａｊａ）

を 彼 （Ｐｒａｊａｐａｔｉ）は求 め た 。 彼 は この 乳を 自分 の 中か ら作 りだ した 。 そ れ で彼 らか ら困窮 を

除 い た 。Ｖａｒｕηａｐｒａｇｈａｓａ祭 は 困窮 を 祭 に よ って 除 くもの 。　Ｖａｒｕｐａｐｒａｇｈａｓａ祭 を行 うの は，

す べ て の 困窮 を 祭 に よ って 除 くため で あ る。

Ｋ Ｓ の これ に 対 応 す る個 所 は ３６，５ ［７２，３－６］で あ る 。 こ の ａｒｈｈａｓの ａｖｃＳｔｉ と い う

解 釈 は 更 に Ｍ Ｓ　ｌ，１０，８ ［１４９，１－２］＝：Ｋ Ｓ　３６，３ ［７０，１５－１７］や Ｍ Ｓ　ｌ，１０，１４ ［１５３，

１８］＝・Ｋ Ｓ　３６，８ ［７５，１２〕 に お い て も言 及 さ れ て い る 。

３－３－２． ＴＢ　１，６，４，１－２ に よ る と Ｖ ａｒｕｐａ の 枷 か ら の 解 放 と い う 解 釈 は 次 の よ う で

あ る 。

Ｐｒａｊａｐａｔｉは Ｓａｖ壇 とな って 生 類 を 創 った 。 それ ら （生 類 ） は彼 （Ｐｒａｊａｐａｔｉ）を 侮 った 。 そ

れ らは彼 か ら出て い った。 そ の生 類 を （Ｐｒａｊａｐａｔｉは）Ｖａｒｕｒｐａ とな り，　Ｖａｒｕ腿 に襲 わせ た 。

そ れ ら生 類 は Ｖａｒｕｒｐａ に捕 え られ ，　Ｐｒａｊａｐａｔｉの も と に再 び 助け を求 めて 行 った， 守護 を 求

め て 。か の Ｐｒａｊａｐａｔｉは ＶａｒｕｒＰａｐｒａｇｈａｓａ　４．を 見 た 。そ れ を行 な った 。そ れ に よ って ，彼 は

生 類 を Ｖａｒｕｐａの 枷 よ り解 い た 。　ＶａｒｕｐａｐｒａｇｈａＳａ祭 が行 な われ るの は ，生 類 が Ｖａｒｕｐａに

捕 え られ な い た め。

　ＳＢ　２，５，２，２－３によると Ｖａｒｕｐａに捕え られた生類達 は， ただ息をす るだ けで，

ぐった り と して しま った。 そこで Ｐｒａｊａｐａｔｉはこの Ｖａｒｕｐａｐｒａｇｈａｓａ祭で癒 し，

「そ こで彼の既 に生 まれて いる生類，そ してまだ生まれていない生 類 その二種 （の

生類）を Ｖａｒｕｐａの枷か ら解 きはなった。彼のそれ ら生類は病 もな く災 もな く繁栄 し

た」 とされ る。

　 また ＫＢ　５，３［１９，５－１０］（５，３，１－９）および ＧＢ　２，１，２１［１５８，１－８］によ ると，生

類達 は Ｖａｒｕｐａの許可な く Ｖａｒ叫 ａの大麦 を食べたため，　Ｖａｒ叫 ａの枷 に縛 られた。

助 けを求 め られた Ｐｒａｊａｐａｔｉはこの Ｖａｒｕｐａｐｒａｇｈａｓａ祭を行 ない，「Ｖａｒｕｐａを満足

させ た。満足 したかの Ｖａｒｕｐａは Ｖａｒｕｐａの枷か ら， すべての罪 か ら生類を解 きは

な った」 とされ る。

　 困窮 （ａｒｈｈａｓ）が，　Ｖａｒｕｐａが生類 にもた らす災で あるとす ると１０）， その ａｒｈｈａｓ

を祭 ることによって取 り除 くことは， 生類 に対す る Ｖａｒｕｎａの悪 い影響 を 排除す る

ことであ り，Ｖａｒ叫 ａの枷 （ｖａｒｕｐａｐａＳａ）か らの解放 と軌 を一 に し， この二種 の解釈

１０） ａｔｎｈａｓに 関 して は ［ＧｏＮＤＡ　１９５７］を 参 照。
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は同 じもの と考え られ る。 そ して， Ｖａｒｕｐａが ａｒｂｈａｓを生類 に もた らす のも，枷 に

よって生類 を捕え るの も，生類 が犯 した罪 （ｅｎａｓ）の故であ るとす ると，　ａｌｈｈａｓの除

去 および ｖａｒｍＰａｐａＳａか らの解放 の結果は罪 （ｅｎａｓ）のな い状態 となろ う。 そ のこと

を Ｍ Ｓ　ｌ，１０，１０［１５０，１２－１３］ニＫＳ　３６，５［７２，７－８ユは 「Ｖａｒｕｐａｐｒａｇｈａｓａ祭 を行

な う者 において罪 は，生 まれた ばか りの子供 にあ る程の罪 になる」 と表現 する。

３－３－３， ＴＢ　１，４，１０，６の伝 える ＶａｒｕｒＰａｐｒａｇｈａｓａ　４を行 な うと Ａｄｉｔｙａ神 （太陽）

のいる世界 を勝 ち取 り， Ａｄｉｔｙａ神 と一緒 にいる状態 に赴 くという解 釈 はかな り思弁

的傾向 の強 い解釈で あろう。

３－４．　 Ｓａｋａｍｅｄｈａ祭 に関 して

３－４－１． Ｓａｋａｍｅｄｈａ祭 の効果 として先 ず 挙 げ るべ きは Ｖｒｔｒａ殺 しとい うことであ

る。そのことを ＫＳ　３６，８［７５，１６］は端的 に 「Ｓａｋａｍｅｄｈａ祭 は Ｖｒｔｒａ殺 しであ る」
　 　 　 　 　 ノ

と表 現 し ， ＳＢ　２，５，３，１ は 次 の よ う に 言 う 。

そこでこの Ｓａｋａｍｅｄｈａ祭を （行なう）。これによって神々はＶｒｔｒａを殺した。これによっ

て彼らのこの完全な勝利 （ｖｉｊｉｔｉ）を獲得 した。 そのようにこの者 （祭主）はこれによって悪

しき，憎むべき敵対者を殺す。そのように完全に勝利する。

ＳＢ によ ると Ｓａｋａｍｅｄｈａ祭 によって Ｖｒｔｒａを殺す ことは完全 な勝利 （ｖｉｊｉｔｉ）を獲得

す ることとされ るが，その ことを強調 して ＳＢ　２，５，４，１０ は更 に次 の ように述べ る。

ｓａｋａｍｅｄｈａ祭を行ない，完全に勝利 した神々にとって一切の行為が成就した。すべてが勝

ち取られた。 ｓａｋａｍｅｄｈａ祭を行ない，完全に勝利した この者 （祭主）にとって一切の行為

が成就する。すべてが勝ち取られる。

３－４－２．　 Ｋ Ｂ　５，５ ［２０，３－４］ （５，６，１－３）＝ ＧＢ　２，１，２３ ［１５９，１３－１５］は Ｓａｋａｍ ｅｄｈａ

祭 を Ｉｎｄｒａ 神 と 関 係 づ け ， 次 の よ うな 解 釈 を 伝 え る。

Ｓａｋａｍｅｄｈａ祭は Ｉｎｄｒａに対する祭式。大王は先ず初めに軍の前衛を派遣 して， その後で恐

れのなくなった道を行 くように，まず初めにこれらの諸神格を祭るのである。

３－４－３．　 ＫＢ　５，５［２０，５］（５，６，４－５）＝：ＧＢ　２，１，２３［１５９，１５－－１６］は更 に このｉ祭式を

Ｍａｈａｖｒａｔａ祭 と等置す る。

３十 ４． ＴＢ　１，４，１０，６－８はこの章 に特有 な思弁 的傾向 の 強 い解釈 の続 きとして，

ｓａｋａｍｅｄｈａ祭 を行 な う者は月の輝 いている世界 を勝 ち取 り， その月 と一緒 にいる状

態 に赴 くとい う解釈を挙げ る。

３－５． Ｍａｈａｈａｖｉｓに関 して

Ｓａｋａｍｅｄｈａ祭 の二 日目に行 なわれ る， この祭 式の中心祭であ る Ｍ ａｈａｈａｖｉｓに対 し
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て別個 に解釈 を与えてい るのは ＳＢ のみ で あ る。 そ して ＳＢ は この Ｍａｈａｈａｖｉｓに

Ｖｒｔｒａ殺 しおよび，繁殖 （ｐｒａｊａｔｉ）と栄光 （９ｒｉ）の獲得 とい う二種の解釈 を行な う。

３－５－１．　 Ｖｒｔｒａ殺 しと しての解釈 は Ｓａｋａｍｅｄｈａ祭 とほ とん ど同 じで ＳＢ　２，５，４，１

によ ると次 のよ うにな る。

Ｍａｈａｈａｖｉｓによって神々は Ｖｒｔｒａを殺 した。 それ によって彼 らの完全な勝利を獲得した。

そのようにこの者 （祭主）はこれによって悪 しき，憎むべき敵対者を殺す。そのようにして

完全に勝利する。

Ｖｒｔｒａを殺 し， 完全な勝利を獲得 したとい うこの解釈 の前半 は， 更 に ＳＢ　２，６，１，１

および ２，６，２，１に も繰返 し登場 している。

３－５－２． 第二の解釈 に関 して ＳＢ　２，５，４，１１は次 のように記 す。

この祭式を行なって神々は， この神々の繁殖 （ｐｒａｊａｔｉ），栄光 （ξｒｉ）となった。 このように知

ってこの祭式を行なう者はこの繁殖で繁殖する。この栄光に達する。

３－６． 祖霊祭 に関 して

Ｓａｋａｍｅｄｈａ祭 の二 日目の午後に行 なわれ る祖霊祭 （Ｐｉｔｒｙ寧 ａ）に対す る解釈 は ＭＳ，

ＫＳ および ＳＢ そ して ＴＢ の伝え る次 の三つであ る。

３－６－１． Ｍ Ｓｌ，１０，１７［１５６，１５－１７］，ＫＳ３６，　ｌｌ［７８，３－５］。

ｓａｋａｍｅｄｈａ祭の十二の献供 （注 ２５を参照）によって一年や季節は満足させられたが，祖霊

達は満足させられていなかった。この祖霊祭によって祖霊達は祭られ，満足させられた。

　 　 　 　 ノ

３－６－２．　 ＳＢ　２，６， １， １－３。

そこでかの （Ａｓｕｒａ達との）戦いでこれら （神々）のうちで，彼等 （Ａｓｕｒａ達）が殺 した者

達を，彼ら （神々）は祖霊祭で生きかえらせた。それらが祖霊達である。それ故に祖霊祭と

名付けられる。春，夏，雨季，これらが完全な勝利をおさめた。秋，寒期，冬，これらが，

彼ら （神々）が再び生きかえらせた者達。そこでこの者 （祭主）がこれ （祖霊祭）を行なう

のは，彼に属する者を誰もひとが殺さないようにと，考えてである。神々が行なったと，考

えてである。さてこの者 （祭主）はこれを行なう。つまりこれら （祖霊達）に対して神々が

整えた分け前をこれらに今与えるのである。そして神々が生きかえらせた者達を今元気づけ

るのである。そ して自分自身の祖霊たちをより良い世界へと引き上げるのである。そして彼

自身の悪行によって殺されたもの，死んだものが，これによって，彼にとって再び満たされ

るのである。それ故にこの者 （祭主）はこれ （祖霊祭）を行なう。

祖霊祭であるか ら，死や祖霊 と関連するのは当然 であろう。 この記述によると，ＳＢ

は祖霊祭に対 して次の四つの機能を付与している。 １．祖霊達に対 して神 々が整えた

分け前を与えること。２．神々が生 きかえらせた者達 （つまり祖霊達 ？）を元気づける
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こと。３．祖霊達 をより良い世界 へ と引上げ ること。４． 自分 が行な った死 を もた らす

ような悪行 を償 うこと。

３－６－３． ＴＢ ｌ，４，１０，８は一貫 して行 な う思弁的解釈 と して，この祖霊祭 に対 して次

のように説 く。つ まりこの祖霊祭 によって祖霊達 のいる世界を勝 ち取 り，祖霊達 と一

緒 にいる状態 に赴 くと。

３－７． Ｔｒｙａｍｂａｋａ祭 に関 して

Ｓａｋａｍｅｄｈａ祭 の二 日目の午後， 祖霊祭 の後で行 なわれる Ｒｕｄｒａ に対す る Ｔｒｙａｍ－

ｂａｋａ祭を Ｍ ｓ／Ｋｓそ して ｓＢ，　ＴＢ は次 のよ うに解釈す る。

３－７－１． Ｍ Ｓ　１，１０，２０［１５９，１４－１６］，　ＫＳ　３６，１４［８０，１４－１６］。

祭主にとって，年や季節は満足させられたが， Ｒｕｄｒａ達 は満足 させ られて いない。 この

Ｔｒｙａｍｂａｋａ祭によって Ｒｕｄｒａ達は祭 られ，満足させ られる。

３－７－２．　 ＳＢ　２，６，２，１－２。

　　そこでか の （Ａｓｕｒａ達との）戦 いで これ ら （神々）の うちで矢が当たった者達の鎌を，

　　Ｔｒｙａｍｂａｋａ祭を行なって，これ （Ｔｒｙａｍｂａｋａ祭）によって取り出した，引き抜いた。そこ

　　でこの者 （祭主）はこれ （Ｔｒｙａｍｂａｋａ祭）を行なう。それは，彼に属する誰にもそのよう

　　 に矢が当たらないようにと，考えてである。神々が行なったからと，考えてまたこの者はこ

　　 れを行なう。彼 （祭主）の既に生まれた子孫，まだ生まれていない （子孫）， その二種類の

　　 （子孫）を Ｒｕｄｒａの影響 （ｒｕｄｒｉｙａ）か ら解きはなつのである。 彼のそれら生類は病なく，

　　災なくつぎつぎと生まれてくる。それ故に彼 （祭主）はこれ （Ｔｒｙａｍｂａｋａ祭）を行なう。Ｆ

ＳＢ は このよ うに Ｔｒｙａｍｂａｋａ祭 に対 して １．矢 が当た らない とい うこと，２・Ｒｕｄｒａ

のもた らす悪 しき災 （ｒｕｄｒｉｙａ）か ら生類を解放す る ことの二つの機能 を認 めてい る。

３－７－３．　 ＴＢ　１，４，１０，９。

　　 そこで草 （ｏＳａｄｈｉ）達はこの神 （Ｒｕｄｒａ）をＴｒｙａｍｂａｋａ祭によって祭った，「我々は広まりた

　　 い」と考えて。それからそれら （草）は広がった。 このように知って，Ｔｒｙａｍｂａｋａ祭を行

　　 なう者は子孫と家畜をともなって広がる。

つま り Ｒｕｄｒａを祭 ることによ って， 子孫 と家畜の繁栄 を得 るとい うことを説いてい

ると考えてよいで あろう。

３－８． Ｓｕｎａｓｉｒｉｙａ祭 に関 して

　上 にも述べたよ うに， 古 い ＢｒａｈｍａｒＰａ文献， つま り Ｍ Ｓ，　ＫＳは，　 Ｃａｔｕｒｍｈｓｙａ

祭 を ＶａｉＳｖａｄｅｖａ祭 ，　Ｖａｒｕｐａｐｒａｇｈａｓａ　ｉ祭，　Ｓａｋａｍｅｄｈａ祭 の三つ の祭式 よりな るも

のと見 な し，第四の祭式 である Ｓｕｎａｓｉｒｉｙａ祭 をその一連 の解釈 よ り除 いている。そ

して ＴＢ，ＳＢも原則 と して この見解を支 持 していた１１）。つ ぎに挙 げ るのは ＳＢ，　ＧＢ＝

１１）前記注 ３）を参照。
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Ｋ Ｂ，　Ｔ Ｂ の 伝 え る解 釈 で あ る。

３－８－１． ＳＢ　２，６，３，２ に よ る と Ｓｕｎａｓｉｒｉｙａ 祭 の 解 釈 は 以 下 の よ う で あ る。

　 　 そ こで Ｓｕｎａｓｉｒｉｙａ祭 を 行 な うべ き理 由 とは ：Ｓａｋａｍｅｄｈａ祭 を 行 な い 完 全 な 勝利 を 得 た神 々

　 　 の栄 光 （９ｒｉ），それ は ９ｕｎａで あ る。 勝 ち取 られ た年 （ｓａｍｖａｔｓａｒａ）の エ ッセ ンス （ｒａｓａ）は ｓｉｒａ

　 　 で あ る。 つ ま り ｓａｋａｍｅｄｈａ祭 を行 な い完 全 な勝 利 を 得 た神 々の 栄 光 と， 勝 ち取 られ た年 の

　 　 エ ッセ ンス ， その 両 者 を いま 囲 み取 り， 自分 の 中 に 置 くので あ る。 そ れ故 に ， Ｓｕｎａｓｉｒｉｙａ祭

　 　 を行 な う。

ほぼ同文 の解釈 を ＳＢ　２，６，３，４は Ｓｕｎａｓ殖 ｙａ祭 の，五つの共通献供 の解釈 に際 して

も与えて いる。 「完全な勝利を得 た神 々の栄光 と， 勝 ち取 られた年のエ ッセ ンス」 を

自分の ものにす るとい うのであ る。

　ＫＢ　５，８［２２，５－６］（５，１０，１－３）および ＧＢ　２，１，２６［１６３，１５－１６４，１］によると，

閏年 の十三番 目の月 が年 そのもの と同 じで あるという観念 に もとつ いて，Ｓｕｎａｓｉｒｉｙａ

祭 を行 な う者 は年 その ものを得 ると説 明す る。ＫＢ の例は次 のよ うで ある。

　　 Ｓｕｎａｓｉｒｉｙａ祭を行なうと，十三番目の月を得る。年はこの十三番目の月と同じ大きさ。つま

　　 りここで欠けることのない年が得られるのである。

３－８－２． ＴＢ　１，４，１０，９ は一連 の解釈の最後の ところで，　 Ｓｕｎ葡 ｆｉｙａ祭 を行 な う者

は ｖａｙｕ （風） のい る世界 を勝 ち取 るとい う。

３－９．　 ま　 と　 め

　 それぞれの Ｂｒａｈｍａｐａ文献 による Ｃａｔｕｒｍａｓｙａ祭 の解釈の分析 の第四 の方法に移

る前 に，つま り，個 々の細かい祭式行為の一 つ一 つに対す る解釈 を検討す る前 に，今

まで に行な って きた三つ の方法 によ る検討の結果 をまとめてみ ると次 のよ うにな る。

１．　 Ｃａｔｕｒｍａｓｙａ祭全体　　 　　　’

　　 １－１． Ｐｒａｊａｐａｔｉによる Ａｓｕｒａ の駆逐 と，生類 の創造 ：（ＭＳ，　ＫＳ，　ＴＢ）。

　　 １－２， 年 の獲得 ，季節の獲得 ：（ＳＢ，ＴＢ　ｌ，４）。

　　 １－３． 治療祭式 ：（ＫＢ，　ＧＢ）。

２． Ｃａｔｕｒｍａｓｙａ祭 を構成す る各祭式の名称を列挙 しての Ｃａｔｕｒｍａｓｙａ祭 の解釈

　　 ２－１． Ｖａｉ６ｖａｄｅｖａ祭 ：生類 の創造 ：（Ｍ Ｓ，　ＫＳ，　ＴＢ，　ＳＢ）。

　　 Ｖａｒｕｐａｐｒａｇｈａｓａ祭 ：生類を Ｖａｒｕｐａに捉 え させ る ：（Ｍ Ｓ，　ＫＳ）・Ｖａｒｕｐａの

　　 枷 よ りの解放 ：（ＴＢ，　ＳＢ）

　　 Ｓａｋａｍｅｄｈａ　Ａ ：Ｖｒｔｒａ殺 し ：（Ｍ Ｓ，　ＫＳ，　ＳＢ）。祭主 の安定 ：（ＴＢ）

　　 ２－２． 各祭式によ る４カ月の獲得 ：（Ｍ Ｓ，　ＫＳ，　ＴＢ，　ＳＢ）。

　　 ２－３． 各祭式によ る ｓａｒｐｖａｔｓａｒａ，　ｐａｒｉｖａｔｓａｒａ，　ｉｄａｖａｔｓａｒａ，　ａｎｕｖａｔｓａｒａの獲
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　 　 得 ：（ＴＢ　１，４）。　ｓａｒｐｖａｔｓａｒａ の 獲 得 （ＧＢ）。

　 　 ２－４・ 三 つ の 祭 式 に よ る 三 つ の 世 界 に お け る 安 定 ：（ＴＢ　１，４）。

３．　 季 節 毎 の 各 祭 式 な ど に 対 す る個 別 的 解 釈 。

３－－１． Ｖ ａｉ６ｖａｄｅｖａ　ｉ祭

　 　 ３－１－－１・ 生 類 の 創 造 。 家 畜 の 繁 栄 ：（Ｍ Ｓ，　Ｋ Ｓ，　ＴＢ，　ＳＢ，　Ｋ Ｂ，　Ｇ Ｂ）。

　 　 ３－－１－・２・ 年 を 満 足 さ せ る ：（Ｋ Ｂ，　ＧＢ）。

３－２． 五 つ の 共 通 な 献 供

　 　 ３－２－１・３－－２－－２・３－２－３ 生 類 の 創 造 ：（Ｍ Ｓ，　Ｋ Ｓ，　ＴＢ，　ＳＢ）。

　 　 ３－２－４・ Ｖτｔｒａ 殺 し ：（Ｍ Ｓ，　Ｋ Ｓ，　ＳＢ）。　Ａ ｓｕｒａ の 征 服 ：（ＴＢ）。

　 　 ３－－２－５・ 各 神 格 を 満 足 さ せ る ：（Ｋ Ｂ，　Ｇ Ｂ）。

３－３． Ｖ ａｒｕｎａｐｒａｇｈａｓａ　ｉ祭

　 　 ３－３－１・ 困 窮 を 祭 に よ っ て 取 り除 く ：（Ｍ Ｓ，　Ｋ Ｓ）。

　 　 ３－３－２・ Ｖ ａｒｕｐａ の 枷 か ら解 放 す る ：（Ｔ Ｂ，　ＳＢ，　Ｋ Ｂ，　ＧＢ）。

　 　 ３－３－－３・ Ａ ｄｉｔｙａ 神 の 世 界 の 獲 得 ：（ＴＢ　ｌ，４）。

３－４． Ｓａｋａｍ ｅｄｈａ祭

　 　 ３－９ １． Ｖ ｒｔｒａ 殺 し ：（Ｋ Ｓ，　ＳＢ）。

　 　 ３－４－２・ Ｉｎｄｒａ 神 の 祭 式 ：（Ｋ Ｂ，　ＧＢ）。

　 　 ３４ －－３． Ｍ ａｈａｖｒａｔａ 祭 ：（Ｋ Ｂ，　Ｇ Ｂ）。

　 　 ３－４－４・ 月 の 世 界 の 獲 得 ：（ＴＢ ｌ，４）。

３－５． Ｍ ａｈａｈａｖｉｓ

　 　 ３－５－１・ Ｖ ｒｔｒａ 殺 し ：（ＳＢ）。

　 　 ３－５－２・ 繁 殖 と栄 光 の 獲 得 ：（ＳＢ）。

３－６． 祖 霊 祭

　 　 ３－・６－－１・ 祖 霊 達 を 満 足 さ せ る ：（Ｍ Ｓ，　Ｋ Ｓ）。

　 　 ３－６－－２． 祖 霊 達 に 神 々 の 分 け 前 を 与 え る 。神 々 が 生 き か え らせ た者 を 元 気 づ け る。

　 　 祖 霊 達 を よ り良 い 世 界 へ 引 上 げ る 。 死 を も た らす 悪 行 を 償 う ：（ＳＢ）。

　 　 ３－６－－３・ 祖 霊 達 の 世 界 を 勝 ち 取 る ：（ＴＢ ｌ，４）。

３－７． Ｔｒｙａｍ ｂａｋａ 祭

　 　 ３－７－１． Ｒ ｕｄｒａ 達 を 満 足 さ せ る ：（Ｍ Ｓ，　Ｋ Ｓ）。

　 　 ３－７－－２． 矢 が 当 た らな い こ と ， Ｒｕｄｒａ の 悪 し き災 か ら生 類 を 解 放 す る ：（ＳＢ）。

　 　 ３－７－３． 子 孫 と家 畜 の 繁 栄 ：（ＴＢ　１，４）。

３－８．　 Ｓｕｎｄｓｉｒｉｙａ　ｉ祭
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表 １　 本論文 １．～３・で扱った解釈項目に対するテキス ト間の関係

 1. MS, KS, TB 

 SB,  TB  1,  4 

  KB, GB 

2. MS, KS 

  TB 

  SB 

   MS, KS, TB, SB 

   TB 1, 4, GB 

  TB 1, 4 

3-1. MS, KS, TB, SB, KB, 
  GB 

   KB, GB 

3-2. MS, KS, TB, SB 

   MS, KS, SB 

   KB, GB

(1-1) 

(1-2) 

(1-3) 

(2-1) 

(2-2) 

(2-3) 

(2-4) 

(3-1-1) 

(3-1-2) 

(3-2-1)  3-2-2 
 3-2-3 

(3-2-4) 

(3-2-5)

3-3. MS, KS 

   TB, SB, KB, GB 

  TB  1,  4 

3-4. KS, SB 

   KB, GB 

   KB, GB 

   TB 1,4 

3-5. SB 

  SB 

3-6. MS, KS 

  SB 

   TB  1,  4 

3-7. MS, KS 

  SB 

   TB 1, 4 

3-8. SB, KB, GB 

   TB 1, 4

(3-3-1) 

(3-3-2) 
(3-3-3) 

(3-4-1) 

(3-4-2) 

(3-4-3) 

(3-4-4) 

(3-5-1) 

(3-5-2) 

(3-6-1) 

(3-6-2) 
(3-6-3) 

(3-7-1) 

(3-7-2) 

(3-7-3) 
(3-8-1) 

(3-8-2)

注　線は，同じテキス トが同一のテーマに対して二つ以上の解釈を示してい

　　る際にほどこした。

　　３－８－１． 神 々の栄光 と年のエ ッセ ンスの獲得。完全 な年 の獲得 ：（ＳＢ，　ＫＢ，　ＧＢ）。

　　３－－８－２． Ｖａｙｕ神 の世界 の獲得 ：（ＴＢ　ｌ，４）。

　以上のま とめか ら，各項 目に対す るテキス ト間の関係のみを取 り出 してみ ると，表

１の ようになる。

　 この表か ら次 のことが言え ると思、う。

１． い ろいろなテキス トの対の中で ，Ｍ Ｓと ＫＳは ３－４以外 の場合 に，また ＫＢ と

ＧＢ は ２－３以外の場合 に，対 をな している時 には常 に対をな して い る の で，　Ｍ Ｓ と

ＫＳ，　ＫＢ と ＧＢ はそれぞれ互 いに極 めて緊密 な関係 にあ る。　ＴＢ，　ＳＢ，　ＴＢ　ｌ，４ は各

々独立 していた り，それぞれが別な もの と対を な していた りす るため，一応独 自なテ

キス トとみな してよい。 そ して， これ ら ＴＢ，　ＳＢ，　ＴＢ　ｌ，４の他のテキス トと の結び

付 きかたをも考慮にいれると， これ らのテキス トは，ＭＳ と ＫＳ，　ＴＢ，　ＳＢ，　ＴＢ　ｌ，４，

及 び ＫＢ と ＧＢ とい う５つの グル ープ に分 けることができる。 しか しこの結論 はな

にも目新 しい ものでな く，既 に文学史 において常識 とな っていることであ る。

　２．　 しか し ＴＢ　１，４の出方をみてみ ると， つま り， このテキス トが他のテキス ト

と結びつ くときは， ＳＢ とで あった り （１），　ＧＢ とであった り （２－３）し， また古 い と
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され る ＭＳ，　ＫＳ，　ＴＢ　１，６が扱わず，新 しいとされ る ＳＢ，　ＫＢ，　ＧＢ のみが扱 って い

るテーマを も扱 っているため， この ＴＢ　ｌ，４ は ＳＢ，　ＫＢ，　ＧＢ と同 じく新 しい層 に属

し， ＴＢ　１，６ に対す る補遺 のような もの とみなす ことがで きる。 この ＴＢ　１，４に対

す る主張 は新 しい知見 とい うことがで きると考 え られ る。

　 ３． ３－８の Ｓｕｎａｓｉｒｉｙａ祭 を扱 うのが ＳＢ，　ＫＢ，　ＧＢ，　ＴＢ　１，４ とい った新 しい層の テ

キス トであるということも，既知の事実，つま り古層 のテ キス トでは Ｃａｔｕｒｍａｓｙａ祭

は Ｖａｉ§ｖａｄｅｖａ祭 ，　 Ｖａｒｕｐａｐｒａｇｈ義ｓａ祭 ，　Ｓａｋａｍｅｄｈａ祭の三つか らなる とされ る

のにたい して，新層 の テ キス トは第 四番 目 の祭式 と して Ｓｕｎａｓｉｒｉｙａ祭 を も ｃａｔｕｒ・

ｍ瓦ｓｙａ祭 の正規 の構成要素 とみな しているという事実 の再確認 にすぎない。

　 各項 目に対す るテ キ ス ト間 の関係 の検 討か ら， Ｃａｔｕｒｍａｓｙａ祭 を解釈す る Ｂｒａｈ－

ｍａ胆 文献 は Ｍ Ｓと ＫＳ，　ＴＢ，　ＳＢ，　ＴＢ　ｌ，４そ して ＫＢ と ＧＢ とい う五つのグルー

プ に分け られ る ことが明 らかになった。そ して，それ らの グループは大 なり小な り異

な った解釈 を Ｃａｔｕｒｍａｓｙａ祭全体 に，またはそれを構成 す る各祭 式やテｒマ に対 し

て与 えてい るため， Ｃａｔｕｒｍａｓｙａ祭 に対 して ＢｒａｈｍａｒＰａ文献全 体に共通す る統一的

解釈を想定 す ることは，本来不可能な ことであ るのか もしれない。

　 この留保条件付 きで，以上のま とめか ら中間的な結論 として，ｃａｔｕｒｍａｓｙａ祭 に対

す る Ｂｒａｈｍａｎａ文献 の解釈像 と して一応次 のことを提示 したい。　Ｖａｉξｖａｄｅｖａ祭 に

より生類 を創造 し，その際 に五つの共通 す る献供 の諸神 格はその生類 の創造を助け る。

Ｖａｒｕｐａｐｒａｇｈａｓａ祭 によ って，創造 された生 類を，　Ｖａｒｕｐａの悪 しき影響 より解放す

る。Ｓａｋａｍｅｄｈａ祭 によ り Ｖ；ｔｒａを殺 した り Ａｓｕｒａ達 を征服 した りし， その際 に五

つの共通 す る献供 の諸神 格は Ｖｒｔｒａ殺 しまたは Ａｓｕｒａの征服 の援助を行 な う。 祖霊

祭 により祖霊を祭 り，Ｔｒｙａｍｂａｋａ祭 によ り Ｒｕｄｒａ の悪 しき影響を排除 し，　Ｓｕｎａｓ－

ｉｒｉｙａ祭によ り完全 な年を獲得す る。 そ して Ｃａｔｕｒｍａｓｙａ祭全体 としては，　 Ｍ Ｓ と

ＫＳおよび ＴＢ によれ ば Ｐｒａｊ　ａｐａｔｉによる Ａｓｕｒａの駆逐 と生類 の創造が行なわれ，　ＳＢ，

ＴＢ　ｌ，４による と年や季節 が獲得 され，　ＫＢ，ＧＢ によると， この祭式 は治療祭 式であ

るとい う。以下 において，各祭式の個 々の祭式行為 に対す る解釈 の検討 を行ない，今

中間的結論 として提示 した この解釈像 との比較 を行 な うこととす る。

４．　 各祭式の個 々の祭式規定に対する解釈

個々の祭式行事に対する解釈はおおむね次のような形式を取る。解釈をほどこすべ

き規定が提示され，次に解釈の根拠となる等置関係や，かなり短い神話的主張，また

は実際の観察にもとつ く命題が不変化詞 ｖａｉに導かれて与え られ，最後に不変化詞
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ｃｖａを伴 う解釈の部分が くる。 時 にはこの後に不変化詞 ｈｉによる根拠 の再確認が行

なわれ ることもあ る。 今 の場合， 結果 と してどのような祭式解釈 を Ｂｒａｈｍａｐａ文献

が与えてい るか とい うことに考察の中心 を絞 るので，考察 の対象 となるのは木変化詞

ｅｖａを伴 う解釈 の部分であ り，それ自身極めて興 味のある話題 であ るが，解釈 の根拠

を与え る ｖａｉまたは ｈｉを伴 う文 の考察 は必要最小限度 に とどめることにす る。

４－１， Ｖａｉｓｖａｄｅｖａ祭 の個 々の祭 式規定 に関 して

Ａ． 分 析

４－１－１， 一切神 （Ｖｉｓｖｅ　ｄｅｖａｈ）に対す る ａｍｉｋｓａ／ｐａｙａｓｙａ （凝乳） １こつ いて。

４－１　－１－１． ｓａｒｐｎａｙｙａ （ヨーグル トにあたためた乳を混ぜ たもの） に関す る短 い神話

　　 的言明 にもとづ き 「栄え る」 （ｒｄｈｎｏｔｉ）という。　Ｍ Ｓ　ｌ，１０，５［１４６，２－５］，　ＫＳ

　　 ３６，１　［６８，５－６］。

４－１－１－２． ａｍｉｋｓａの材料 の ｄａｄｈｉ（ヨーグル ト）とｇｒｔａ（あたためた乳）が ｍｉｔｈｕｎａ

　　 （生産 に結 びつ く一対）であることにもとづ き，「つぎつ ぎと生 れ る」（ｐｒａｊａｙａｔｅ）

　　 ＭＳ　１，１０，６［１４６，６－８］，　ＫＳ　３６，１［６８，７－９］，　ＳＢ　２，５，１，１６，「祭主 は子孫 を栄

　　 えさせ る」ＴＢ Ｉ，６，２，３－５ とい う。

４－１十 ３． ａｍｉｋｓａの中に ｖａｊｉｎａ （乳漿） を注 ぐことに関 して， 「生 まれ た生類 に精

　　 液を置 く」ＴＢ ｌ，６，２，５ とす る。

４十 ２． Ｍａｒｕｔ神 に対す る七 皿の ｐｕｒｏｄａＳａにつ いて。

４十 ２－１． 生類 に災をなす Ｍａｒｕｔ神 の神話に もとづ き，「独立 （ｓｖａｔｖａ）のため」，「和

　　 解 （ｎｉｓｋｒｔｉ）のため」Ｍ Ｓ　ｌ，１０，６［１４６，　ｌ　ｌ－１３］，　ＫＳ　３６，１［６８，　ｌ　ｌ］，「祭式 を整

　　 え るため，生類が殺 されないため」ＴＢ　１，６，２，２－３，「生類の不殺生 のため」ＳＢ

　　 ２，５，１，１２－１４。

４十 ２－２． Ｍ ａｒｕｔ一家畜の等 置に もとづ き，家畜 が次 々と生まれ ること。　Ｍ Ｓ　１，１０，

　　 ６［１４６，１３］，ＫＳ　３６，１［６９，１］。

４－１－２－３． Ｍ ａｒｕｔ神 に分 け前 を与 え宥 め （ｎｉｒａｖａｔｔｉ），村 の食物 を手 にいれ る。　Ｍ Ｓ

　　 ｌ，１０，６［１４６，１３－１５］，ＫＳ　３６，１［６９，１　一一２］。

４－１　－２－４． ｉ祭主 のた め，一括 して庶民 を整え る。　ＴＢ ｌ，６，２，３。

４十 ２－５． Ｍａｒｕｔ神 は恐 ろしい （ｇｈｏｒａ－）とい う神話 的主張 にもとづ き，「治療が行 な

　　 われ る」ＫＢ　５，２［１８，２１－２２］（５，２，１４－１５），または Ｍａｒｕｔ神 を満足 させ る。ＧＢ

　　 ２，１，２０　［１５７，９－一一　１　Ｏ］。

４－１－３． 天地 両神 に対す る一 皿の ｐｕｒｏｄａ≦ａについて。

４－１　－３－１． 創造 された生類をまわ りか ら掴む。Ｍ Ｓ　ｌ，１０，７［１４６，１６－１７］，　ＫＳ３６，１
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　　 ［６９，２－４］，ＴＢ　ｌ，６，２，５，ＳＢ２，１，５，１７。

４十 ３－２． Ｐｒａｊａｐａｔｉのもとにおいて安定す る。　ＭＳ　１，１０，７［１４６，１７－１８］，　ＫＳ　３６，

　　 １［６９，４－５］。 または， 単 に安定のため。 ＫＢ　５，２［１８，２３－２４］ （５，２，１９－２０），

　　 ＧＢ　２，１，２０［１５７，１２－１３］。

これ以下の ４－１－３－３ か ら ４－１－３－９ まで の解釈 は祭主 一一皿 の ｐｕｒｏｄａＳａ の等置 に

もとつ く。

４－１－３－３，　 これを祭第 に置 くことは祭主 を安定 させ ること。ＫＳ　３６，１［６９，　ＩＯ－ｌｌ］。

４－１－３－４．　 この ｐｕｒｏｄａ§ａは一部を切 り取 らず に，全 部を献供す るのは供物 たる祭主

　　 を天界 に行 かせ ること。Ｍ Ｓ　ｌ，１０，７［１４６，１８－１９］，ＫＳ３６，１［６９，５－６］。

４－１－３－５． 東の祭火 ａｈａｖａｎｉｙａ に献 じることは祭主を天界 に行 かせ ること。　ＴＢ　１，

　　 ６，３，６－７。

４－１－３－６． その供物をま っす ぐ献 じることは，祭主を安定 させ ること。 Ｍ Ｓ ｌ，１０，７

　　 ［１４６，１９－１４７，２］，ＫＳ　３６，１［６９，１１－－１３］。

４十 ３－７． 一部 を切 り取 らずに全部を献供す るのは，祭主を安定 させ ること。Ｍ Ｓｌ，

　　 １０，７［１４７，２ユ（ＴＢ ｌ，６，３，５－６は， もしこの供物か ら切 り取 ると，祭主 か ら切

　　 り取 ることとな り，祭主 が早死す るという）。

４－１－３－８。 献供 した後 に上か ら溶 けたバタ　一一をかける ことは，天界 に赴 いた祭主 に光

　　 輝 （ｔｅｊ　ａｓ）を与 え ること。　ＴＢ　ｌ，６，３，６。

４－１－３－９． 祭匙 （ｓｒｕｃ）で献供を行な うのは，天界 を獲得す るため。　ＴＢ　ｌ，６，３，７。

４－１－３－１０，４－１－－３－１１の二つの項 目は，祭式 の順序か らする と， この供物の献供 より

かな り以前 の行為，つま りこの供物を調理 した後 ， 器 （ｐａｔｒｉ）に移 して，その中 に溶

けたバ ターを注 ぐこと （ａｇｈａｒａｒｐａ）に関 してであ る。

４－１－３－－１０． 溶 けたバターを注 ぎ入れ ることは， 祭主 に光輝 （ｔｅｊａｓ） を与 えること。

　　 ＴＢ　１，６，３，４。

４－１－３－１１， 溶 けたバターの量 に関 して， Ｍ Ｓ　１，１０，７ ［１４７，２－６］，　ＫＳ　３６，１［６９，

　　 ６－ＩＯ］は供物が隠れて しま うほどタ ップ リ注 ぐと し，　ＴＢ　ｌ，６，３，４－５ は供物の

　　 背 中が残 るほどの量 を注 ぐとし，ともに祭主 に家畜 が繁栄す るため という。

４－１－３－１２． 供物がま っす ぐ祭火の中央 に落 ちずに， ずれて落ちた際 に， そのずれた

　　 方向に関 して 次のよ うにい う。 Ｍ Ｓｌ，１０，７［１４７，６－９］東 ：…祭主 が早死す る。

　　 南 ：彼 の子孫 を祭火 が焼 く。西 ：祭主 の妻 が早死 す る。北 ：祭主の家畜 を祭火 が

　　 焼 く。裏返 る ：雨 が降 らな くな る。 そ こで再 び取 ってバターをか けて献供す るが，

　　 それは祭主を安定 させ るため。 ＴＢ Ｉ，６，３，７－８東 ：天界 を勝 ち取 る。 南 ：祖霊
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　　の世界を。 西 ：ｒａｋｓａｓ達 が祭式 を破壊す る。 北 ：人間の世界 を勝 ち取 る。 そ こ

　　でずれ ることな く献供す ると，天地が，季節が，祭式 が，祭主が，そ して子孫 が

　　順次安定す る。

４－１－３－１３． 上 の場合， 再 び取 って献供す るが， その さい祭官 に報酬 と して任意 の物

　　 （ｖａｒａ）を与え るが， それは 「ｖａｒａによ って ｖａｒａ に触 れる」 （？） とされ る。

　　Ｍ Ｓ ｌ，１０，７［１４７，９－ＩＯ］。

４－１－４． 祭籏を準備す る際 に，刈 った チガヤ （ｄａｒｂｈａ）を先ず三つ の束 にし，それを

更 に一つに束ね る。 この祭 籏の束 の作 り方 に関 して。

４－１　－４　－１． 三重 （ｔｒｉｖｒｔ）で あるのは， 父， 母， 子 とい う三つか らな る対 （ｍｉｔｈｕｎａ）

　　 と，羊膜 （ｕｌｂａ），胎児 （ｇａｒｂｈａ），絨毛膜 （ｊａｒａｙｕ）とい う三つ か らな る対 が実現

　　 す る。ＴＢ　１，６，３，１。

４－１－４－２． 三つ の束 にす るのは，三界 （地上，虚 空，天界） に安定 するため。 ＴＢ　１，

　　 ６，３，１。

４十 ４－３．　 それを更 に一束 にす るのは，この世界 （地上） に安定す るため。ＴＢ　１，６，

　　 ３，１－２。

４－１－４。４．　 ＳＢ　２，５，１，１８ によ ると三束 に して， 更に一束 にす るの は， 出産 （ｐｒａｊａ

　　 ｎａｎａ）の姿。

４－１　－５． 祭火の鎖 出に関 して。

　　 ＭＳ ｌ，１０，７［１４７，Ｉｌ－１３］，　ＫＳ３６，２ ［６９，１７－１８］，　ＴＢ ｌ，６，３，３，　ＳＢ２，１，５，

　　 １９，ＫＢ　５，１［１８，１３－１４］ （５，１，１６－１８），　ＧＢ　２，１，１９ ［１５６，１２－１４］は出産

　　 （ｐｒａｊａｎａｎａ，　ｐｒａｊａｔｉ），子孫 の誕生 に関連づ けて いる。

４十 ６． 春 に傾斜のあ る祭場 で行な うのは，ｐｒａｊａｎａｎａのため。　Ｍ Ｓ　ｌ，１０，７［１４７，

　　 １３－１４］，ＫＳ　３６，２［６９，１６－１７］。

４－１－７． ｕｔｔａｒａｖｃｄｉを作 らな いの は ｐｒａｊａｎａｎａ のため。　Ｍ Ｓ　ｌ，１０，７ ［１４７，１４］，

　　 ＫＳ　３６，２［６９，１６－１７］。

４－１　－８． 祭具 に用 いる草は新芽 をつ けた ものが用 い られ るのは， 「私に次 々 （子孫）

　　 が生 まれ るように」 す るため。 Ｍ Ｓ　１，１０，７［１４７，１４－　１５］，　ＫＳ　３６，２［６９，１６］。

　　 生 まれたばか りの繁栄 （ｐｒａｔｈａｍａｊａ－ｐｕ§ｔｉ）を得 るため。　ＴＢ　１，６，３，２。 または

　　 ｐｒａｊａｎａｎａのため。　ＳＢ　２，１，５，１８。

４十 ９． 祭式 の報酬 （ｄａｋｓｉｐａ）と して若い牝牛が始 めて生んだ仔牛を与 えるのは，栄

　　 え るため （ｓａｍｒｄｄｈｉ）。　ＴＢ　Ｉ，６，３，２。

４－１－１０． 中心 となる献 供 の 前 後 にそれぞれ 九つの 前祭 （ｐｒａｙａｊａ） と九つ の 後祭
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ノ

　　 （ａｎｕｙ司ａ）が行 なわれ るのは誕生 （ｐｒａｊａｎａｎａ）のため。　ＳＢ　２，５，１，２０。

４－１－１１． ｐｒａｙａｊａ，　ａｎｕｙ勾ａ において供物 と して ヨーグル トと溶 けたバターを混ぜ た

もの （ｐｒｓａｄ司ｙａ）を用 いることに関 して。

４－１－１１－１．　 家畜を獲得 するため。ＴＢ ｌ，６，３，２。

４－１－１１－２． 栄え るため。（ｓａｍｒｄｄｈｉ）。ＴＢ　ｌ，６，３，２－３。

４－１－１１－３． ｐｒ§ａｄ司ｙａは ヨーグル トとバタ ーか らな り， それが対をな し， その対 よ

　　 り祭主 に子孫 と家畜が次 々と生 まれる。 ＭＳ　ｌ，１０，７［１４７，１６－１９］，　ＫＳ ３６，２

　　 ［６９，１９－２１］。

４－１－１１－４， ｐｒ§ａｄ司ｙａ を供物 と して祭匙 に汲み出す時， 始 めにバタ ーを下に敷 き，

　　 それ を汲み，最後 に上か らバタ ーを注 ぐ。春 に祭 る時は （つ まり Ｖａｉ§ｖａｄｅｖａ祭

　　 では）二回下 に敷 き，一回上か ら注 ぐが，それ は家畜 を草 の中に安定 させ るため。

　　 雨季 に祭 る時 は （つま り Ｖａｒｕｐａｐｒａｇｈａｓａ祭 では） 一回下 に敷 き， 二回上か ら

　　 注 ぐが， それ は十分な雨 を家畜 に与え るため。 ＭＳ ｌ，１０，７ ［１４７，１９－１４８，２］，

　　 ＫＳ　３６．２［６９，２１・－７０，１］。

４－１－１２．　 中心 的献供 が行なわれ る前 に祭火 に十七本 の薪木 （ｓａｍｉｄｈ）を くべ ， 十七

　　 の薪木 の祭歌 （ｓａｍｉｄｈｅｎｉ）を唱え るのは，　Ｐｒａｊａｐａｔｉを得 るため。　ＧＢ　２，１，１９

　　 ［１５６，１４－１５］。

４－１－１３． 八つの主要献供 と乳漿の献供 の九つの献供 が行 なわれるのは，「そこか ら次

　　 々と生 まれる」た め。Ｍ Ｓ　ｌ，１０，８［１４８，３－４］，ＫＳ３６，２［７０，１－３］。

４－１－１４． 九つの ｐｒａｙ司ａ，九つの ａｎｕｙａｊａ，八つ の献供， 九番 目に乳漿 （ｖ司ｉｎａ）を

　　 献 じるのは，星宿 （ｎａｋＳａｔｒａ）的 ｖｉｒａｊ　１２）を得 るため。　ＫＢ　５，１［１８，１５－１６］（５，

　　 １，２０－２１），ＧＢ　２，１，１９［１５６，１７－１５７，２］。

４－１－１５． 献供 の総数 として別 の見解 は三十 を想定 し，三十 の音節か らな る韻律 ｖｉｒ司

と関係づ けて解釈 を行 なう。

４－１－１　５－１． ｖｉｒａｊは誕生 （ｐｒａｊａｎａｎａ）と等置 され，　ｖｉｒ勾 なる母胎 より祭主 に次 々と

　　 生まれ る。Ｍ Ｓ　ｌ，１０，８［１４８，４－８］，ＫＳ３６，２［７０，３－７］。

４－１－１５－２． ｖｉｒ司＝食物 （ａｎｎａ）という等 置に もとつ いて ｖｉｒ司 により食物 を得 る。

　　 ＴＢ ｌ，６，３，３－４。

一月 は三十夜
。月 は年 。年 は Ｐｒａｊａｐａｔｉという等 置に もとつ いた解釈。

４十 １５－３． Ｐｒａｊａｐａｔｉとｖｉｒ司 なる母胎 とい う対 よ り祭主に次 々と生 まれる。　Ｍ Ｓ　ｌ，

　　 １０，８［１４８，８－１０］，ＫＳ　３６，２［７０，６－８］。

１２） ｎａｋＳａｔｒａ的 ｖｉｒ勾，つ ま り星 宿 の輝 きに 比 され る繁栄 に関 して ， ［Ｗ ＥＢＥＲ　１８６２：　２７９］を 参 照 。
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４十 １５－４． 敵対者 より年 をｉ奪 う。 Ｍ Ｓ　ｌ，１０，８［１４８，１０－１２］，ＫＳ３６，２［７０，８－一　１　Ｏ〕。

４十 １６ 主 要献供 の直後 に行 なわれ るＡｇｎｉ　ｓｖｉ§‡ａｋｒｔ献供 の際 に唱え られ る神 々に呼

　　 びかけ る祭 文 （ｐｕｒｏｎｕｖａｋｙａ）と献供 の祭文 （ｙａｊｙａ）として韻律 ｖｉｒ旬 の詩句を

　　 用い るのは，食物 の栄光 （§ｒｉ）を得 るため。　ＧＢ　２，１，１９［１５６，１６－－１７ユ。

４－１－１７． Ｖａｉ§ｖａｄｅｖａ祭 の最後の献供 である乳漿 （ｖ司ｉｎａ）の献供 に関 して。 この献

供 の祭神 は戦車 に繋がれる馬 （ｖａｊｉｎ）であ り，多 くの解釈 がこの馬をめ ぐってな され

る。

４十 １７－１． この戦車馬 一家畜の等置に もとついて，家畜 を祭 ること， ＭＳ ｌ，１０，９

　　 ［１４９，１２－１３］，ＫＳ　３６，４［７１，１３］，または家畜を満足 させ ることとされる。　ＧＢ

　　 ２，１，２０［１５７，１３－１４ユ。

４－１－１７－２．　 この戦車馬 一神 々の馬 の等 置 にもとつ いて， 神 々の馬を 満足 させその結

　　 果神 々が満足す るとされ る。ＫＢ　５，２［１９，１－２］（５，２，２４－２６），　ＧＢ　２，１，２０［１５７，

　　 １５－－１７］。

４－１－１７－３．　 戦車馬 一Ａｇｎｉ，　Ｖａｙｕ，　Ｓｔｔｒｙａの等 置にもとづ きこれ ら三柱 の神 々を祭 る

　　 こと。ＴＢ ｌ，６，３，９。

４－１・－１７－４。 戦車馬 ＝韻律 （ｃｈａｎｄａｓ）の等置 にもとづ き， 韻律を祭 ること，　 Ｍ Ｓ　１，

　　 １０，９［１４９，１３－１４］，ＴＢ　ｌ，６，３，９，また は韻律 を満足 させ ること ＧＢ　２，１，２０

　　 ［１５７，１５］とされ る。

４－１－１７－５． 戦車馬 一季節の等 置にもとづ き， 季節を満足 させ ること。 ＫＢ　５，２［１８，

　　 ２・一一３］（５，２，２７－２８），ＧＢ　２，１，２０［１５７，１４－１５）］・

４－１－１７－６． 戦車馬 は家畜 と同 じなので， この献供を普通の 祭式の次第 に従 って 終了

　　 させ ると，家畜その ものを も終了 させて しまう。つま り，死 に絶 えさせて しま う

　　 ので，終了 させ ない。その結果，家畜が次 々と生まれて くる。Ｍ Ｓ　１，１０，９［１４９，

　　 １４－－１５］，ＫＳ　３６，４［７１，１６－１７］。

４－１－１７－７． 祭火のまわ りに置い た木 （ｐａｒｉｄｈｉ）を とりは らって献供 を行な うの は，

　　 Ｉｎｄｒａ神 の二頭の馬に轡 をはず して飼葉 を与 えるこ と。　ＴＢ　ｌ，６，３，９－－１０。

４－１－１７－８．　 普通 の献供 の際のよ うに献供の祭文 （ｙａｊｙａ）の直後に ｖａ＄ａｔの声を挙げ

　　 ず に，「Ａｇｎｉよ，乳漿 を味 わえ」（ｖ－ａｊｉｎａｓｙａｇｎｅ　ｖｉｈｉ）と唱え るのは， 祭式完成

　　 （ｓａｍｉＳｔｉ）と安定のため。　Ｍ Ｓ　ｌ，１０，９［１４９，１７１，　ＫＳ　３６・４［７１・１５－１６］。

４十 １７－９． 祭箕 に乳漿を こぼ しなが ら祭匙 につ ぐのは，牡牛 に精液を置 くこと・Ｍ Ｓ

　　 ｌ，１０，９［１４９，１８］，ＫＳ　３６，４［７１，１７－１８］， または生類 に精液 を置 くこと。　ＴＢ

　　 １，６，３，１０。
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４－１　－１　８． 乳漿の残 りを各方位 に向 けて注 ぐのは各方位をエ ッセ ンス （ｒａｓａ）によって

　　 湿 らせ るためであ り，最後に東 の方 に注 ぐの は，東 の方 に再び向か うため （？）

　　 である。Ｍ Ｓｌ，１０，９［１５０，１－４］。

４－１－１９．　 こめ献供 の後で乳漿 を食べ ることに関 して，祭官達 が食 べ るのは，「戦車馬

　　 が私 の祭式を運んで くれ るよ うに」 と願 ってで あり，同 じ量だ け食べ るのは，人

　　 々が戦利品 （ｖａｊ　ａ）を等 しく分 けるよ うにであ り， 祭主 自 らも食 べ るのは， 自分

　　 の中に戦利品を置 くため。 Ｍ Ｓ　ｌ，１０，９［１５０，１－４］，ＫＳ３６，４［７１，１９－２１］。祭

　　 主が食 べるのは， 自分の中に精液を置 くことであ り，祭 主の中に家畜達を安定 さ

　　 せ るため。ＴＢ ｌ，６，３，１０。

Ｂ． ま とめ

　 以上のよ うに，Ｖａｉｓｖａｄｅｖａ祭 の個 々の祭 式行為 に対す る解釈の うち，この祭式の

機能，または効果 の説明 に該当する五十四個の項 目を要約 してみた。Ｃａｔｕｒｍａｓｙａ祭

を構成す る各祭式の名称 を列挙 して Ｃａｔｕｒｍａｓｙａ祭 を解釈す る際，２－１で Ｖａｉｇｖａｄｅｖａ

祭 に対 しては生類の創造 という機能 が想定 され，各祭式に対す る個別的な解釈 の場合

は，３－１－１において生類 の創造 ，家畜の繁栄 とい う機能 が，３－１－２においては年 の獲得

とい う機能 が想定 されていた。個 々の祭式行為 に対す る解釈 と，全般的 な解釈 の間に

どのよ うな関係 があるかを明確にす るため，上の五十四個の項 目を次 のように再度 グ

ル ープ分け してみる。

１． 生類の創造 に対応す る項 目として次 のものが考え られる。

祭主 に子孫 や家畜 が次 々に生まれ る （ｐｒａｊａｙａｔｅ）：４－１－１－２（ＭＳ，　ＫＳ），４－１－８（Ｍ Ｓ，

ＫＳ），４－１－１３（Ｍ Ｓ，　ＫＳ），４－１－１５－１（Ｍ Ｓ，　ＫＳ），４－１－１５－３（Ｍ Ｓ，　ＫＳ）。［五項 目］

誕生 （ｐｒａｊａｎａｎａまたは ｐｒａｊ　ａｔｉ）のため ：４－１－４－４（ＳＢ），４－１－５（Ｍ Ｓ，　ＫＳ，　ＴＢ，　ＳＢ，

ＫＢ，　ＧＢ），４－１－６（Ｍ Ｓ，　ＫＳ），４－１－７（Ｍ Ｓ，　ＫＳ），４－１－８（ＳＢ），４－１－１０（ＳＢ）。 ［六項

目］

一対 （ｍｉｔｈｕｎａ）より子孫 と家畜 の誕生 ：４－１－ｌｌ－３（Ｍ Ｓ
，　ＫＳ）。［一項 目］

ｍｉｔｈｕｎａの実現 ：４－１－４－１（ＴＢ）。［一項 目］

生 類な どに精液を置 く ：４－１－１－３（ＴＢ），４－１－１７－９（ＴＢＩＭ Ｓ，　ＫＳ牡牛 に），４－１－１９

（ＴＢ 祭主 自身に）。［三項 目］

これ以外に，生類 をまわ りか ら掴む とす る ４－－１－３－１（Ｍ Ｓ，　ＫＳ，　ＴＢ，　ＳＢ），生類 に対

して悪 しき振舞 をす る Ｍａｒｕｔ神 を宥めた り， 彼等 の悪 しき影響 よ り生類を守 るとす

る ４－　１　一一２－　１（Ｍ ｓ，　Ｋｓ／ＴＢ），４－１－２－３（Ｍ ｓ，　Ｋｓ），４－１－２－５（ＧＢ）の項 目もここにい

れることにす る。［四項 目］
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２． 家畜の繁栄 に関す るもの として次 のものがあ る。

家畜が次 々に生 まれ る ：４－１－２－２（ＭＳ，　ＫＳ），４－１－１　７－－６（Ｍ Ｓ，　ＫＳ）。［二項 目］

家畜 の繁栄 ：４－１－３－ｌｌ（Ｍ Ｓ，　ＫＳ，　ＴＢ）。［一項 目］

家畜の獲得 ：４－　１－１　１－－１（ＴＢ）。［一項 目］

家畜を草 の中に安定 させ る ：４－１－１１－４（Ｍ Ｓ，　ＫＳ）。［一項 目］

家畜を祭 る／満足 させ る ：４－－１－１７－１（Ｍ ｓ，　Ｋｓ／ＧＢ）。［一項 目］

　１．に分類 した項 目のい くつかのものがこの第二 の家畜 に関す る項 目 とも関係 してい

る。

３・ 本稿 の１０１１頁 に要約 して紹介 した ＳＢ　２，５，１，１－７ の長 い神話 では Ｐｒａｊａｐａｔｉの

　行 な った最初の三回の創造 は，食物がないため失敗 した といわれ，創造 された生類

　 の維持 には食物が必要 であるとされ る。 この点 に関 しては，村 の食物を手 にいれる

　 ため とす る ４－１－２－３（Ｍ Ｓ，　ＫＳ），食物 を得 るため という ｚｌ－　１　一一　１　５－－２（ＴＢ），食物 の

　 栄光 Ｓｒｉの獲得のため とす る ４－１－１６（ＧＢ）の三項 目が考え られる。

４． 生類 が創造 され，つ ま り祭主 にとって子孫 が次 々と生 まれ，家畜が繁 栄 し，生存

　 の基盤 であ る食物が確保 されると，祭主 は栄え ることとな る。４－１－１－－１（Ｍ Ｓ，　ＫＳ）

　 は端的 に 「栄え る」 （ｒｄｈｎｏｔｉ）という。 ４－１－９（ＴＢ），４－１－１１－・２（ＴＢ）による と，

　繁栄 （ｓａｍｒｄｄｈｉ）のためであ り，４－１－１－２（ＴＢ）は 「祭主 は子孫を栄えさせ る」 と

　 い う。４－１－８（ＴＢ）による と 「生まれたばか りの繁栄 （ｐｒａｔｈａｍａｊａ－ｐｕ§ｔｉ－）（？）」を

　得 るとし，４－１－１４（ＫＢ，　ＧＢ）によると星宿 （ｎａｋＳａｔｒａ）的 ｖｉｒ司 （注１２を参照） を

　獲得す る という。

５，　 このように祭主 にとって善 き状態を招来す ることを Ｂｒａｈｍａｐａ文献 はあと一つ

　 の表現を用いて現わす。つま り 「祭主 が安定す る」 とい うのであ る。

祭主 を安定 させ る ：４－１－３－３（ＫＳ），４－１－３－６（Ｍ Ｓ，　ＫＳ），４－１－３－７（Ｍ Ｓ，　ＫＳ），４－１－－

３－１２（Ｍ Ｓ，　ＴＢ）。［四項 目］

安定 （ｐｒａｔ域ｈａ）のため ：４－１－３－２（ＫＢ，　ＧＢ）。［一項 目］

Ｐｒａｊ　ａｐａｔｉのもとにおいて安定 す る ：４－１－３－２ （ＭＳ，　ＫＳ）。［一項 目１

三界 に安定 させ る ：４－１－４－２（ＴＢ）。［一項 目］

地上 に安定させ る ：４－１－４－３（ＴＢ）。［一項 目］

　以上い くつかの重複 はあ るが，五 つのグループに分 けた四十三個 の項 目の結果 を次

のようにま とめてみる。つま り祭主 に子孫が次 々と生 まれ，家畜が繁栄 し，食料 が確

保 され，その結果 ，祭主 は栄 え，安定す る， と。

６．　 まだ触 れていない残 りの二十二 の項 目は次 のよ うな内容である。先ず，すべて の
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　 ものの基礎 ともいうべ き祭式その ものにつ いて，それを整え ４－１－２－１（ＴＢ），完 成

　させ （ｓａｍｉ§の ４－１－１７－８（Ｍ Ｓ，　ＫＳ），戦車馬 （ｖ司ｉｎ）がそれを運 ぶこ とを願 う ４

　１－１９（Ｍ Ｓ，　ＫＳ）。 祭 式 によ ってはた らきかけ る対 象 であ る諸神 格 につ いて は・

　Ｐｒａｊａｐａｔｉを獲得 した り ４－１－１２（ＧＢ），Ａｇｎｉ，　Ｖａｙｕ，　ＳＵｒｙａ神達を祭 った り ４－１－

　１７－３（ＴＢ），神 々の馬を満足 させ，神 々を も満足 させ ４－１－１７－２（ＫＢ，　ＧＢ），　ｌｎｄｒａ

　神 の二頭の黄色の馬 （ｈａｒｉ）に飼葉を与え，韻律を祭 った り，満足 させた りす る ４－

　１－１７－４（Ｍ Ｓ，　ＴＢ／ＧＢ）。 時間的，空間的要素 については，年を敵 対者 か らｉ奪い ４－

　１－１５－４ （Ｍ Ｓ，　ＫＳ＞，季節 を満足させ ４－１－１７－５ （ＫＢ，　ＧＢ），各方 位をエ ッセンス

　（ｒａｓａ）で潤す ４－１－１８（Ｍ Ｓ）。 そ して再 び祭主 に関連 して，彼のために庶 民を整え

　４－１－２－４（ＴＢ），彼 に光輝 （ｔｅｊａｓ）を与 え ４－１－３－１０（ＴＢ），戦利品を平等 に分配 し

４・－１・・一一１９（Ｍ Ｓ，　ＫＳ），戦利品 を祭主の中に置 き ４－１－－１９（Ｍ Ｓ，　ＫＳ），ｖａｒａにより ｖａｒａ

　 に触 れ る ４－１－３－１３（ＴＢ）。更 に祭主を天界 に行かせ ４－１－３－４（Ｍ Ｓ，　ＫＳ），４－１－３－５

　（ＴＢ），天界を獲得 させ ４－１－３－９（ＴＢ），４－－１－－３－１２（ＴＢ），天界 に行 った祭主 に ｔ〔ｊａｓ

　をあたえ る ４－１－３－８（ＴＢ）。そ して治療が行 なわれ る ４－１－２－５（ＫＢ）。

　 これ らの内容 は多岐 にわた り，そ こか らどのよ うな像を描けばよいかわか らないが，

このよ うな解釈 もあるとい うことを念頭 に置 き，Ｖａｉ§ｖａｄｅｖａ祭 は子孫 と家畜の誕生

と，豊 かな食料 によるす ごやかな成長 を基礎 と した祭主の安定 した繁栄を可能な らし

めるということを一応 の結論 として主張 した い。

４－２． Ｖａｒｕｐａｐｒａｇｈａｓａ祭 の個 々の祭式規定に関 して

Ａ． 分　析

　Ｖａｒ叫 ａｐｒａｇｈａｓａ祭 に対 して ２－２－２では生類を Ｖａｒ叫 ａに捉 えさせ る （ＭＳ・ＫＳ）・

または生類を Ｖａｒ叫 ａの枷 よ り解放す る （ＴＢ，　ＳＢ）と し， ３－３では困窮 （ａＭｈａｓ）を

この祭式 によって取 り除 く （Ｍ Ｓ，　ＫＳ），または生類 をＶａｒｕｐａの枷 よ り解放 する （ＴＢ・

ＳＢ，　ＫＢ，　ＧＢ），更 には Ａｄｉｔｙａ神 の世界を獲得す る （ＴＢ　ｌ，４）など と解釈 されてい

た。

　 つ ぎ に こ の Ｖ ａｒｕｐａｐｒａｇｈａｓａ 祭 の 個 々 の祭 式 行 為 に 対 す る解 釈 を 検 討 す る。

４－２－１．．　 Ｉｎｄｒａ，　Ａ ｇｎｉ両 神 に 対 す る十 二 皿 の ｐｕｒｏｄａｇａ に つ い て 。

４－２－１　－１。　 一 切 神 に か な う た め （ｖａｉＳｖａｄｅｖａｔｖａ）。　Ｋ Ｓ　３６，５ ［７２，９－ＩＯ］。

４　－２－１　－２． Ｉｎｄｒａ 神 ，　 Ａｇｎｉ神 一 力 （（）ｊａｓ，　ｖｉｒｙａノ（）ｊａｓ，　ｂａｌａ／ｂａｌａ，　ｔｅｊａｓ） の 等 置 に も

　 　 と つ い て ， 「（）ｊ　ａｓ と ｖｉｒｙａ が 生 類 の 中 央 に 置 か れ る」。　 Ｍ Ｓ　ｌ，１０，１０ ［１５０，１４－

　 　 １７］，Ｋ Ｓ　３６，５ ［７２，１２－１３］。 「（）ｊａｓ と ｂａｌａ を 手 に 入 れ る 」。　ＴＢ　Ｉ，６，４，４。　ｂａｌａ

　 　 を ｔｅｊａｓの 中 に 安 定 さ せ る 。　ＧＢ　２，１，２２ ［１５９，１－２］。
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４－２－１－３． Ｉｎｄｒａ 神 ，　 Ａｇｎｉ神 ＝＝呼 気 （ｐｒｄｐａ）， 吸 気 （ａｐａｎａ）の 等 置 に も とつ い て ，

　 　 「呼 気 と 吸 気 が 生 類 の 口 の と こ ろ に （ｍ ｕｋｈａｔａｈ）置 か れ る 」。　Ｍ Ｓ　１，１０，１０ ［１５０，

　 　 １７－１９］，Ｋ Ｓ　３６，５ ［７２，１０－１２］。 「呼 気 と 吸 気 を 自 分 の も の に す る」。　 ＴＢ　ｌ，６，

　 　 ４，３－４。 「呼 気 と 吸 気 を 生 類 の 中 に 置 く」。 ＳＢ　２，５，２，８。

４－２－１－４． Ｉｎｄｒａ 神 ，　Ａ ｇｎｉ神 ＝ 安 定 （ｐｒａｔ球 ｈａ）の 等 置 に も とつ い て ， 「安 定 の た め

　 　 に 」。 Ｋ Ｂ　５，４ ［１９，１７－１８］ （５，４，　ＩＯ－１１）。

４－２－２， Ｍ ａｒｕｔ神 お よ び ｖ ａｒｕｐａ 神 に 対 す る 凝 乳 （ａｍ ｉｋｓａ／ｐａｙａｓｙａ） に 関 して 。

４－２－２－１． 両 神 に 対 して 凝 乳 が 用 い られ る の は ， 「両 方 の と こ ろ で Ｖ ａｒｕｐａ の 枷 よ り

　 　 生 ｉ類 を と き は な つ 」 た め 。 ＳＢ　２，５，２，９。

４－２－２－２． Ｍ ａｒｕｔ神 へ 凝 乳 を 献 じ る の は ， 「分 け 前 を 与 え て 宥 め る た め 」 （ｎｉｒａｖａｔｔｉ）。

　 　 Ｍ Ｓ　１，１０，１０ ［１５０，１９－２０ユ，　Ｋ Ｓ　３６，５ ［７２，１４］。 「南 の 方 か ら生 類 を 殺 そ う と

　 　 した Ｍ ａｒｕ℃神 を 分 け 前 に よ っ て 静 め る」 た め 。　ＳＢ　２，５，２，１０。

４－２－２－３． Ｖ ａｒｕｐａ 神 へ 凝 乳 を 献 じ る の は ， 「Ｖ ａｒｕｐａ神 と の 関 係 を 絶 つ 」 （ｎｉｒｖａｒｕ－

　 　 ｐａｔｖａ） た め 。　Ｍ Ｓ　ｌ，１０，１０ ［１５０，２０］，　Ｋ Ｓ　３６，５ ［７２，１４］。 「Ｖ ａｒｕｐａ の 枷 よ り

　 　 生 ｉ類 を と き は な っ 」 た め 。 ＳＢ　２，５，２，１０。

４－２－３． Ｋ ａ 神 に 対 す る 一 皿 の ｐｕｒｏφａ§ａ に に 関 し て 。

４－２－３－１． 平 安 な 状 態 （ｋａｎｔｖａ） の た め 。　 Ｍ Ｓ　ｌ，１０，１０ ［１５０，２０－１５１，１］・Ｋ Ｓ　３６・

　 　 ５ ［７２，１４－１５］，ＴＢ　ｌ，６，４，５。「平 安 （ｋａｍ ）を 生 類 に 行 な う」た め 。　ＳＢ　２，５・２・

　 　 １３。 平 安 は幸 福 （ｓｕｋｈａ）で あ り， 「幸 福 が 自 分 自 身 の 中 に 置 か れ る」 た め ・ Ｋ Ｂ

　 　 ５，４ ［１９，２２－２３］ （５，５，１７－１８），Ｇ Ｂ　２，１，２２ ［１５９，７－８］。

４－２－３－２． Ｋ ａ 神 ＝ Ｐｒ勾 ａｐａｔｉの 等 置 に も と づ き ，　Ｐｒａｊａｐａｔｉを 満 足 さ せ る た め 。　Ｋ Ｂ

　 　 ５，４ ［１９，２１－２２］ （５，５，１５－１６）。 Ｐｒａｊ瓦ｐａｔｉを 得 る た め 。　ＧＢ　２，１，２２ ［１５９，６７］。

４－２－３－３． 自分 自 身 の 生 類 を Ｖａｒｕｐａ よ り と き は な つ た め 。　 Ｍ．Ｓ　ｌ，１０， １０， ［１５１・

　 　 １－２］，Ｋ Ｓ　３６，５ ［７２，１５－－１６］０

４－２－４． ｋａｒａｍ ｂｈａｐａｔｒａ （１００４頁 参 照 ） の 献 供 は 祭 主 と 彼 の 妻 に よ っ て 行 な わ れ る が ・

そ の 前 に 祭 主 の 妻 に 対 し て 夫 以 外 の 恋 人 が い る か い な い か の 質 問 が な さ れ る 。 そ の 質

問 に 関 して 。

４－２－４－１。 虚 偽 （ａｎｒｔａ）か ら離 れ ， 天 則 （ｒｔａ） に ， 真 実 （ｓａｔｙａ） に い た る た め 。　Ｍ Ｓ

　 　 ｌ，１０，１１［１５１，３－４］，Ｋ Ｓ　３６，５ ［７２，１６－１８］ｃ£ ＳＢ　２，５，２，２０。

４－２－４－２． 嘘 の 告 白 を 行 な う と， 最 も い と し い 者 に 災 が 生 じ る 。 Ｍ Ｓ ｌ，１０，１１ ［１５１・

　 　 ４－５］，Ｋ Ｓ　３６，５ ［７２，１８－－１９］，　ＴＢ　１，６，５，２，　ＳＢ　２，５，２，２０。

４－２－４－３． 告 白 さ せ る の は ， 祭 主 の妻 を 祭 式 に ふ さ わ し い も の （ｍ ｅｄｈｙａ－） に す る た
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　 　 め 。 Ｍ Ｓ １，１０，Ｉｌ ［１５１，５】，Ｋ Ｓ ３６，５ ［７２，１８－１９］，Ｔ Ｂ ｌ，６，５，２。

４－２－４－４． 恋 人 の 名 を い う と ， そ の 者 を Ｖ ａｒ叫 ａ の 枷 に と ら え さ せ る 。　Ｔ Ｂ　１，６，５，

　 　 ２。

４－２－５． ｋａｒａｍ ｂｈａｐａｔｒａ の 供 物 と そ の 献 供 に 関 して 。

４－２－５－１． ｋａｒａｍ ｂｈａｐａｔｒａ の供 物 は ， 妙 ら ず に 生 の ま ま の 穀 物 を 粉 に した も の で 作

　 　 る の は， す べ て の 困 窮 （ａｒｈｈａｓ）を 祭 に よ っ て 取 り除 くた め 。　Ｍ Ｓ　ｌ，１０，１１［１５１，

　 　 ５－－６］，Ｋ Ｓ　３６，６ ［７３，１－２］。

４－２－５－２． も し妙 る と ， 困 窮 が 取 り除 か れ な い こ と に な る 。 Ｍ Ｓ　１，１０，１１ ［１５１，６］，

　 　 Ｋ Ｓ　３６，６ ［７３，１－２］。

４－２－５－３． ｋａｒａｍ ｂｈａｐａｔｒａ の 供 物 が 食 器 （ｐａｔｒａ） の 形 を して い る の は ， 食 器 に 関 し

　 　 て （ｐａｔｒｅｂｈｙａｂ）生 類 を Ｖ ａｒｕ４ａ か ら と き は な つ ｔｃめ 。　Ｍ Ｓ　ｌ，１０，　ｌ　ｌ ［１５１，６－

　 　 ８］，Ｋ．Ｓ　３６，６ ［７３，２－３］。

４－２－５－４． ｋａｒａｍ ｂｈａｐａｔｒａ の 供 物 の 数 が 祭 主 の 家 族 の 構 成 員 だ け あ る の は ， 一 人 一

　 　 人 に 関 して 困 窮 を 取 り除 くた め 。 Ｍ Ｓ　ｌ，１０，１１ ［１５１，８］，Ｋ Ｓ ３６，６ ［７３，３］。 既

　 　 に 生 ま れ て い る子 孫 （ｐｒａｊａ） を Ｖ ａｒｕｐａ の 枷 よ り と き は な つ た め 。　 ＴＢ　１，６，４，

　 　 ５，Ｓ］Ｂ　２，５，２，２２０

４－２－５－５． 更 に こ の ｋａｒａｍ ｂｈａｐａｔｒａ の 供 物 の 数 が 祭 主 の 家 族 の 構 成 員 の 数 よ り 一 つ

　 　 多 い の は ， 胎 児 の た め に 分 け 前 を 与 え て （Ｖ ａｒｕｐａ） を 宥 め る た め 。　 Ｍ Ｓ　１， １Ｑ，

　 　 ｌｌ ［１５１，８－９］，　Ｋ Ｓ　３６，６ ［７３，４］。 将 来 生 ま れ る で あ ろ う， ま た は ま だ 生 ま れ て
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ノ

　 　 い な い 子 孫 を Ｖ ａｒｕｐａ の 枷 よ り と き は な つ た め 。　 ＴＢ　ｌ，６，４，５，　ＳＢ　２，５，２，２２。

４－２－５－６． 神 々 を 招 く た め 献 供 の 前 に 唱 え る 祭 文 （ｐｕｒｏｎｕｖａｋｙａ） を 祭 主 の 妻 が 唱 え

　 　 る と ， 祭 主 自 身 に 勇 気 （ｖｉｒｙａ） が な く な っ て しま う の で ， 祭 主 が そ れ を 唱 え る の

　 　 は ， 自 分 自 身 の 中 に 勇 気 を 置 くた め 。 ＴＢ ｌ，６，５，３。

４－２－５－７． 献 供 を 伴 奏 す る 祭 文 （ｙａＪｙａ）を 祭 主 と彼 の 妻 の 二 人 が 唱 え る の は ， 勇 気 を

　 　 持 っ た 状 態 （ｓａｖｉｒｙａｔｖａ） を 実 現 す る た め 。　ＴＢ　ｌ，６，５，３。

４－２－５－８．　 い ろ い ろ な 所 で 犯 し た 罪 が こ の 献 供 に よ っ て 取 り 除 か れ る よ う に と い う 内

　 　 容 の ｙａｊｙａ１３）を 唱 え る の は ，　Ｖ ａｒｕ４ａ を こ の 祭 り に よ っ て 宥 め る た め 。　Ｔ Ｂ　Ｉ，６・

１３） ＴＢ の前 提 と して い る ｙａｊｙａは ＴＳ　１，８，３，１，　ｄ：ｙａｄ　ｇｒｈｍｅ　ｙａｄ　ａｒａｐｙｅ　ｙａｔ　ｓａｂｈａｙａｍ　ｙａｄ

　 ｉｎｄｒｉｙ６／ｙａｃ　ｃｈｉｄｒ６　ｙａｄ　ａｒｙム ６ｎａ６　ｃａｋｒｍ２　ｖａｙａｍ／ｙａｄ　６ｋａｓｙ義ｄｈｉ　ｄｈａｒｍａｐｉ　ｔ乏ｓｙａｖａｙ勾ａｎａｍ　
ａｓｉ・ｓｖＡｈａ〃　 「村 の 中で ， 森 の 中で ， 集 会 所 で ， 心 の 中で ， 奴隷 に対 して ， 貴 人 に 対 して ， あ

　 る人 の義 務 に 対 して 我 々 が犯 した 罪 ，汝 は そ の 罪 を 祭 り に よ り除 去す る もの な り， ｓｖａｈａ」。

　 §Ｂ に よ り解 釈 さ れ て い る ｙａｊｙａ は ＶＳ　３，４５：ｙａｄ　ｇｒａｍｅ　ｙａｄ　ａｒａｐｙｅ　ｙａｔ　ｓａｂｈａｙａｍ　ｙａｄ

　 ｉｎｄ「ｉｙ６１ｙａｄ　ｅｎａ９　ｃａｋ；ｍ£　ｖａｙａｍ　ｉｄａｒＰ　ｔａｄ　ａｖａｙａｊａｍａｈｅ　ｓｖａｈａ〃 「村 の 中で ， 森 の 中で ， 集 会　

所で ， 心の 中 で我 々が 犯 した罪 ， そ れを 今 我 々は祭 りに よ って取 り除 く， ｓｖａｈａ」。 このｙａＪｙａ　

に対 応 す る テ キス トを Ｍ Ｓ　１，１０，１［１４１，１４－１４２，３］お よび ＫＳ　９，４［１０７，１３・１５］も伝 えて い

　 る 。
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　　５，３。「我 々が犯 した どのよ うな罪 であれ，そのすべての罪か ら我 々が ときはなた
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ノ

　 　 れ る よ う に 」 と 唱 え る の で あ る 。 ＳＢ　２，５，２，２５。

４－２－５－９． ｋａｒａｍ ｂｈａｐａｔｒａ の 献 供 を 行 な う祭 火 に 関 して 。 東 の 祭 火 ａｈａｖａｎｉｙａ に

　 　 行 な う と ， 祭 主 を Ｖ ａｒｕｐａ の 枷 に捉 え さ せ て しま う 。　 Ｐｒａｔｉｐｒａｓｔｈａｔｒ の た め の

　 　 南 の ｖｅｄｉ（１００４頁 参 照 ）の 祭 火 に 献 供 す る と ， 祭 主 の 敵 対 者 を Ｖ ａｒｕｐａ の 枷 に 捕

　 　 え さ せ る 。 ＴＢ Ｉ，６，５，３－４。　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 －

４－２－５－１０． 箕 （９ｔｔｒｐａ）を 使 っ て 献 供 を 行 な う の は ， 頭 の と こ ろ で （紐 Ｓａｔａｓ）Ｖ ａｒｕｒＰａ

　 　 を ｉ祭 り に よ っ て 宥 め る 。 Ｔ Ｂ　ｌり６，５，４。　Ｃｆ．　Ｍ Ｓ　ｌ，１０，１１ ［１５１，　９－ＩＯ］，　Ｋ Ｓ　３６，

　 　 ６ ［７３，４－５］，ＳＢ　２，５，２，２３。

４－２－５－１１． 祭 主 と 彼 の 妻 が 献 供 を 行 な う の は ，二 人 が 一 対 （ｍ ｉｔｈｕｎａ）に よ っ て 生 類 を

　 　 Ｖ ａｒｕｐａか ら と き は な っ た め 。　Ｍ Ｓ　ｌ，１０，１１［１５１，１０－ｌｌ］，　Ｋ Ｓ　３６，６ ［７３，５－６］。

４－２－５－１２ 　 祭 主 の 妻 の み が 献 供 を 行 な う の は ，一 対 ず つ （ｍ ｉｔｈｕｎａｔ）生 類 を Ｖ ａｒｕｐａ

　 　 の 枷 よ り と き は な つ た め 。 ＳＢ　２，５，２，２３。

４－２－５－１３． 祭 火 の 東 側 に 西 面 して 立 ち献 供 を 行 な う の は ，ま ず は じ め に （ｐｕｒａｓｔａｔ）（Ｐ）

　 　 困 窮 を 祭 り に よ っ て 取 り除 くた め 。 Ｍ Ｓ　ｌ，１０，１１ ［１５１，１１－１２］，Ｋ Ｓ　３６，６ ［７３，

　 　 ６－－７］。 西 面 して （ｐｒａｔｙａｈ） （～）Ｖ ａｒｕｐａ の 枷 か ら と き は な た れ る た め 。　ＴＢ　Ｉ，６，

　 　 ５，４－５。

４－２－５－１４． ｋａｒａｍ ｂｈａｐａｔｒａ の 供 物 が 食 器 （Ｐ乱ｔｒａ） の 形 を し て い る の は ， 対 を な す

　 　 二 足 の 家 畜 （ｄｖｉｐａｄａｂ　ｐａＳａｖｏ　ｍ ｉｔｈｕｎａｈ＝＝人 間 （？）） の 困 窮 を ま ず は じ め に祭

　 　 に よ っ て 取 り除 く た め （４－２－６－１参 照 ）。 Ｍ Ｓ　ｌ，１０，１１ ［１５１，１２－１３ユ，Ｋ Ｓ ３６，６

　 　 ［７３，７－８］。

４－２－５－１５． 本 来 の 祭 式 ，本 来 の 献 供 の 前 に こ の 献 供 を 行 な う の は ，そ う す る と Ｍ ａｒｕｔ

　 　 神 が 祭 主 の子 孫 の 悪 （ｐａｐｍ ａｎ） を 奪 っ そ くれ る 。 §Ｂ　２，５，２，２４。

４－・２－５－１６．　 こ の 献 供 の 後 ， 「神 々 に 対 す る義 務 を 果 た して 家 へ 帰 る」 と い う 内 容 の

　 　 ｍ ａｎｔｒａ１４）を 唱 え る の は ， つ ま り 「神 々 に 対 す る 負 債 を 分 け 前 に よ っ て 取 り 除 き ，

　 　 負 債 の な い 者 と な っ て 家 に 帰 る 」 と 唱 え る こ と で あ る 。 Ｔ Ｂ　１，６，　５，５。 彼 ， 祭 主

　 　 を 家 に お い て 安 定 の 中 に 安 定 さ せ る た め で あ る。 ＳＢ　２，５，２，２９。

４－２－５－１７．　 こ の 献 供 が 終 わ っ た あ と で ， そ の 祭 火 を 掃 除 す る の は ， 「困 窮 を 祭 り に よ

１４） ＴＢ の前 提 と して い る ｍａｎｔｒａは ＴＳ　１，８，３， １，　ｅ：ａｋｒａｎ　ｋａｒｍａ　ｋａｒｍａｋ重ｔａｈ　ｓａｈａ　ｖａｃＳ

　 ｍａｙｏｂｈｕｖａ！ｄｅｖ６ｂｈｙ諏 ｋａｒｍａ　ｋｒ亡ｖａｓｔａｌｐ　Ｐｒ６ｔａ　ｓｕｄａｎａｖａ与〃 「祭 式 実 行者 た ちは 喜 ば しい言 葉

　 によ って祭 式 を行 な った 。神 々に祭 式 を 行 な い汝 らは 家へ 帰 れ ，よ く与 え る ものた ちよ」。ＳＢ の

　 前 提 と して い るテ キ ス トは ＶＳ　３，４７。そ こで は ＴＳの最 後の 語 ｓｕｄａｎａｖ助 が ｓａｃａｂｈｕｖａ尊 「仲

　 間 た ちよ」 に 置 き換 え られ て い る。 これ に対 応す るテ キ ス トを Ｍ Ｓ　１，１０，２ ［１４２，４－５］，　ＫＳ　９，

　 ４ ［１０７，１６－１７］も伝 え て い る。
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永 ノ尾　 ブラーフマナ文献の祭式解釈

　 　 っ て 取 り除 い た そ の 場 所 を 清 め て か ら 諸 神 格 を 私 は 祭 ろ う」 と考 え て で あ る 。

　 　 Ｍ Ｓ ｌ，１０，１２ ［１５２，５－７］，Ｋ Ｓ ３６，６ ［７３，１０－ｌｌ］。

４－２－６． 大 麦 の 粉 で 作 られ た 牡 羊 と牝 羊 の 像 （ｍ ｅ§ａｐｒａｔｉｋｒｔｉ）に 関 して 。

４－２－６－１．　 こ れ が 牡 ， 牝 一 対 で あ る の は ， 対 を な す 四 足 の 家 畜 の 困 窮 を あ と か ら取 り

　 　 除 く た め （４－２－５－１４ を 参 照 ）。 Ｍ Ｓ　ｌ，１０，１１ ［１５１，１３－１５］，　Ｋ Ｓ　３６，６ ［７３，８－

　 　 １０］。

４－２－６－２． Ｓａｍ ｉの 木 の 葉 と 大 麦 を 使 う の は ，　 Ｖ ａｒｕｐａ に よ っ て 捉 え ら れ て い な い 二

　 　 つ の も の に よ っ て ， 生 類 を Ｖ ａｒｕｐａ か ら と き は な つ た め 。　 Ｍ Ｓ　１，１０，１２ ［１５１，

　 　 １６－１８］，Ｋ Ｓ　３６，６ ［７３，１１－１３］。

４－２－６－３． 大 麦 を 使 う の は ， Ｖ ａｒ叫 ａ 自 身 の 分 け前 に よ っ て 生 類 を Ｖａｒｕｐａ か ら と

　 　 き は な つ た め 。 Ｍ Ｓ　ｌ，１０，１２ ［１５１，１８－１９］，Ｋ Ｓ ３６，６ ［７３，１３－１４］。

４－２－６－４．　 こ の 一 対 の 羊 の 像 は 「嘘 の 家 畜 」 （ａｎｒｔａｐａＳｕ） と い う言 明 に も とづ き ， こ

　 　 れ を 用 い る の は ， 嘘 に 関 し て （ａｎｒｔａｄ） 生 類 を Ｖ ａｒｕｐａ よ り と き は な つ た め 。

　 　 Ｍ Ｓ　ｌ，１０，１２ ［１５１，１９－２０］，Ｋ Ｓ　３６，６ ［７３，１４－１６］。

４－２－６－５．　 こ れ が 牡 ，牝 一 対 で あ る の は ，一 対 の 生 類 を Ｖａｒｕｐａ か ら，ま た は Ｖ ａｒｕｐａ

　 　 の 枷 か ら と き は な つ た め 。 Ｍ ｓ　１，　ｌ　ｏ，１２ ［１５１，２０］，　Ｋ ｓ　３６，６ ［７３，１６－１７］／ＴＢ

　 　 １，６，４，４，ＳＢ　２，５，２，１６。

４－２－６－６．　 こ の 一 対 の 羊 の 像 に 毛 を は え さ せ る の は ， そ れ を 祭 式 に ふ さ わ し い も の に

　 　 す る た め （ｍ ｅｄｈｙａｔｖａｙａ）。　Ｍ Ｓ　Ｉ，１０，１２ ［１５２，１］，　Ｋ Ｓ　３６，６ ［７３，１７－１８］，　ＴＢ

　 　 ｌ，６，４・，４。

４－２－６－７． 羊 一 Ｖａｒｕｐａ の 家 畜 の 等 置 に も とつ い て ， こ れ を 用 い る の は ， ま の あ た り

　 　 に （ｐｒａｔｙａｋ§ａｍ ）生 類 を Ｖ ａｒｕｐａ の 枷 よ り と き は な つ た め 。　ＳＢ　２，５，２，１６。

４－２－７． 牡 の 羊 の 像 を Ｖ ａｒ叫 ａ に対 す る 凝 乳 の 中 に 置 き ，牝 の 羊 の 像 を Ｍ ａｒｕｔに 対

　 　 す る凝 乳 の 中 に 置 き ， そ の 中 に ξａｍ １の 木 の 葉 を 大 量 に い れ る こ と に 関 して 。

４－２－７－１． 安 寧 （ｓａｒｐｔｖａ／Ｓａｍ ）の た め 。　Ｍ ｓ　ｌ，　ｌ　ｏ，１２ ［１５２，２］，　Ｋ ｓ　３６，６ ［７３，１　８－一 ’

　 　 １９］／ＳＢ　２，５，２，１２。

４－２－７－２．　 一 対 の 羊 に 飼 葉 を 与 え る た め 。 ＴＢ ｌ，６，４，５。

４－２－７－３． 食 物 （ａｎｎａｄｙａ） を 得 る た め 。　 Ｍ Ｓ　ｌ，１０，１２ ［１５２，２－４］，　Ｋ Ｓ　３６，６ ［７３，

　 　 １９－７４，１］，ＴＢ ｌ，６，４，５。

４－２－７－４・ す べ て の 困 窮 を 祭 り に よ っ て 取 り 除 く た め 。 Ｍ Ｓ ｌ， １０， １２ ［１５２，４－５］，

　 　 Ｋ Ｓ　３６，６ ［７４，１－２］。

４－２－８． Ｖ ａｒ叫 ａ と Ｍ ａｒｕｔ に 対 す る 凝 乳 の 中 に ｋａｒｉｒａ の 実 を い れ る こ と に 関 し て 。
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４－２－８－１． Ｉｎｄｒａ が Ｙ ａｔｉ達 を Ｓａｌａｖｒｋｅｙａ に 餌 食 と して 与 え た と い う エ ピ ソ ー ドが

　 　 語 ら れ ， そ れ に も と づ き ， ｋａｒｉｒａ の 実 を 用 い る の は ， 雨 と食 物 を 得 る た め と さ

　 　 れ る 。 Ｍ Ｓ １，１０，１２ ［１５２，７－ｌｌ］。　 ＴＢ ｌ，６，４，５ に よ る と， こ の エ ピ ソ ー ドは

　 　 な く， ｋａｒｉｒａ－ ｓｏｍ ａ 的 の 等 置 に も と づ き ， 雨 を 得 る た め と さ れ る 。

４－２－８－２． Ｋ Ｓ　３６，７ ［７４，５－ｌｌ］ は Ｍ Ｓ と 同 じエ ピ ソ ー ドを 語 り ， そ れ に も とづ き ，

　 　 ｓｏｍ ａ の 飲 物 を 得 る と す る 。

４－２－８－３．　 か つ て 山 に は 翼 が あ り ， そ の 翼 を Ｉｎｄｒａ が 切 る と ， そ れ が 雲 と な り 山 の

　 　 ま わ り を た だ よ う と い う エ ピ ソ ー ドが 語 られ ， そ れ に も と づ き， ｋａｒｌｒａ の 実 を 用

　 　 い る の は ， 雨 を 継 続 さ せ る た め と す る。 Ｍ Ｓ　ｌ，１０，１３ ［１５２，１２－１８］，Ｋ Ｓ ３６，７

　 　 ［７４，５－ｌｌ］。

４－２－８－４． 生 類 に 平 安 （ｋａｍ ）を な す た め 。　ＳＢ　２，５，２，　ｌ　ｌ。

４－２－９． こ の 祭 式 に お い て ｕｔｔａｒａｖｅｄｉを 作 る の は ， 生 ま れ た 生 類 を 受 け 取 る （ｐｒａｔｉ－

　 　 ９ｒｈ－） た め 。　Ｍ Ｓ　１，１０，１３ ［１５２，１８－１９］，　Ｋ Ｓ　３６，７ ［７４，　ｌ　ｌ－１２］。

４－２－１０．　 こ の 祭 式 に お い て Ａｄｈｖａｒｙｕ 祭 官 の た め と ，　Ｐｒａｔｉｐｒａｓｔｈａｔｒ祭 官 と の た め

に ， そ れ ぞ れ 北 と南 に二 つ の ｖｅｄｉが 作 られ る 。 そ の 二 つ の ｖｅｄｉに 関 して 。

４－２－１ｅ－１． 北 の ｖｅｄｉ　＝食 べ る 主 体 と して の 生 類 （ａｔｒｉ－ｐｒａｊａ） の 母 胎 （ｙｏｎｉ），南 の

　 　 ｖｃｄｉ一 食 べ られ る対 象 と し て の生 類 （ａｄｙａ－　ｐｒａｊａ）の 母 胎 と い う等 置 に も とつ い

　 　 て ， こ の 二 種 類 の 生 類 １５）を 次 々 に生 ん で い く た め 。 Ｍ Ｓ ｌ，１０，１３ ［１５２，１９－１５３，

　 　 ２］，Ｋ Ｓ　３６，７ ［７４，１２－１４］。

４－２－１０－２． 両 方 の と こ ろ で 生 類 を Ｖ ａｒｕｐａ の 枷 よ り と き は な つ た め 。　 ＳＢ　２，５，２，５。

４－２－１０－３． 二 っ の ｖｅｄｉが 互 い に 離 れ て い る の は ， す べ て の 困 窮 を 祭 り に よ っ て 取 り

　 　 除 くた め 。 Ｍ Ｓ　１，１０，１３ ［１５３，５］，　Ｋ Ｓ　３６，７ ［７４，１７－１８］。

４－２－１０－４． 西 側 の と こ ろ で 一 本 の 線 を 引 き ， 二 つ の ｖｃｄｉを 結 ぶ の は ， 継 続 （ａｎｕｓ－

　 　 ａ即 ｔａｔｉ） の た め 。　Ｍ Ｓ　ｌ，１０，１３ ［１５３，６－７］，　Ｋ Ｓ　３６，７ ［７４，１８－１９］。

４－２－１０－５． 北 の ｖｅｄｉに ｕｔｔａｒａｖｅｄｉを 作 る の は ， 後 か ら登 らせ な い た め （？）１６）。

　 　 Ｍ Ｓ ｌ，１０，１３ ［１５３，６－７］，Ｋ Ｓ ３６，７ ［７４，１８－１９］。　Ｔ Ｂ ｌ，６，４，３ に よ る と家 畜

　 　 を 得 る た め 。 ＳＢ　２，５，２，６ に よ る と王 族 （ｋ§ａｔｒａ） を 庶 民 （ｖｉＳ） よ り上 に す る た

１５） 食べ る主 体 と して の生 類 と食 べ られ る対 象 と して の生 類 に 関 して ［ＲＡＵ　１９５７：３２］を参 照 。

１６） Ｍ Ｓ　ｌ，１０，１３ ［１５３，６－７］の テ キス トは以 下 の ご と し 如 ｅｍ麺 ｖａｐａｔｉ　ｎ６ｍａｍ　ａｎｖａｂｈｙｓｒｏ－

　 ｈａｙａｔ。 ［ＣＡＬＡＮＤ　１９１８：７］は これ に対応 す る ＫＳ　３６，７「７４，１８］によ って 次 の よ うな 読 み の訂

　 正 を提 案 して い る ：ｕｐｅｍａｍ　ｖａｐａｔｉ　ｎｅｍａｍ，　ａｎａｎｖａｂｈｙａｒｏｈａｙａ。 この ａｎａｎｖａｂｈｙａｒｏｈａｙａつ

　 ま り 「後 か ら登 って こな い ため に」 が 意 味 す る と こ ろ は ， ４－２－１０－１で話 題 に な った ，南 の

　 ｖｅｄｉを 母 体 とす る被支 配 者 た る食 べ られ る対 象 と して の生 類 が北 の ｖｅｄｉを 母 胎 とす る支配 者

　 た る食 べ る主 体 と して の生 類 の も とに登 って こな い よ うに ， す なわ ち社 会 秩 序 が維 持 され る よ

　 うに とい う こ とで あ ろ う。
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　 　 め 。

４－２－１０－６． 北 の ｖｃｄｉで は Ａｄｈｖａｒｙｕ 祭 官 が ， 南 の ｖｅｄｉで は Ｐｒａｔｉｐｒａｓｔｈａｔｒ祭 官

　 　 が 別 々 に祭 式 行 為 を 行 な う の は ， 被 支 配 者 と支 配 者 （ｐａｐａｖａｓｉｙａ） を 区 別 す る た

　 　 め 。 Ｍ Ｓ　ｌ，１０，１３ ［１５３，７－８］，Ｋ Ｓ ３６，７ ［７４，１９－７５，１］Ｑ

４－２－１０－７．　 し か し，基 本 的 に は Ａｄｈｖａｒｙｕ 祭 官 が 行 な う こ と を Ｐｒａｔｉｐｒａｓｔｈａｔｒ 祭 官

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ノ

　 　 も行 な う の は ， 王 族 に 対 して 庶 民 を 模 倣 者 ， 追 随 者 に す る た め 。 ＳＢ　２，５，２，３４。

４－２－１１． 今 ま で 牡 羊 の 像 は Ｍ ａｒｕｔ に 対 す る 凝 乳 の 中 に あ り，牝 羊 の 像 は Ｖ ａｒ叫 ａ に

対 す る 凝 乳 の 中 に あ っ た が ， そ の 二 つ を 置 き 換 え る の は ， 王 族 の 中 に 勇 気 （ｖｉｒｙａ）を

お き ， 庶 民 を 勇 気 の な い状 態 に す る た め 。 ＳＢ　２，５，２，３６。

４－２－１２． Ｍ ａｒｕｔ に 対 す る凝 乳 ， つ い で Ｖ ａｒｕｐａ に対 す る凝 乳 の 順 序 で 献 供 す る の

は ， 虚 偽 （ａｎｒｔａ）を ま ず 祭 り に よ っ て 取 り 除 き ， 最 後 に Ｖａｒｕｐａ を 祭 り に よ っ て 宥

め る た め 。 ＴＢ ｌ，６，５，１。

４－２－１３． ｐｒａｙａｊ　ａ と ａｎｕｙ司 ａ の 数 が 九 つ で あ る の は ，　Ｖ ａｒｕｐａ の 枷 よ り 生 類 を と き

は な つ た め 。 ＳＢ　２，５，２，４１。

４－２－１４． 祭 式 の 報 酬 （ｄａｋＳｉｐａ） は 一 対 の 牛 で あ る の は ， そ れ が 誕 生 （ｐｒａｊ　ａｔｉ） の 形

（ｒＵｐａ） で あ る か ら。　Ｋ Ｂ　５，４ ［１９，２３］ （５，５，１１－１２），　ＧＢ　２，１，２２ ［１５９，８－９］。

４－２－１５． 一 連 の 献 供 が 行 な わ れ た 後 ， 祭 場 を 離 れ 川 に 行 き ， 沐 浴 （ａｖａｂｈｒｔｈａ）が 行

な わ れ る が ， そ の 沐 浴 に 関 して 。

４－２－１５－１． 沐 浴 を 行 な う の は ， 祭 主 を Ｖａｒｕｐａ と の 関 係 か ら断 つ た め （ｎｉｒｖａｒｕｒＰａ－

　 　 ｔｖａ）。　Ｍ Ｓ　１，１０，１３ ［１５３，　ｌ　ｌ－１２］。 ま た は ， 自 分 自 身 の 困 窮 を 祭 り に よ っ て 取

　 　 り 除 く た め 。 Ｋ Ｓ　３６，７ ［７５，５］。

４－２－１５－２。 Ｖ ａｒｕｐａ に 対 す る 凝 乳 の 残 り 津 （ｎｉ§ｋａｓａ） を 用 い る の は ，　 Ｖ ａｒｕｐａ と深

　 　 く結 び 付 い て い る も の （ｖａｒｕｐａｓｙａ　ｎｙａｋｔａ） を 分 け 前 と して 与 え て 宥 め る た め 。

　 　 Ｍ Ｓ　ｌ，１０，１３ ［１５３，１２－１４］，　Ｋ Ｓ　３６，７ ［７５，５－８ユ。　 Ｖ ａｒｕ胆 に よ っ て 捉 え ら れ

　 　 た も の に よ っ て Ｖ ａｒｕｐａ を 祭 り 宥 め る た め 。　Ｔ Ｂ　ｌ，６，５，５， （Ｋ Ｓ　３６，７ ［７５，５－－

　 　 ７）。 Ｖ ａｒｕｐａ と の 関 係 を 断 つ た め 。　ＳＢ　２，５，２，４６。

４－２－１５－３． 水 の 中 に そ の 残 り津 を 献 じ る の は ， ま の あ た り に 祭 り に よ っ て Ｖ ａｒｕｐａ

　 　 を 宥 め る た あ 。 Ｔ Ｂ　ｌ，６，５，５－６。　 Ｖ ａｒｕｐａ を 自分 自 身 の 拠 所 （ａｙａｔａｎａ） に お い

　 　 て 満 足 さ せ る た め 。 Ｋ Ｂ　５，４ ［１９，２４－２０，１］ （５，５，２３－２４），　ＧＢ　２，１，２２ ［１５９，

　 　 ９－１０】。

４－２－１５－４． Ｖ ａｒｕｐａ の 枷 は 退 け ら れ た と い う 内 容 の ｍ ａｎｔｒａ１７）を 唱 え る の は ，

１７）ＴＢ が 前 提 とす るｍａｎｔｒａ　ＴＳ　１，４，４５，　ｉ：Ｐｒａｔｉｙｕｔｏ　ｖａｒｕｒＰａｓｙａ　Ｐ５６ａｂ　Ｐ「ａｔｙａｓｔｏ　ｖａ「ｕｒＰａｓｙａ

　 ｐＳＳａｌｌ「Ｖａｒｕｐａ の枷 は妨 げ られ た 。　Ｖａｒｕｐａの枷 はな げ や られ た 。」
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　　 Ｖａｒ叫 ａの枷 か ら解 き放 たれるため。　ＴＢ　ｌ，６，５，６。

４－２－１５－５， 沐 浴の後 ， 新 しい衣服 に着替 えるのは， 蛇 が古 い皮 か ら離 れるよ うに，

　　 すべての悪 （ｐａｐｍａｎ）か ら離れ るため。　ＳＢ　２，５，２，４７。

４－２－１５－６． 後 ろを振 り向かないで もとの祭場 に帰 って くるのは， Ｖａｒ叫 ａ が後か ら

　　 つ いて こないよ うにす るため。 Ｍ Ｓ　Ｉ，１０，１３［１５３，１４］，　ＫＳ　３６，７［７５，８］，　ＴＢ

　　 ｌ，６，５，６０

４－２－１５－７． 帰路，家畜小屋 よ り遠 くの ところで （ｐａｒｏｇｏｓ１ｈａｍ）か らだを洗 うのは，

　　 家畜小屋よ り遠 くの ところで Ｖａｒｕｐａに分 け前を与えて宥 めるためであ る。　Ｍ Ｓ

　　 ｌ，１０，１３［１５３，１４］。

’４－２－１６．　 もとの祭場 に帰 ってか ら，祭 火を礼拝 するが，それ に関 して。

４－２－１６－１． 「汝 は薪な り。願 わ くば，我 々の栄えん ことを」と，唱えるのは，Ｖａｒｕｐａ

　　 との関係を断 って，繁栄 （ｅｄｈａｔｕ／ｅｄｈｉｔｕ）に赴 くため。　Ｍ ｓ　ｌ，　ｌ　ｏ，１３［１５３，１５－

　　 １６］，ＫＳ　３６，７［７５，８－９］。 または， 薪を用いて火 の神 Ａｇｎｉを敬 いつつ ， その

　　 神 に近づ くため。ＴＢ　１，６，５，６。

４－２－１６－２．　 「汝 は薪な り。願 わ くば，我 々の ともに栄えん ことを」 と，唱え るの は，

　　 火を燃 え立 たせ るため （ｓａｍｉｄｄｈｉ）Ｍ Ｓ　ｌ，１０，１３［１５３，１６－－１７］，または，願 望を

　　 表明す るため。ＫＳ　３６，７［７５，９－１０］。

４－２－１６－３． 「汝 は光輝 （ｔｅｊａｓ）な り。 光輝を我 に置け」 と，唱え るのは，光輝 を自分

　　 自身の中に置 くため。ＫＳ３６，７［７５，１０－ｌｌ］，ＴＢ ｌ，６，５，６。

４－２－１７． 最後 に満月祭を行 な うのは， 整 った祭式 によ って， 最後 に安定す るため。

　　 ＳＢ　２，５，２，４８。

Ｂ． ま とめ

　 Ｖａｉ６ｖａｄｅｖａ祭 の場合 と同様 に，　Ｖａｒ叫 ａｐｒａｇｈａｓａ祭 の個 々の祭式行為 に対す る解

釈の うち，この祭 式の機能 または効 果の説 明に該 当す る六十七個 の項 目を要約 してみ

た。Ｖａｒｕｐａｐｒａｇｈａｓａ祭 に対 しては，既 に ２－２－２では生類を ＶａｒｕｒＰａに捉え させ る

（Ｍ Ｓ，　ＫＳ），または生類 を Ｖａｒｕｐａの枷 より解放す る （ＴＢ，　ＳＢ）とされ，３－３で は困

窮 （ａｒｈｈａｓ）を この祭式 によって取 り除 く （Ｍ Ｓ，　ＫＳ），または生類 を Ｖａｒｕｐａ の枷よ

り解放す る （ＴＢ，　ＳＢ，　ＫＢ，　ＧＢ），更 には Ａｄｉｔｙａ の世界を獲得す る （ＴＢ　ｌ，４） など

と解釈 されていた。 この全般 的な解釈 と，個 々の祭 式行為 に対す る解釈 との関係 を明

確 にす るために，再 び上の六十七項 目を次のよ うにグループ分 け してみ る。

１． Ｖａｒｕｐａ と関連す る項 目には次 のものがある。

ＶａｒｕｒＰａを分 け前 によって宥 める （ｎｉｒ－ａｖａ－ｄａ－，　ｎｉｒａｖａｔｔｉ－）：４－２－５－５ （Ｍ Ｓ，　ＫＳ），

１０３６



永 ノ尾 　　ブラー フマナ文献の祭式解釈

４－－２－　１　５－－２ （Ｍ Ｓ，　Ｋ Ｓ），４・－２－一　１　５－７ （Ｍ Ｓ）。 ［三 項 目 ］

Ｖ ａｒ叫 ａ を 祭 り に よ っ て 宥 め る （ａｖａ－ｙａｊ－）：４－２－５－８ （ＴＢ），４－２－５－１０ （ＴＢ），４－２－１２

（ＴＢ），４－２－１５－２ （ＴＢ），４－２－１５－３ （Ｔ Ｂ）。 ［五 項 目］

生 類 を Ｖ ａｒｕｐａ よ り解 放 す る （ｍ ｕｃ－）：４－２－３－３ （Ｍ Ｓ，　Ｋ Ｓ），４－２－５－３ （Ｍ Ｓ，　Ｋ Ｓ），

４－２－５－１１ （Ｍ Ｓ，　Ｋ Ｓ），４－２－６－２ （Ｍ Ｓ，　Ｋ Ｓ），４－２－６－３ （Ｍ Ｓ，　Ｋ Ｓ），４－２－６－４ （Ｍ Ｓ，

Ｋ Ｓ），４－２－６－５ （Ｍ Ｓ，　Ｋ Ｓ）。 ［七 項 目 ］

生 類 を Ｖ ａｒｕｐａ の 枷 （ｖａｒ叫 ａｐａ６ａ） よ り解 放 す る （ＴＢ ：ｍ ｕｃ－，　ＳＢ ：ｐｒａ－ｍ ｕｃ・）：４－

２－２－１（ＳＢ），４－２－２－３ （ＳＢ），４－２－５－４ （Ｔ Ｂ，　ＳＢ），４－２－５－５（ＴＢ，　ＳＢ），４－２－－５－１２（ＳＢ），

４－２－５－１３ （ＴＢ ：ｎｉｒｍ ｕｃｙａｔｅ），４－２－６－５ （ＴＢ，　ＳＢ），４－２－－６－７ （ＳＢ），４－２－・　１　Ｏ－２ （ＳＢ），

４ ２－１３ （ＳＢ），４－２－１５－４ （ＴＢ ：ｎｉｒｍ ｕｃｙａｔｅ）。 ［十 一 項 目 ］

Ｖ ａｒ叫 ａ と の 関 係 を 断 っ た 状 態 （ｎｉｒｖａｒｕｐａｔｖａ） の た め ：４－２－２－３ （Ｍ Ｓ，　Ｋ Ｓ），４－２－

１５－１ （Ｍ Ｓ），４－２－１５－２ （ＳＢ）。 ［三 項 目］

Ｖ ａｒｕｐａ が つ い て こ な い た め ：４－２－１５－６ （Ｍ Ｓ，　Ｋ Ｓ，　ＴＢ）。 ［一 項 目］

Ｖ ａｒｕｐａ を 満 足 さ せ る ：４－２－１５－３ （Ｋ Ｂ，　ＧＢ）。 ［一 項 目］

こ の グ ル ー プ に 更 に ， 祭 主 の 妻 が 嘘 の 告 白 を す る と ， 最 も い と し い も の に 災 い が 生 じ

る ：４－２－４－２ （Ｍ Ｓ，　Ｋ Ｓ，　ＴＢ，　ＳＢ），祭 主 の 妻 の 恋 人 を Ｖ ａｒｕｐａ の 枷 に 捉 え さ せ る ：

４－２－４－４ （Ｔ Ｂ）， 敵 対 者 を Ｖａｒ叫 ａ の 枷 に 捉 え さ せ る ：４－２－５－９ （ＴＢ） と い う 三 項 目

も 加 え て い い と思 う。

２． Ｖ ａｒｕｐａ 同 様 ， 生 類 に 悪 し き こ と を 行 な う Ｍ ａｒｕｔ に対 す る項 目 と して は 次 の も

　 の が あ る 。

Ｍ ａｒｕｔを 分 け 前 で 宥 め る ， ま た は 静 め る ：４－２－２－２ （Ｍ Ｓ，　Ｋ Ｓ／ＳＢ）。 ［一 項 目 ］

３． Ｖ ａｒｕｐａ や Ｍ ａｒｕｔ と い う恐 ろ し い面 を もつ 神 々 と の 関 係 を 断 つ こ と は ， 更 に 次

　 の よ う に 表 現 さ れ る 。

困 窮 （ａＭ ｈａｓ）を 祭 式 に よ っ て 取 り 除 く （ａｖａ－ｙａｊ－，　ａｖｅ§ｔｉ）：４－２－５－１ （Ｍ Ｓ，　Ｋ Ｓ），４－

２－５－４ （Ｍ Ｓ，　Ｋ Ｓ），４－２－５－１３ （Ｍ Ｓ，　Ｋ Ｓ），４－２－５－１４ （Ｍ Ｓ，　Ｋ Ｓ），４－２－６－１（Ｍ Ｓ，　Ｋ Ｓ），

４－２－７－４ （Ｍ Ｓ，　Ｋ Ｓ），４－２－１０－３ （Ｍ Ｓ，　Ｋ Ｓ），４－２－１５－１（Ｋ Ｓ）。 これ に 更 に ４－２－５－１７

（Ｍ Ｓ，　Ｋ Ｓ） と ４－２－５－２ （Ｍ Ｓ，　Ｋ Ｓ） も加 え る。 ［十 項 目］

悪 し き 状 態 （ｐａｐｍ ａｎ）か ら離 れ る ：４－２－１５－５ （ＳＢ）。 ［一 項 目 ］

Ｍ ａｒｕｔが 生 類 の 悪 （ｐａｐｍ ａｎ） を 奪 う ：４－２－５－１５ （ＳＢ）。 ［一 項 目］

罪 （ｅｎａｓ） か らの 解 放 ： ４－２－５－８ （ＳＢ）。 ［一 項 目 ］

４． Ｖ ａｒｕｐａ や Ｍ ａｒｕｔ と い う お そ ろ し い神 々 の 影 響 を 排 除 し， 困 窮 な ど の 悪 し き 状

　 態 か ら離 れ る と ， 積 極 的 に 良 い状 態 を 得 る こ と と な る 。
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平安な状態 （ｋａｎｔｖａ）または平安 （ｋａｍ）または幸福 （ｓｕｋｈａ）を得 る ：４－２－３－１（ＭＳ，

Ｋｓ，　ＴＢ／ｓＢＩＫＢ，　ＧＢ）。平安 を得 る ：４－２－８－４（ｓＢ）。［二項 目］

安寧な状態 （ｓａｒＰｔｖａ）または安寧 （９ａｍ）を得 る ：４－２－７－１（Ｍ ｓ，　Ｋｓ／ｓＢ）。［一項 目］

虚偽 （ａｎｒｔａ）か ら離れ，天則 （ｒｔａ），真実 （ｓａｔｙａ）に至 る ：４－２－４－１（Ｍ Ｓ，　ＫＳ）。［一

項 目］

負債 （ｒＰａ）を払 い，負債のない もの （ａｎ典 ａ）となる ：４－２－５－１６（ＴＢ）。 ［一項 目］

５． そのような状態 の祭主 はいろいろな力を得 る。

呼気 （ｐｒ加 ａ）と吸気 （ａｐａｎａ）を得 る ：４－２－１－３（Ｍ ｓ，　Ｋｓ／ＴＢ／ｓＢ）。［一項 目］

いろいろな力 （ｏｊ　ａｓ，　ｖｉｒｙａ：Ｍ Ｓ，　ＫＳ；（）ｊ　ａｓ，　ｂａｌａ：ＴＢ；ｂａｌａ，　ｔｅｊａｓ：ＧＢ）を得 る ：

４－２－１－２（Ｍ ｓ，　Ｋｓ／ＴＢＩＧＢ）。卜 項 目］

祭主に勇気 （ｖｉｒｙａ）を置 く ：４－２－５－６（ＴＢ）。［一項 目］

勇気を持 った状態 （ｓａｖ亙ｒｙａｔｖａ）を実現 ：４－２－５－７（ＴＢ）。 ［一項 目］

光輝 （ｔｅｊａｓ）を自分 の中に置 く ：４－２－１６－３（ＫＳ，　ＴＢ）。［一項 目］

６． 恐 ろ しい神 Ｖａｒｕｐａ はまた雨 を支配す る神 でもある。雨季 の初 めに その神 を宥

　 めて雨を得 る。

雨 の獲得 ：４－２－８－１（Ｍ Ｓ，　ＴＢ）。［一項 目］

雨 の継続 ：４－２－８－３（Ｍ Ｓ，　ＫＳ）。［一項 目］

７． その結果，家畜や食料 を得 て，安定 し繁栄す る。

家畜の獲得 ：４－２－１０－５（ＴＢ）。［一項 目］

一対の羊 に飼葉を与え る ：４－２－７－２（ＴＢ）。 ［一項 目］

食料 （ａｎｎａｄｙａ）の獲得 ：４－２－７－３（ＭＳ，　ＫＳ，　ＴＢ）。［一項 目］

安定す る ：４－２－一　１－４（ＫＢ），４－２－５－１６（ＳＢ），４－－２－１７（ＳＢ）。［三項 目］

繁栄す る ：４－２－１６－１（Ｍ Ｓ，　ＫＳ），４－２－１６－２（ＫＳ）。 ［二項 目］

８． 恐 ろ しい神 Ｖａｒｕｎａ はまた司法 の神 であり， 彼を祭 ることによ って社会 の秩序

　 を維持す る。

支配者 と被支配者 の秩序 を維持す る ：４－２－１０－１（Ｍ Ｓ，　ＫＳ），４－２－１０－５ （Ｍ Ｓ，　ＫＳ／

ＳＢ），４－２－１０－６（ＭＳ，　ＫＳ），４－２－１０－７（ＳＢ），４－２－１１（ＳＢ）。［五項 副

９，　 そ して残 る十項 目は次 のような内容 である。神 々に関 しては，一切神 にかな うた

　 め ：４－２－１－１（ＫＳ），　Ｐｒａｊａｐａｔｉを満足 させるまたは得 る ：４－２－３－２（ＫＢ／ＧＢ），敬 い

　 っっ Ａｇｎｉに近づ く ；４－２－１６－１（ＴＢ）。祭式 に関 しては ｓｏｍａの飲物 （ｓｏｍａｐコｔｈａ）

　 を得 る ：４－２－８－２（ＫＳ），祭主 の妻を祭式にかな うもの （ｍｅｄｈｙａ－）にし ：４－２－４－３

　 （Ｍ Ｓ，　ＫＳ，　ＴＢ），一対 の羊の像を祭式 にかな うものに し ：４－２－６－６（Ｍ Ｓ，　ＫＳ，　ＴＢ），
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　 祭火を燃 え立たせ る ：４－－２－１６－２。 そ して生類を しっか りと掴み （ｐｒａｔｉ。ｇｒｈ－）：４－

　 ２－９（Ｍ Ｓ，　ＫＳ），誕生 （ｐｒａｊａｔｉ）の形 を実現 し ：４・－２－一・　１　４（ＫＢ，　ＧＢ），子孫 の継続 を

　 はか る ：４－２－１０－４（Ｍ Ｓ，　ＫＳ）。

　Ｖａｒｕｐａｐｒａｇｈ瓦ｓａ祭の個 々の祭式行為 に対す る解釈 の うち，この祭式の機能 または

効果の説明に該 当す る六十七項 目か ら五十七項 目を八つのグルーフ。にわ けてみ た。 そ

の グループわ けか ら次 の ことを Ｖａｒｕｐａｐｒａｇｈａｓａ祭 に想定 され た機能 と考え る。つ

ま りこの祭式 によって Ｖａｒｕｐａを宥め， 満足 させ ，　ＶａｒｕｒＰａ または Ｖａｒｕｐａ の枷

より生類 を解放 し， Ｖａｒｕｐａ との関係 を断つ。 それは困窮 （ａｒｈｈａｓ） や悪 しき状態

（ｐａｐｍａｎ） を取 り除 くことで あり， その結 果，平 安な状 態 （ｋａｎｔｖａ） または 平 安

（ｋａｍ），あるいは安寧 な状態 （Ｓａｒｐｔｖａ）または安寧 （Ｓａｍ）を得 ，祭主 自身はいろいろ

な力を得 る。 雨 を支配す る神 でで もある Ｖａｒｕｒｐａは祭 りによ り宥め られ， 雨季 に適

切 な雨 を与え，家畜や食料を確保させ る。更 に， 司法 を司 どる神 でで もあ るＶａｒｕｐａ

を祭 ることによって社会 の秩序が維 持 される。

　 このよ うに個 々の祭式行為 に対す る解釈 より ＶａｒｕｒＰａｐｒａｇｈａｓａ祭 の機能 を抽 出 し

てみ ると， その結果は大筋 において ２－２－２や ３－３ で与え られた Ｖａｒｕｐａｐｒａｇｈａｓａ

祭 の解釈 と対応 してい るということ，また全体的 な解釈 において Ｖａｉ§ｖａｄｅｖａ祭 の解

釈 と Ｖａｒｕｐａｐｒａｇｈａｓａ祭 の解釈は異 な っていたが， 個 々の点 において もその関心 の

力点が明瞭 に異 な っているということが指摘 され る。

４－３． Ｓａｋａｍｅｄｈａ祭 の個 々の祭式規定 に関 して

Ａ． 分　析

４－３－１． Ａｇｎｉ　ａｎｉｋａｖａｔに対 する八皿の ｐｕｒｏｄａ§ａ について。

４－３－１　－１・ 「Ａｇｎｉを前衛 （ａｎｉｋａ）として彼 （Ｉｎｄｒａ） は Ｖｒｔｒａ を殺 した」 という短

　　 い神話的主張 にもとづ き 「前衛 とす るため （ａｎｉｋａｔｖａｙａ）」 とす る。　Ｍ Ｓ　ｌ，１０，

　　 １４［１５４，２］，ＫＳ　３６，８［７５，１６－１７］。　ＳＢ　２，５，３，２は 「Ｖｒｔｒａを殺 そうとす る

　　神 々は Ａｇｎｉを前衛 として向か って行 った。　Ａｇｎｉは光輝 （ｔｅｊａｓ） として動揺 し

　　 なか った」と言 い，それを更 に 「悪 しき憎むべ き敵対者 を殺 そ うとす る者 は Ａｇｎｉ

　　 を前衛 と して向か って行 く。 Ａｇｎｉは光輝 として動揺 しない」 と，現実世界 と結

　　 びつける。

４－３－１－２． Ａｇｎｉ＝神 々の将軍 （ｓｅｎａｎ１）とい う等置 にもとづ き， 出陣のためのもの と

　　 いう。Ｍ Ｓ　ｌ，１０，１４［１５４，２－３］，ＫＳ３６，８［７５，１７－１８］。

４－３－１－３． ＴＢ　ｌ，６，６，１－２は， 「Ａｓｕｒａ達 と戦 っている神 々は Ａｇｎｉ　ａｎｌｋａｖａｔに対

　　 して この献供 を行ない，満足 した Ａｇｎｉは四種の前衛 を作 りだ し，その結果神 々
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　 　 は 栄 え た 」 と い う神 話 的 エ ピ ソ ー ドを 語 り ， そ れ に も と づ き 「こ の 献 供 に 満 足 し

　 　 た Ａｇｎｉは 四 種 の 前 衛 を 作 り だ す 」 とす る 。

４－３－１－４． Ａ ｇｎｉ一 神 々 の 顔 （ｍ ｕｋｈａ） の 等 置 に も とづ き ， ま ず は じ め に （ｍ ｕｋｈａｔａｓ）

　 　 神 々 を 満 足 さ せ る と す る 。 Ｋ Ｂ　５， ５ ［２０，５－６］ （５，６，６－８），　Ｇ Ｂ　２，１， ２３ ［１５９，

　 　 １６－１６０，２］０

４－３－１　－５．　 日 の 出 と 同 時 に こ の 供 物 の 材 料 の 米 を 荷 車 か ら取 り だ す の は ， ま の あ た り

　 　 に 彼 （祭 主 ） の た め に 前 衛 を 作 り だ す た め 。 ＴＢ ｌ，６，６，２。

４－３－２。 Ｍ ａｒｕｔ　ｓａｒＰｔａｐａｎａ に対 す る ｃａｒｕ に 関 して １８）。

４－３－２－１． 「敗 北 した Ａｓｕｒａ 達 は天 と地 に よ りか か っ て い た の を ， 神 々 は こ の 献 供 に

　 　 よ って 両 方 の と こ ろ で 苦 しめ た 」 と い う エ ピ ソ ー ドに も とづ き 「祭 主 は 天 地 両 方

　 　 の と こ ろ で 敵 対 者 を 苦 しめ る」 とす る 。 ＴＢ ｌ，６，６，２－３。

４－３－２－２．　 こ の供 物 が 米 粥 （ｃａｒｕ） で あ る の は ， あ らゆ る と こ ろ で 敵 対 者 を 苦 し め る

　 　 た め 。 ＴＢ ｌ，６，６，３。

４－３－２－３． 「Ｍ ａｒｕｔ　ｓａｒｐｔａｐａｎａ は 真 昼 に Ｖｒｔｒａ を 苦 し め ， 苦 し め られ た Ｖ ｒｔｒａ は 息

　 　 を す る だ け で ， ぐ っ た り して い た 」 と い う エ ピ ソ ー ド に も とづ き ， 「悪 し き憎 む

　 　 べ き敵 対 者 を 苦 しめ る」 とす る 。 ＳＢ　２，５，３，３。

４－３－３． Ｍ ａｒｕｔ　ｇτｈａｍ ｅｄｈａ に 対 す る ｃａｒｕ に 関 して １９）。

４－３－３－１． 「Ａ ｓｕｒａ 達 と 対 峙 して い る 神 々 は ， 翌 日 の 勝 利 を 期 し て 米 粥 を 料 理 し た が ，

　 　 供 物 以 外 は 食 べ な い 神 々 は こ れ を Ｍ ａｒｕｔ　ｇｒｈａｍ ｅｄｈａ に 献 じ た 後 食 べ ， そ の た

　 　 め 神 々 は 栄 え ， Ａ ｓｕｒａ達 は 滅 び た 」 と い う エ ピ ソ ー ド に も とづ き ， こ の 献 供 に よ

　 　 り祭 主 自 ら は 栄 え ， 彼 の 敵 対 者 は 滅 び る とす る 。 ＴＢ ｌ，６，６，３－５。

４－３－３－２． 「翌 朝 Ｖ ｒｔｒａ を 殺 そ う と す る神 々 は栄 養 （ｍ ｅｄｈａｓ２０）） を 摂 取 し た 」 と い

　 　 う エ ピ ソ ー ド に も と つ い て ， 悪 し き憎 む べ き 敵 対 者 を 殺 そ う と す る者 が ， 栄 養 を

　 　 摂 取 す る。 ＳＢ　２，　５，３，４。

４－３－３－３．　 こ の 供 物 が 乳 で 炊 い た 米 粥 で あ る の は ，乳 一 栄 養 （ｍ ｅｄｈａ），玄 米 （ｔａｒＰｄｕｌａ）

　 　 一栄 養 と い う等 置 に も と つ い て ， 二 種 の 栄 養 を 自 ら に 摂 取 す る とす る 。 ＳＢ　２，５，

１８） Ｍ Ｓ　１，１０，１４ ［１５３，２０－１５４，２］；ＫＳ　３６，８［７５，１２－１６］お よび Ｍ Ｓ　１，１０，１４ ［１５４，３－５］；ＫＳ

　 ３６，８［７５，２１－７６，２］に （Ｍ ａｒｕｔ）ｓａｍｔａｐａｎａ の 語 源解 釈 の 二 つ の エ ピソー ドが 語 られ て い る。

　 しか し， それ らの エ ピソー ドには こ の Ｍ ａｒｕｔ　ｓａｌｐｔａｐａｎａへ の献 供 の 効果 に関 す る言 及 が な い

　 ので ここで は触 れな い 。 なお こ れ らの エ ピソー ドに関 して は ［ＨｏＦＦＭＡＮＮ　１９７５：２１０－２１１］を

　 参 照 。

１ｇ） Ｍ Ｓ　１，１０，１５［１５４，９－１２］；ＫＳ　３６，９［７６，３－６】お よ び Ｍ Ｓ　１，１０，１５［１５４，１２－１６］；ＫＳ　３６，９

　 ［７６，６－９］に神 々 と Ａｓｕｒａ達 との争 い に関連 して Ｍ ａｒｕｔ　ｇτｈａｍｅｄｈａの エ ピソ ー ドが 語 られ て

　 い る。 これ らの エ ピソー ドに関 して は ［ＨｏＦＦＭＡＮＮ　ｌ　９７５：２１１－２１２］を参 照 。

２０） ＳＢ　２，５，３，４の ｍｅｄｈａｓは ［ＥＧＧ肌 ＩＮＧ　ｌ９７２：４１０］によ る と ｍｅｄｈａ 「栄 養 」 と同 じ意 味 を

　 持 つ 。
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　　３，４。

４－３－３－４． 「神 々 と Ａｓｕｒａ達 が争 っているとき，　Ａｓｕｒａ達 は神 々の もとに飢えを送 っ

　　 た。 そのもの音を聞いて この米粥 を料理 したため，飢 えは神 々の もとで い く場所

　　 （ｌｏｋａ）がみつか らず，　Ａｓｕｒａ達 のも とに帰 り，そのた め神 々は栄 え，　Ａｓｕｒａ達

　　 は滅びた」 というエ ピソー ドにもとづ き， このエ ピソー ドを知 って米粥を炊 くも

　　 のは栄 え，彼 の敵対者 は滅びる とす る。Ｍ Ｓｌ，１０，１５［１５４，１６－１５５，１］２ｉ》。

４－３－３－５． 更 に余 分の （ｐｒａｔｉｖｅｇａ）米粥 を炊 く （Ｍ Ｓ）， または近所で も （ｐｒａｔｉｖｅＳｅ）

　　 米粥を炊 くのは （ＫＳ）， 飢えを敵対者 に送 ることとな る。　Ｍ Ｓ　ｌ，１０，１５ ［１５５，

　　 １２］，ＫＳ　３６，９［７６，　ｌｌ－１２］。

４－３－３－６．　 この余分な米粥 （ｐｒａｔｉｖｅＳａ　ｏｄａｎａ）に関 して ＴＢ　ｌ，６，７，１は次の ように

　　 言 う。もし祭主 の妻が本来 の米粥か ら食 べ ると，彼女 は家庭祭 を行 な う者 （ｇｒｈａｍ－

　　 ｅｄｈｉ）にな るが，その祭 式 自身 がだめにな る。 も し彼女が食べない と，彼女 は家

　　 庭祭 を行 なわ ない者 （ａｇｒｈａｍｅｄｈｉ）にな り， しか し祭式自身 はだめ にな らない。

　　 従 って，余分な米粥を炊 いてそれか ら祭主 の妻が食べ ると，彼女 は家庭祭 を行 な

　　 うもの とな り，祭式 もだめにな らない。

４－３－３－７．　 この献供 において，ｐｒａｙ司ａと ａｎｕｙ勾ａを行なわず ｓａｍｉｄｈｅｎｉの祭歌を

　　 唱えず，二 つの ａｊｙａｂｈａｇａ献供を行 なわないのは， 祭 式を実現す るため。　Ｍ Ｓ

　　 １，１０，１５［１５５，２－４］，ＫＳ　３６，９［７６，１２－１４］。

４－３－３－８．　 ＴＢ Ｉ，６，６，５－６ によるとこの献供 でわざわ ざ祭 場に敷 く草 と薪を準備せ

　　 ず，ｓａｍｉｄｈｅｎ五の祭歌を唱えず，　 ｐｒａｙ司ａ と ａｎｕｙ司ａを行 なわ ないとい うこと

　　 を知 るものは，家畜 に富む もの となるという。

４－３－３－９． ＴＢ　ｌ，６，６，６によると，二つの 司ｙａｂｈａｇａ献供 は行 なわれ，それ はｉ祭式

　　 の二つ の目を排除 しないため とされ， ＫＢ　５，５［２０，１０－ｌｌ］（５，６，１６－１９） によ

　　 る と，祭主を栄えさせ る という。

４－３－３－１０．　 この献供 で Ａｇｎｉ　ｓｖｉ§ｔａｋｒｔ献供 を行 な うのは， 祭式 の完成 （ｓａｍｉ§の と

　　 安定 （ｐｒａｔｉＳｔｈｉｔｉ）のた め，または安定 のため。　Ｍ Ｓ　ｌ，１０，１５ ［１５５，４－５］，　ＫＳ

　　 ３６，９［７６，１４－１５］／ＴＢ　１，６，６，６。

４－３－３－１１． ｉｄａ献供 でもって この献供祭 を終了 させ るのは，　ｉｄａ一家畜の等置 に もと

　　 ついて，最後 に家畜の中に安定す るためだ とす る。ＴＢ　１，６，６，６。

４－３－３－１２．　 この米粥の料理容器 の底 にこびりつ いてい るものをか きだ したもの （ｎｉ§

　　 ｋａｓａ）を，翌 朝の ｐＵｒｐａｄａｒｖｙａ献供の供物 と して とって おくのは， 祭式 の継続

２１）ＫＳ　３６，９［７６，９－ｌｌ］はこの ＭＳと同じエピソードを伝えるが，効果に関する言及を欠いて

　 いる。
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　　 のため。Ｍ Ｓ　１，１０，１５［１５５，６］，　ＫＳ　３６，９［７６，１６］。　ＴＢ　１，６，７，３によると，

　　 分 け前 をとっておいて もらってい る Ｉｎｄｒａ が祭主 のもとにや って来 るため とい

　　 う。

４－３－４．　 この夜の宴会 に関 して。

４－３－４－１． 仔牛 と共 に母牛 が夜を過 ごすのは， Ｓａｋａｍｅｄｈａ （全員参加の祭 式） が実

　　 現 す るため。 Ｍ Ｓ　ｌ，１０，１６［１５５，１０］，ＫＳ３６，１０［７６，２１］。 または家畜が栄養

　　 （ｍｅｄｈａ）を摂 取す るため。　ＳＢ　２，５，３，１６。

４－３－４－２． 女 も食事 に参加す るのは， Ｓａｋａｍｅｄｈａが実現す るため。　Ｍ Ｓ　１，１０，１６

　　 ［１５５，１０－１２］，ＫＳ　３６，１０［７６，２１－２２］。

４－３－４－３． 全員十分 に食べ，アイ シャ ドーをつけ，か らだ に香油を塗 り，仔牛 を母牛

　　 と一緒 に して一夜を送 らせ るのは，敵対者 に対 して祭主が飢 えを送 りこむため。

　　 ＴＢ Ｉ，６，７，２－３。

４－３－５． ｐｕｒｒＰａｄａｒＶｙａ献供 に関 して。

４－３－５－１． 前 日の祭式 と翌朝の祭 式を結 び付 けるため。 ＫＢ　５，５ ［２０，　Ｈ－１２］（５，６，

　　 ２０－２１），ＧＢ　２，１，２３［１６０，６－８］。

４－３－５－２． 牡 牛 に呼びかけるのは， Ｉｎｄｒａ に呼 びかけ る こ と （Ｍ Ｓ，　ＫＳ）， または

　　 Ｖｒｔｒａを殺すために Ｉｎｄｒａに呼 びかけること （ＳＢ）であ り，敵対者の繁 栄 （ｐｕＳｔｉ）

　　 を奪 った り （ＫＳ），敵対者の体力 （ｉｎｄｒｉｙａ）と勇気 （ｖｉｒｙａ）を奪 った りする （ＴＢ）

　　 ためであ り， あるいは， 「我々に次 々と子 孫 が生まれ るよ うにせ よ」 と思 って

　　Ａｓｕｒａた ちの牡牛を呼びよせ る （Ｍ Ｓ，　ＫＳ）ことでもある。　Ｍ Ｓ　ｌ，１０，１６ ［１５５，

　　 ７－１０］，ＫＳ　３６，９［７６，１７－２０］，　ＴＢ　ｌ，６，７，４，　ＳＢ　２，５，３，１８Ｑ

４－３－５－３． 家庭用 の木製の料理匙 （ｄａｒｖｉ）で献供 す ることは，　ｄａｒｖｉは災 をもた らす

　　 女神 Ｎｉｒｒｔｉに掴まれた もの とい う主張に もとつ いて，　Ｎｉｒｒｔｉに掴 まれた ものに

　　 よって Ｎｉｒｒｔｉを遠 ざけ るとす る。　Ｍ Ｓ　ｌ，１０，１６［１５５，１２－１５］，　ＫＳ　３６，１０［７６，

　　 ２２－７４，４］０

４－３－５－４． ｇａｒｈａｐａｔｙａ祭火 に献供す るのは， 祭主 に分 け前 （ｂｈａｇａｄｈｅｙａ）を十分

　　 に与え るため。ＴＢ ｌ，６，７，３－４。

４－３－６． Ｍａｒｕｔ　ｋｒｉｄｉｎ に対す る献供 に関 して２２）。

４－３－６－１． 神 々と Ａｓｕｒａ達 の戦い，あ るいは Ｉｎｄｒａの Ｖｒｔｒａ殺 しのエ ピソー ドに も

　　 とついて，この献供を行 な うのは勝利 （ｊｉｔｉ／ｖｉｊｉｔｉ）のため という。Ｍ ｓ　ｌ，　ｌｏ，１６

２２） Ｍ Ｓ　１，１０，１６ ［１５５，１５－１６］；Ｋ Ｓ　３６，１０ ［７７，４－６］お よ び Ｍ Ｓ　１，１０，１６ ［１５５，２０－１５６，１］；ＫＳ

　 ３６， １０ ［７７， １０］ に （Ｍ ａｒｕｔ） ｋｒｉｄｉｎ に 関 す る エ ピ ソ ー ドが 伝 え られ て い る 。 そ れ ら に 関 して

　 ［Ｈ ｏＦＦＭＡＮＮ　１９７５：２１２］を 参 照 。
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　　 ［１５５，１６－１９］，ＫＳ３６，１０［７７，６－８］／ＴＢ　ｌ，６，７，４－５。

４－３－６－２． ｖｒｔｒａ を殺そ うとしてや って来 た Ｉｎｄｒａ のまわ りで Ｍａｒｕｔ　ｋｒｌｄｉｎ は

　　 Ｉｎｄｒａを元気づ けるために戯れた とい うエ ピソー ドにもとつ いて，悪 しき憎むべ

　　 き敵対者 を殺 そうとす る祭主を元気 づけるためにまわ りで戯れ るとす る。 ＳＢ　２，

　　 ５，３，２０。

４－３－６－３． 朝の太 陽の光 と 同時 に献 供 を行 な うのは，勝利のため。 Ｍ Ｓ ｌ，１０，１６

　　 ［１５５，１９－２０］，ＫＳ　３６，１０［７７，８－－９］。

４－３－６－４．　 日の 出と同時に献供を行 な うのは，栄え るため （ｓａｍｒｄｈｙａｉ）。　ＴＢ　ｌ，６，

　　 ７，５。

４－３－７． Ｉｎｄｒａ－Ａｇｎｉに対 する十一皿 の ｐｕｒｏｄａＳａに関 して２３）。

４－３－８． Ｉｎｄｒａ に対す る米粥 （ｃａｒｕ）に関 して。

　　 Ｉｎｄｒａ は Ｖｒｔｒａを殺 して， 戦利品の一番 よいところを最初 に取 ったとい うエ ピ

　　 ソー ドを語 り （Ｍ Ｓ，　ＫＳ，　ＴＢ），それゆえ王は戦 いに勝 ったのち，戦利品の一番 よ

　　 い ところを取 る （ＭＳ），または， 祭主が他の仲間 の うちで戦利 品の一番 よいとこ

　　 ろを とる （ＴＢ）とす る。　Ｍ Ｓ　ｌ，１０，１６［１５６，３－５］，　ＫＳ　３６，１０［７７，１２－１３］，　ＴＢ

　　 ｌ，６，７，５。

４－３－９． 偉大 なる Ｉｎｄｒａ（Ｍ ａｈｅｎｄｒａ）に対す る ｃａｒｕ に関 して。

　　 Ｉｎｄｒａ は Ｖｒｔｒａを殺 して Ｍａｈｅｎｄｒａ になった とい うエ ピソー ドにもとづき，

　　 Ｖｒｔｒａ を殺すために彼 （Ｉｎｄｒａ）を大 いな るもの （ｍａｈａｎ）にす るという。　ＳＢ　２，

　　 ５，４，９。

４－３－１　Ｏ． ＶｉＳｖａｋａｒｍａｎ に対す る一皿 の ｐｕｒｏｄａｇａに関 して。

　　 一切 の行為 （ｖｉｇｖａｎｉ　ｋａｒｍａｐｉ）が成就す ることを願 って （Ｍ Ｓ，　ＫＳ），また は祭 主

　　 が一切 の行為を得 るため （ＴＢ）， または一切 の行為が成就 し，　 Ｓａｋａｍｅｄｈａを行

　　 な って得 るであろうすべてのものを勝 ち取るため （ＳＢ）。　ＫＢ，　ＧＢ によ ると，太

　　 陽 一ＶｉＳｖａｋａｒｍａｎ の等置に もとづ き， 太 陽を満足 させ るため。　Ｍ Ｓ　ｌ，１０，１６

２３） Ｍ Ｓ　１，１０，１６［１５６，２－３］；ＫＳ　３６，１０［７７，１１－１２］また ＳＢ　２，５，４，８に Ｉｎｄｒａ・Ａｇｎｉ両 神 に 関

　 す る短 い エ ピソー ドが あ る。

２４）Ｍ Ｓ と ＫＳが ここの 解釈 に対 して 前 提 と して い る ｍａｎｔｒａ は次 の も の で あ る。’Ｍ Ｓ　ｌ，１０，２

　 ［１４１，７－９】ａｇｎｅ　ｖ６ｒ　ｈｏｔｒａｒｐ　ｖ６ｒ　ｄｔｉｔｙゑｍ　ｔｉｒｄｈｖ６　ａｄｈｖａｒ６　ａｓｔｈａｄ 査ｖａｔａｒｐ　ｎｏ　ｄｙ直ｖａｐｒｔｈｉｖｉ

　 ｓｖ減 ａｋξｄ　ｉｎｄｒａｙａ　ｄｅｖ６ｂｈｙｏ　ｂｈａｖ誌ｙゑｇｈτｔａｓｙａ　ｈａｖｆ５０　ｊｕ§ａｐ６　ｖｉｈ五ｓｖａｈゑ ［Ａｇｎｉよ，　Ｈｏｔｒの］職

　 務 を 引受 け よ。 使 者 の職 務 を 引受 け よ。高 く祭 式 は立 って い る 。天 と地 は我 々を 助 け よ。 Ｉｎｄｒａ

　 に対 して ， 神 々 に対 して 正 しい祭 式 の 完 成者 た れ 。 バ タ ーの供 物 を 喜ん で 受 け よ， ｓｖａｈａ」。

　 ＫＳ　９，５［１０８，８－１１】ａｇｎｅ　ｖ６ｒ　ｈｏｔｒａｒｐ　ｖ６ｒ　ｄｉｔｙａｍ　Ｕｒｄｈｖ６，ｄｈｖａｒ壱　’ｓｔｈａ　ａｖａｔａｒｐ　ｔｖａ　ｄｙＳｖＥｐＴｔ－

　 ｈｉｖｆゑｖａ　ｔｖゑｒｐ　ｄｙ喬ｖ長Ｐ『ｔｈｉｖ｛ｓｖｉ§ｔａｋ舌ｄ　ｉｎｄｒａｙａ　ｄｅｖ６ｂｈｙｏ　ｂｈａｖａ　ｊｕＳａη６　ａｓｙゑ　ｈａｖｆ睾ｏ　ｇｈＶｔゑＳｙａ

　 ｖｉｈｉ　ｓｖａｈａ 「… ・・汝 は祭 式 にお い て高 く立 って い る。天 と地 は汝 を 助 けよ 。 汝 は天 と地 を 助 け

　 よｏ ・… ・・」ｏ
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　　 ［１５６，５－６］，ＫＳ　３６，１０ ［７７，１３－１４］，　ＴＢ　ｌ，６，７，５，　ＳＢ　２，５，４，１０，　ＫＢ　５，５

　　 ［２０，１８－１９］（５，７，１４－１６），ＧＢ　２，１，２３［１６０，１６－１６１，２］。

４－３－１１． 「Ａｇｎｉよ，　 Ｈｏｔｒの職務 を引受 けよ」 という ｍａｎｔｒａ２４，を唱 えて二度 目の

　　 ａｇｈａｒａ献供 を行 なうことに関 して。 各献供 を継続 させ，三十の献供 を実現す る

　　 ため。Ｍ Ｓ　ｌ，１０，１６［１５６，６－７］，　ＫＳ　３６，１０［７７，１４－１５］。

４－３－１２．　 十二 の献供 ２５》に関 して。

４－３－１２－１． 生類を創 り， 困窮を祭 りによって取 り除 き， Ｖｒｔｒａを殺 した神 々は不死

　　 性 （ａｍ；ｔａｔｖａ）を願 った といい，不死性 一天界 ，天界 一十ニカ月 か らな る一年 の

　　 等 置にもとづ き，十二の献供を行な うのは，それによ って不死性 に触 れ るためと

　　 い う。Ｍ Ｓ　ｌ，１０，１７［１５６，８－１０］，ＫＳ３６，１１［７７，１６－１８］。

４－３－１２－２． 年 に達 したが， 年 を越 えて行 って しまったので， この十二 の献供 で再び

　　 取 り戻す とす る。Ｍ Ｓｌ，１０，１７［１５６，１０－１２］，ＫＳ３６，ｌｌ［７８，１－２］。

４－３－１２－３．　 この十二 の献供 を六個ずつ に分けて行な うと２６）い うことに関 して。季節

　　 は六つ とい う主張 にもとづ き， これ ら六つの季節 を一年 にはい らせ ，それ らに続

　　 いて祭主 も一年 にはいって い くとする。Ｍ ＳＩ，１０，１７［１５６，１２－１４］，　ＫＳ　３６，１１

　　 ［７７，１９－７８，１］。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－

４－３－１２－４．　 これと同 じことに関 して，更に，季節 一祖 霊の等 置にもとづ き，祖霊 を生

　　 みだ し （？），それに従 って， 祭主の子孫 も次 々と生 まれてい くとす る。 Ｍ Ｓ　１，

　　 １０，１７［１５６，１４－１５］，ＫＳ　３６，１１［７８，２－３］。

４－３－１３． 九つ の ｐｒａｙ司ａ，九 つの ａｎｕｙ司ａ，八 つの献供 ，　Ａｇｎｉ　ｓｖ球 ａｋｒｔに対す る

　　 献供を九番 目に行な うのは，星宿 （ｎａｋ§ａｔｒａ）的 ｖｉｒ司 を得 るため。　ＫＢ　５，５［２０，

　　 １５－１６］（５，７，９－１０）（４－１－１４を参照）。

４－３－１４． 祖霊祭における Ｓｏｍａ　ｐｉｔｒｍａｔに対す る六皿 の ｐｕｒｏｄａ§ａに関 して。

４－３－１４－１． 祭神が Ｓｏｍａ　ｐｉｔｒｍａｔであ るのは，　Ｓｏｍａ　ｐｉｔｒｍａｔ－一年 の等 置にもと

　　 つ いて，一年 を満足 させ るとす る。ＴＢ ｌ，６，８，２－３。

４－３－１４－２． 供物が六皿 であるのは， 季節は六つ という主張に もとつ いて， 季節が祭

２５） 十 二 の献 供 と は 次 の も ので あ る。つ ま り Ｓａｋａｍｅｄｈａ祭 第一 日 の 早 朝 に 行 な わ れ る Ａｇｎｉ

　 ａｎｉｋａｖａｔへ の八 皿 の ｐｕｒｏｄａ≦ａの 献供 ， 正 午 の Ｍ ａｒｕｔ　ｓａｌｐｔａｐａｎａへ の ｃａｒｕの 献 供 ， 夕 方 の

　 Ｍ ａｒｕｔ　ｇｒｈａｍｅｄｈａ へ の ｃａｒｕ の献 供 ， 二 日 目早朝 の Ｍ ａｒｕｔ　ｋｒｉｄｉｎ へ の七 皿 の ｐｕｒｏｄａｇａ，

　 Ｃａｔｕｒｍａｓｙａ祭 全体 に共 通 す る五 つ の供 物 の 献供 ， そ して Ｉｎｄｒａ－Ａｇｎｉへ の十 一 皿 の ｐｕｒｏｄａ§ａ，

　 Ｉｎｄｒａへ の ｃａｒｕ，十 二番 目が Ｖｉｇｖａｋａｒｍａｎへ の一 皿 の ｐｕｒｏｄａｇａで あ る （１００４頁を 参 照 ）。

２６） Ｍ Ｓ　ｌ，１０，１７［１５６，１２］－ＫＳ　３６，１１［７７，１９］ｙゑｔ§ａｔ－Ｓａｔ　ｓａｒＰＰａｄａｙａｔｉ 「六 ず つ にす る の は」。

　 献供 は十二 個 ある が ，そ れ らは ｓａｋａｍｅｄｈａ祭 第 一 日目に 三個 行 なわ れ， 二 日 目は早 朝 の一 つ

　 と Ｍ ａｈａｈａｖｉｓの八 個 とい うよ う に分 配 され て い るの で， 「六 ず つ にす る」 と は， 具体 的 に何 を

　 指 す のか は不 明。
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　　 られ満足 するとす る。Ｍ Ｓ　１，１０，１７［１５７，１－－２］，　ＫＳ　３６，１１［７８，８－９］。

４－３－１４－３・ 供物が ｐｕｒｏｄａ６ａ であ るこ とによって祭式 が実現す るとされ る。　Ｍ Ｓ　ｌ，

　　 １０，１７［１５７，２－３］，ＫＳ　３６，１１［７８，８－９］。

４－３－１５． ＰｉｔＴ　ｂａｒｈｉｓａｄに対す る ｄｈａｎａに関 して。

４－３－１５－１．　 祭神 が Ｐｉｔｒ　ｂａｒｈｉＳａｄ であ るのは，　Ｐｉｔｒ　ｂａｒｈｉＳａｄ と等 置される月 々を

　　 満足 させ ，更 にひ とが 死んだその 季 節 があの世 で 栄えることとな るとされ る。

　　 ＴＢ Ｉ，６，８，３。

４－３－１５－Ｚ　供物 が炊 り米 （ｄｈａｎａ）［永 ノ尾 　１９８４ｂ：５２８］であることによって， 無

　　 数 にある一年 の夜 が祭 られ，満足 させ られ るとす る。Ｍ Ｓ ｌ，１０，１７［１５７，３－４］，

　　 ＫＳ　３６，１１［７８，９－１１］。

４ｒ３－１６・ Ｐｉｔｒ　ａｇｎｉＳｖａｔｔａ に対 す る妙 り米 の粉 を ね った も の （ｍａｎｔｈａ） ［永 ノ尾

１９８４ｂ：５２９］に関 して。

４－３－１６－１．　 祭神が Ｐｉｔｒ　ａｇｎｉＳｖａｔｔａであ るのは，　 Ｐｉｔｒ　ａｇｎｉ§ｖａｔｔａ と等 置され る半月

　　 を満足 させ るため とす る。ＴＢ ｌ，６，８，３－４。

４－３－１６－２． 供物が ｍａｎｔｈａであ ることによって， 祖霊祭が実現す るとされ る。　Ｍ Ｓ

　　 ｌ，１０，１７［１５７，５］，ＫＳ　３６，１１［７８，　ｌｌ。１２］。

４－３－１７． 祖霊祭の薪 が神 々に対 する祭式 の薪 よ り大 きいのは，祖霊祭 と神 々に対す

　　 る祭 式を区別す るため。ＴＢ ｌ，６，８，６。

４－３－１８． 祭 場 に敷 くチガヤが根付 きであ るのは， 祖霊祭 と神 々に対す る祭式を 区別

　　 す るため。ＴＢ ｌ，６，８，６－７。

４－３－１９． 時計回 りに三回 まわ りなが ら…祭場 にす っか りチガヤを敷 き， 次にチガヤを

敷 くことな く逆回 りに三 回まわ りを歩 くことに関 して。

４－３－１９－１． 三回敷 きなが らまわ るのは，「すべての方角か らわた しのところに祖霊達

㌧　 が来 て くれ るように」 と願
ってであ る。 Ｍ Ｓ　１，１０，１７［１５７，１２－１４］。 また はそ

　　 うす ることによ って祖霊達を満足させるため。ＴＢ　１，６，８，７－８。

４－３－１９－２． 逆 回 りに三回まわ ることに関 して，「祖霊祭 で歩 き回 るものは この世界 よ

　　 り出て い く」２７｝とい う主張 にもとついて，逆回 りす ることによって この世界 に戻

　　 って くるとす る。 ＫＳ　３６，１２［７８，２０－２２］。　ＴＢ　ｌ，６，８，８ によると， 時計回 り

　　 に三回，逆回 りに三回，合計六が実現 し，季節 は六つ という主張に もとづ き，季

２７） ＫＳ　３６，１２［７８，２０－２１］ｅｔｉ　ｖａ　ｅ§ｏ’ｓｍａｌ　ｌｏｋａｄ　ｙａｂ　ｐｉｔｒｙａｊｆｉａｒｐ　Ｐａｒｙｅｔｉを この ま ま解 釈 す る

　 と， ｐｉｔ；ｙａｊｆｉａｍ が対格 で あ るの で 「祖 霊祭 の ま わ り をま わ る者 は この 世界 よ り出て い く」 と

　 な る。 ｐｉｔ‘ｙａｊｆｉａｍ を位 格 ｐｉｔｙｙａｊｆｉｅに読 み 替 え る とよ り文 意 が 鮮 明 にな る と思 わ れ る ので ， こ

　 の読 み 替え を今 提案 す る。
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　　節を満足 させるとす る。

４－３－－２０． ｐｒａｓｔａｒａ （ｖｅｄｉの上 に置かれ る一本 のチガヤでその上に祭匙 が置かれ る）

に関 して。

　　ＴＢ　１，６，８，８によ ると，神 々に対す る祭式 のときのよ うに祭文 を唱えて ｐｒａｓｔａｒａ

　　 をチガ ヤの束 か ら取 りだす と，祭主 が早死 して しまい，取 りだ さない と，祭主 が

　　拠所 をもたない もの （ａｎ５ｙａｔａｎａ）にな って しま うといい， 従 って この祖霊祭 で

　　ｐｒａｓｔａｒａを黙 って祭 場に置 くと，祭主が早死す ることもな く，また，拠所 を失 う

　　 こともないとい う。

４－３－２１． ｐａｒｉｄｈｉ（ａｈａｖａｎｉｙａ祭火 のまわ りに置かれ る木 の棒），に関 して。

　　ＴＢ　１，６，８，８－９によると， 神 々に対す る祭式の ときのよ うに三本の ｐａｒｉｄｈｉを

　　祭火 のまわ りに置 くと，祭主を死 によって囲 うことにな り，ｐａｒｉｄｈｉを置かない

　　 と，Ｒａｋ§ａｓ達 が祭式 を壊す こととな る。 従 って この祖霊祭で二本 の ｐａｒｉｄｈｉを

　　 置 くのは，Ｒａｋｓａｓ達を追 い払 うためであ り， 祭主を死 か ら放す ためで あるとす

　　 る。

４－３－２２．　 二つ の ａｇｈａｒａ献供 に関 して。

　　 これを行な うのは，祭式 と人 間のあいだを塞 がないため。ＴＢ　１，６，９，１。

４－３－３２．　 ｐｒａｖａｒａ（Ｈｏｔｒ祭官 の儀礼 的選抜） に関 して。

　　 Ｈｏｔｒ祭 官を選 ばず に， また祭主の祖先 である聖仙 の名前 を呼 ばな いのは， 彼等

　　 （Ｈｏｔｒと祭主 （？））を死 か ら放すため，またはこの二人 を守 るため。　ＭＳ　１，１０，

　　 １８［１５８，３］，Ｋｓ　３６，１２［７９，５－－６］／ＴＢ　ｌ，６，９，１　一一２。　ＫＢ と ＧＢ は聖仙の名前

　　 を呼ばないとい うことのみ に言及 し，それは，祭主 を火 の中に投げ込まないよう

　　 にす るためという。ＫＢ　５，６［２１，２］（５，８，１４－１５），　ＧＢ　２，１，２４［１６１，９－１０］。

４－３－２４． 供物を ｖｅｄｉのところに運んで い くとき， 三種類 の供物 （４－３－１４，４－３－１５，

　　 ４－３－１６を参照）を一緒 にもってい くと， 祭主の家族 の うち三人の ものが， 同時

　　 に死 ぬ とい うことが おこるので，供 物は一 つ一つ もって いくべ し。そ うす ると，

　　 祭主の家族 は一人一人年齢順 に死ぬ ことがで きるよ うにな る。ＴＢ　１，６，８，９。

４－３－２５．　 ｐｒａｙａｊａに関 して。

４－３－２５－１． 祭籏 （ｂａｒｈｉｓ）に対す る ｐｒａｙａｊａを行 なわな いのは，　ｂａｒｈｉｓ＝生類の等 置

　　 にもとついて，生類 を死 か ら放 すたあ， または，生類を火のなかに投げ込 まない

　　 よ うにす るため，または生類を祖霊達 のもとに置かないようにす るため という。

　　 Ｍ Ｓ　１，１０，１８ ［１５８，３－４］，　ＫＳ　３６，１２ ［７９，６－７］，　ＴＢ　ｌ，６，９，２／ＫＢ　５，７ ［２１，

　　 ８－－９］（５，８，２６－２８）／ＧＢ　２，１，２４［１６１，１５－１６２，２］。
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４－３－２５－２． ｂａｒｈｉｓに対 する ｐｒａｙ司ａ を行なわな いので ｐｒａｙ…ｌｊａ は六つになる。 そ

　　 こで，季節 は六 つ，季節 一祖霊 の等置 にもとづ き，祖霊を満足させ る，または，祖

　　 霊 を獲得す るため とい う。ＫＢ　５，７［２１，９－１０］（５，８，２９－３２）／ＧＢ　２，１，２４［１６２，

　　 ２－３］。

４－３－２６． 勾ｙａｂｈａｇａ献供 に関 して。

４－３－２６－１． ａｊｙａｂｈａｇａ献供を行な うのは， 祭式 の二 つの 目を排除 しないため とされ

　　 る。ＴＢ ｌ，６，９，２－３。（４－３－３－－９を参照）

４－３－２６－２． 砺ｙａｂｈａｇａ献供 の祭文が 「生 きる」 という語を含んでい るのは， 祭主 を

　　 生 かすため。ＫＢ　５，７［２１，１０－１１］（５，８，３３－３４），　ＧＢ　２，１，２５［１６２，４－５］。

４－３－２７． 祭綬 を右肩か ら左脇下 にかけて掛 け るのは， 神 々に対す る祭式 と祖 霊祭 を

　　 区別 するため。ＭＳ　１，１０，１８［１５８，５－６］，　ＫＳ　３６，１２［７９，７－８］。

４－３－２８． Ａｇｎｉ　ｓｖｉＳｔａｋｒｔに対す る献供のかわ りに Ａｇｎｉ　ｋａｖｙａｖａｈａｎａ に対 して行 な

　　 うのは，祭式を完成 させ るため （ｓａｍｉ§ｔｉ）であり，安定 （ｐｒａｔｉＳｔｈｉｔｉ）のためであ

　　 る。ＭＳ ｌ，１０，１８［１５８，１０－－ｌｌ］，ＫＳ３６，１３［７９，１２－１４］。

４－３－２９． 神 々に対す る祭式 において ｐｕｒｏｎｕｖａｋｙａ と ｙ司ｙａはそれ ぞれ一つず つで

，あるが， この祖霊祭 において は， 二つの ｐｕｒｏｎｕｖａｋｙａ と一 つの ｙａｊｙａ が用い られ

る ということに関 して。

　　 Ｍ Ｓ，　ＫＳ によると，神 々に対す る祭式において，　ｐｕｒｏｎｕｖａｋｙａ によって神 々に

　　 供物を捧 げ，ｙ司ｙ乱 によって神 々を去 らせ るとされるが，祖 霊達 は神 々より更 に

　　 遠 いところにいるため， 第三番 目の ｙ司ｙ互 によって更 に供 物を手渡す とす る。

　　 Ｍ Ｓ　１，１０，１８［１５８，１レ１４］，　ＫＳ　３６，１３［７９，１６－１９］。

　　 ＴＢ による と第一一の ｐｕｒｏｎｕｖ乱ｋｙ５によ って祖霊達 に告げ知 らせ ， 第二の ｐｕｒｏ－

　　 ｎｕｖａｋｙａによって祖霊達 を導 いて来 て，　ｙ勾ｙａによって祖霊達 を去 らせ る という。

　　 または，二 つの ｐｕｒｏｎｕｖａｋｙａによってそれぞれ 日と夜 を遠 くか ら連れて きて，

　　 ｙ司ｙａによってそれ らを到着 させ るとい う。　ＴＢ　ｌ，６，９，４。

　　 ＫＢ，　ＧＢ によると第一 の ｐｕｒｏｎｕｖａｋｙａ によって祖 霊 達 に呼びかけ・ 第二の

　　 ｐｕｒｏｎｕｖａｋｙａ によって彼等 を到着 させ，第三 の ｙ司ｙａ によって供物 を捧げ ると

　　 い う。ＫＢ　５，７［２１，１４］（５，８，４１－－４３），　ＧＢ　２，１，２５［１６２，５－８］。

４－３－３０． 祭匙 の底 にバタ ーを敷 き， その上 に三 種の供物を いれ， その上か らバ ター

　　 をかけて，五層の供物 を用意す るのは， 祭式 は五層 （ｐａｈｋｔａ）とい う主張 にもと

　　 ついて，祭式を捕 えるためという。Ｍ Ｓ　１，１０，１８［１５８，１４］。

４－３－３１． 供物 を ｖｅｄｉの南 のほ うにすわ って用意 し，祭火 の北 のほうに進んで い くの
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　　 は，神 々に対す る祭式 と祖霊祭を区別 す るため。ＴＢ Ｉ，６，９，４。

４－３－３２． 供 物の残 りの ｉｄａ部分は，それに対 して祭詞 を唱 え， においをか ぐだけで，

　　 それを食べな いのは， 「祭主の家畜を火 の中に投げ入 れ ることがないよ うに」 と，

　　 思 ってである。ＫＢ　５，７［２１，１６Ｌ　１７］（５，９，５－７），　ＧＢ　２，１，１５［１６２，１０－１２］。

４－３－３３． 供物の残 りをダ ンゴに して，北 を除 く ｖｅｄｉの三隅 に置 くことに関 して。

４－３－３３－－１． 祖霊達を満足 させ る。ＫＢ　５，７［２１，１７－１８］（５，９，８－９）。

４－３－３３－２． 今 までの献供 によ って祖霊を神 と して祭 って きた。ｖｅｄｉの隅 にダ ンゴを

　　 置 くことによ って祖霊を人間 と して祭 る。ＫＳ　３６，１３［７９，１９－８０，２］。

４－３－３３－３． 父 ，祖父 ， 曽祖父の三人 の名を呼ぶのは， 祭主 の家系が続 くよ うにす る

　　 ためで ある。Ｍ Ｓ　ｌ，１０，１８［１５８，１８］，ＫＳ３６，１３［７９，２０－２１］。

４－３－３３－４． すべての隅 に置 くのは， 祖 霊 達 はすべての方位 にいるという主 張に もと

　　 ついて， すべての方位 にダ ンゴを届 かせ るためだ とい う。 ＭＳ ｌ，１０，１８ ［１５８，

　　 １８－１５９，１］，ＫＳ　３６，１３［７９，２１－２２］。

４－３－３３－５． 北 の隅 にダ ンゴを置かな いのは， もし置 くと， 死が子孫 をつかまえ るこ

　　 ととな るので， それを避 けるため。 Ｍ Ｓ　１，１０，１８［１５９，１－２］，　ＫＳ　３６，１３［７９，

　　 ２２－８０，１］。

４－３－３３－６． 北 の隅に， 手 につ いてい る残 りをこす りつけるのは， それ によ って北 の

　　 方角 を満足 させ るため。Ｍ Ｓ　１，１０，１８［１５９，２］，　ＫＳ　３６，１３［８０，１－２］。

４－３－３３－７． 「ここで，祖霊達 よ，楽 しめ２８》」 という ｍａｎｔｒａを唱え るのは，「分け前

　　 どお りに食 べよ」 と言 うのであって， このよ うに して祖霊達 に与 えることによ っ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ノ

　 　 て ， 彼 等 を こ の 祭 式 か ら排 除 す る こ と が な い よ う に す る 。 ＳＢ　２，６，１，３６。

４－３－３４． 乳 や 水 を 清 め る た め の 草 の 束 （ｐａｖｉｔｒａ） を い れ た 水 瓶 の と こ ろ で 手 を 洗

　 　 う２９》こ と に 関 し て 。

４－３－３４－１． 水 ご 静 め の 手 段 （ｇａｎｔｉ），治 療 薬 の 等 置 に も と つ い て ， 祭 式 の 最 後 の こ ろ

　 　 で 静 め と治 療 が 行 な わ れ る と い う 。 Ｋ Ｂ　５，７ ［２１， １８－１９］，　Ｇ Ｂ　２， １，２５ ［１６２，

　 　 １４－１６３，２］。

４－３－３４－２．　 そ の 際 に ｒｃ３０）を 唱 え る の は ， 祝 福 （ｓｖａｓｔｙａｙａｎａ） を 与 え る た め 。　 Ｋ Ｂ

　 　 ５，７　［２１，１９］　（５，９，１１）。

２８） ＳＢ が こ こで前 提 と して いる ｍａｎｔｒａ は ＶＳ　２，３１，　ａ：ａｔｒａ　ｐｉｔａｒｏ　ｍａｄａｙａｄｈｖａｒＰ　ｙａｔｈａｂｈａ’

　 ｇａｍ　ａｖｒｓａｙａｄｈｖａｍ 「こ こで 祖霊 達 は分 け前 どお り に楽 しめ。 （飲物 を） つ げ」。　 　 －

２９） ＫＢ　５，７［２１，１８】（５，９，１０）ａｔｈａ　ｙａｔ　ｐａｖｉｔｒａｖａｔｉ　ｍａｒｊａｙａｎｔｅ．この テ キス トの解 釈 ｝こ関 して

　 ［ＣＡＬＡＮＤ　１９３２：３１０］を 参 照 。

３０） ＫＢ　５，７［２１，１９］（５，９，１１）ａｔｒａ　ｙａｄ　；ｃａｍ　ｊａｐａｎｔｉ， この 際 に 唱え る のが い か な る ；ｃで あ る

　 のか 不 明 。
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４－３－３５． ａｈａｖａｎｉｙａ祭火 の前 に立 って礼拝 を行 なうことに関 して。

４－３－３５－１． ＴＢ によると，　ａｈａｖａｎ了ｙａ祭火が ありなが ら， ほかの所 で献供を行な っ

　　 たので （１００４頁参照），その ことに関 して ａｈａｖａｎｉｙａ祭火 に許 しを請 うとい う。

　　 ＴＢ　１，６，９，７。

　　 ＳＢ によ ると，祭火を設置 した者 （ａｈｉｔａｇｎｉ）で，新月 ・満月祭を行な う者 は，神

　　 々に心を向 けてい るのであるが，今 ，祖霊 に対す る祭式 を行 なったので，その こ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ノ

　　 とに関 して神 々に許 しを請 う。ＳＢ　２，６，１，３７。

　　 ＫＢ によ ると，神 々を 満 足 させて おいて， 最 後 に神 々に 目的を告 げるという。

　　 ＫＢ　５，７［２１，１９－２１］（５，９，１３）３１）。

４－３－３５－２．　 その際， 息 が切れ るまで ｍａｎｔｒａを唱え るのは，　 Ａｇｎｉを目撃者 （ｕｐａ－

　　 ｄｒａ§ｔｒ）に して，気息 の端 にまで行 く，または，　Ａｇｎｉを目撃者 に して，祖霊達 を

　　 宥 あるという。Ｍ Ｓ　１，１０，１９［１５９，３－５］，　ＫＳ　３６，１３［８０，２－５］ノＴＢ　ｌ，６，９，８。

４－３－３５－３． その際 「みめ うるわ しき汝 を我 々は」３２）という ｍａｎｔｒａを唱え るのは・

　　 みめ うるわ しきもの 一気息 の等置に もとついて，自分 自身 の中に気息を置 くため

　　 とい う。ＴＢ ｌ，６，９，８－９。

４－３－３５－４． その際更 に 「ｌｎｄｒａよ，二頭 の黄色 い馬を繋げ」 と唱え るのは，気息を再

　　 び繋 ぐため とい う。ＴＢ ｌ，６，９，９。

４－３－３６． ９２ｒｈａｐａｔｙａ祭火の前 に立 って礼拝を行 な うことに関 して。

４－３－３６－１． ＴＢ によ ると，その際，「彼等 は食 べた。彼等 は楽 しんだ」３３）とい うｍａｎｔｒａ

　　 を唱え るのは，「彼等祖霊達 は食 べ，そ して 楽 しんだ。 そこで今汝 ｇａｒｈａｐａｔｙａ

　　 祭火 を我 々は礼拝 しよ う」 ということを言 うためという。ＴＢ ｌ，６，　９，　９。

４－３－３６－２． ＳＢ によ ると，その際，「今我 々は心 （ｍａｎａｓ）を呼び寄せ る」３４）と唱 える

　　 のは， 今祖霊祭 を行な ったので， 再 び生者の もとに戻 らね ばな らず， そのため

　 　 つ

３１） ＧＢ　２，１，２５［１６３，７－９］ｐｒｉｔｖａｉｖａ　ｔａｄ　ｄｅｖｅＳｖ　ａｎｔａｔｏ ‘ｒｄｈａｒＰ　ｃａｒａｎｔｉ・これ に対 応 す る ＫＢ　５，

　 ７［２１，２０－２１］（５，９，１３）の テキ ス トは ｐｒｉｔｖａｉｖａ　ｔａｄ　ｄｅｖｅＳｖ　ａｎｔａｔｏ　’ｒｔｈａｐＰ　ｖａｄａｎｔｅ。 この ＫＢ

　 の 読 み に従 って ＧＢ の ’ｒｄｈａｍ　ｃａｒａｎｔｉを ’ｒｔｈａｒｐ　ｖａｄａｎｔｅ　ＩＣ読 み替 え る こ とを提 案す る。

３２） ＴＢ が前 提 と して いる ｍａｎｔ由 は ＴＳ　１，８，５，　ｃ：ｓｕｓａｍｄ；９ａｍ　ｔｖａ　ｖａｙａｒｒｉ　ｍ ａｇｈａｖａｎ　ｍａｎｄｉ§・

　 ｉｍａｈｉ／ｐｒａ　ｎｔｉｎ盃ｒＰ　ｐｔｉｒｏａｖａｎｄｈｕｒａ　ｓｔｕｔ６　ｙａｓｉ　ｖａｇａｔｈ　ａｎｕ／ｙ６ｊゑ　ｎＶ　ｉｎｄｒａ　ｔｅ　ｈゑｒｉ〃 「みめ うるわ

　 しき汝 を， きま え よ き者 よ， 我 々は楽 しま せん 。 今 車 の座 席 を 満 た して称 え られ た る汝 は気 の

　 む くま ま に進 み 行 く。 今 ，Ｉｎｄｒａよ ，汝 の二 頭 の黄 色 い馬 を 繋 げ」。

３３） Ｔｓ　１，８，５，　ｄ：ａｋｓａｎｎ ゑｍｉｍａｄａｎｔａ　ｈｙ　ａｖａ　ｐｒｉｙき ａｄｈａ§ａｔａ／ゑｓｔｏ§ａｔａ　ｓｖａｂｈａｎａｖｏ　ｖｉｐｒａ

　 ｎａｖｉｓｔｈａｙａ　ｍａｔｆ／ｙ６ｊａ　ｎＶ　ｉｎｄｒａ　ｔｅ　ｈａｒｉ〃 「彼 等 は食 べ た 。 彼 等 は楽 しん だ 。 愛 しい者 達 はふ り

　 は ら った 。 自 ら輝 く詩 人達 は最 も新 しい 詩 想 によ って称 え られた 。 今 ， Ｉｎｄｒａ よ ， 汝 の二 頭

　 の 黄 色 い馬 を 繋 げ 」。 ａｖａ　ｐｒｉｙａ　ａｄｈａｓａｔａ 「愛 しい者 達 は ふ りは ら った 」 の 解 釈 に つ い て は

　 ＩＮＡＲＴＥＮ　１９Ｍ ：１５４］を 参 照 。

３４） ＶＳ　３，５３　ｍａｎｏ　ｎｖ　５　ｈｖａｍａｈｅ　ｎａｒａ§ａｌｈｓｅｎａ　ｓｔｏｍ６ｎａｌｐｉｔ魯 窪皿 ｃａ　ｍａｎｍａｂｈｉｂ〃 「ｉ我 々は今

　 心 を 呼 び寄 せ る ，Ｎａｒａｇａｍｓａに 捧 げ られ た賛 歌 によ って ，祖 霊 達 の祈 りによ って 」。
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　　 「我 々は生者の仲間 になかまい り しま しょう」 と唱える という。ＳＢ　２，６，１，３９。

４－３－３７． 太 陽を礼拝す ることに関 して。そ れ は 祖霊の世界 か ら神 々の世界 に進んで

　　 い くため。ＫＢ　５，７［２１，２１－２３］（５，９，１６－１９），　ＧＢ　２，１，２５［１６３，５－－７］。

４－３－３８． 一連の礼拝 が終わ って再 び祖霊祭のための祭場 に戻 るが，その際， 「Ｓｏｍａ

　　祭 を行 なった祖霊達 は楽 しんだ」３５）と唱 えるのは，「祖霊達 は楽 しんだ。さてお前

　　 の もとに戻 ろう」，また は 「彼等 は分 け前 ど お り に食 べた」 ということを言 うた

　　 めである。ＴＢ　ｌ，６，９，９／ｓＢ２，６，１，４０。

４－３－３９． 羊毛 （ｔｔｒ４ａ）または布のふ ち （ｄａＳａ）を ｖｅｄｉに置 くのは， 彼等 （祭宮達）

　　 が ここ祖霊祭の祭場 にはいって きた ことに対す る償 い （ｎｉｒａｖａｔｔｉ）であ るとされ

　　 る。Ｍ Ｓ　ｌ，１０，１９［１５９，５－６］，　ＫＳ３６，１３［８０，６－７］。

４－３－４０．　 ク ッシ ョン （ｋａＳｉｐｕ），敷物 （ｕｐａｂａｒｈａｐａ），アイ シャ ドウ （ａｆｉｊａｎａ），身体

　　 に塗 る油 （ａｂｈｙａｆｉｊａｎａ）を ｖｅｄｉに置 くのは， 分 け前どお りに彼等祖霊達 を満足

　　 させ るため。ＴＢ Ｉ，６，８，９。

４－３－４１． 「Ｓｏｍａ祭 を行 なった祖霊達 は去 れ」 という ｍａｎｔｒａ３６》を唱えるのは，祖霊

　　達 は生者 のもとにいつまで もいたが るかも しれないので，生者 と祖霊達を分ける

　　 ためである。Ｍ Ｓ　ｌ，１０，１９［１５９，６－７］，ＫＳ３６，１３［８０，５－６］。

４－３一４２－１． 水を撒 きな がら ｖｅｄｉの回 りを ま わ るのは， 祖霊達 を洗 うためであ る。

　　Ｍ Ｓ　１，１０，１９［１５９，７－８］，　ＫＳ　３６，１３［８０，７－８］，　ＴＢ　１，６，９，９，　ＳＢ　２，６，１，４１。

　　 または，そうす ることによって祖 霊達 を喜 ばせ ，そう知 るものは子孫や家畜に喜

　　 ぶ こととなる。ＴＢ Ｉ，６，９，１０。

４－３－４２－２． 水を撒 かず に ｖｅｄｉの回 りを逆回 りにまわ り， しか もその際，　Ｐｒａｊａｐａｔｉ

　　 に捧 げ られた ｍａｎｔｒａ３７♪を唱え るのは，祖霊祭を行な うものはあの世 に行 くこと

　　 にな るので， Ｐｒａｊ　ａｐａｔｉにあの世か ら連 れ出 して も らうためである。　Ｍ Ｓ　ｌ，１０，

　　 １９［１５９，８－１０］，ＫＳ　３６，１３［８０，８－９］。

３５） ＴＢ　ｌ，６，９，　９　ａｍｉｍａｄａｎｔａ　ｐｉｔａｒａｂ　ｓｏｍｙａｂ・ＳＢ の前 提 と して い る ｍａｎｔｒａは ＶＳ　２，３１，ｂ：

　ａｍｉｍａｄａｎｔａ　ｐｉｔａｒｏ　ｙａｔｈａｂｈａｇａｍ　ａｖｒＳａｙｉＳａｔａ 「祖 霊達 は分 け前 ど お りに楽 しん だ 。 （飲 物 を）

　つ い だ」。

３６） Ｍ ｓ　ｌ，１０，３［１４３，８－９］ｐａｒｅｔａｎａ　ｐｉｔａｒａｂ　ｓｏｍｙａｓｏ　ｇａｍｂｈｉｒ６ｂｈｉｈ　ｐａｔｈｉｂｈｉｈ　ｐｕｒｖ６ｂｈｉｈｌｄａｄ－

　ｈａｔｈａ　ｎｏ　ｄｒａｖｉｐａｍ　ｙゑｃ　ｃａ　ｂｈａｄｒａｍ　ｒａｙｆｌｐ　ｃａ　ｎａｈ　ｓａｒｖａｖｉｒａｍ　ｎｆｙａｃｈａｔａ〃 「Ｓｏｍａを 祭 った

　祖 霊 達 よ ，汝 らは 古 くか らあ る秘 め られ た道 を通 って 去 れ 。汝 らは我 々に 財 を 置 く， そ して め

　で た き もの を。 更 にわ れ わ れ に全 き勇 者 よ りな る富 み を与 え よ 」。ＫＳ　９，６［１０８，１８－１９］ｐａｒｅｔａ

　ｐｉｔａｒａｓ　ｓｏｍｙａｓｏ　ｇａｍｂｈ１ｒ６ｂｈｉｈ　ｐａｔｈｉｂｈｉｈ　ｐａｒｖｉη６ｂｈｉｈ／ｄａｔｔｖａｙ蕊ｓｍａｂｈｙａｒｐ　ｄｒａｖｉｐｅｈａ　ｂｈａｄｒａ卑

　 ｒａｙｉｒＰ　ｃａ　ｎａｓ　ｓａｒｖａｖｉｒａｒＰ　ｎｉｙａｃｃｈａｔａ〃 「… …我 々１こごこ でめ で た き財 を 与 えた あ とで ， … …」。

３７） Ｍ ｓ　２，６，１２［７２，４－５］ｐｒ傘 ｐａｔｅ　ｎゑ ｔｖゑｄ　ｅｔ宜ｎｙ　ａｎｙ６　ｖｆｓ’ｖａ　ｊａｔ£ｎｉ　Ｐゑｒｉ　ｔ２　ｂａｂｈｔｔｖａ／ｙゑｓｍａｉ

　 ｋゑｒＰ　ｊｕｈｕｍａｓ　ｔａｎ　ｎｏ　ａｓｔｕ／／「Ｐｒａｊ　ａｐａｔｉよ ，汝 以 外 に これ ら一 切 の被 造物 を囲 む者 は いな い 。

　 そ れを 求 め て我 々が献 供 を行 な う， そ れ がわ れ われ に与 え られ るよ うに」。
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永ノ尾　 ブラー フマナ文献 の祭式解釈

４－３－４３．　 帰命 （ｎａｍａｓ）の語を もつ ｍａｎｔｒａ３８）を唱えて祖霊達を礼 拝す ることに関 し

　　 て。

４－３－４３－１．　 た くし上げていた腰布を下げて３９）礼拝 するのは， 彼等祖霊達 を祭式 にふ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ノ

　 　 さ わ しい も の （ｙ勾 ｈｉｙａ）に す る た め 。　ＳＢ　２，６，１，４２。

４－３－４３－２． 六 回 礼 拝 す る の は ， 季 節 の 中 に 祭 式 を 安 定 さ せ る た め 。 ＳＢ　２，６，１，４２。

４－３－４３－３． 「祖 霊 達 よ ， 我 々 に 家 を 与 え よ 」４０）と唱 え る の は ， 家 を 支 配 して い る祖 霊

　 　 達 に願 望 を 述 べ る の で あ る 。 ＳＢ　２，６，１，４２。

４－３－４４．　 ａｎｕｙ司 ａ に 関 して 。

４－３－４４－１． 祭 雛 （ｂａｒｈｉｓ） に 対 す る ａｎｕｙ司ａ を 除 い て 二 つ の ａｎｕｙ司ａ を 行 な う の は ，

　 　 生 類 を 死 か ら放 す た め ， ま た は 生 類 を 祖 霊 達 の も と に 置 く こ と が な い よ う に と願

　 　 っ て で あ る 。 ＴＢ　１，６，９，１０／ＳＢ　２，６，１，４。

４－３－４４－２． 四 つ の ｐｒａｙ司ａ と二 つ の ａｎｕｙ司 ａ を 行 な う の は ，季 節 を 満 足 さ せ る た め 。

　 　 ＴＢ ｌ，６，９，１０。

４－３－４５． ｓａｋｔａｖａｋａ の 祭 文 を 唱 え る 際 に 祭 主 の 名 前 を 唱 え な い ， ま た は ， 祭 主 の 願

　 　 望 を 告 げ な い の は ， 祭 主 を 火 の な か に 投 げ 入 れ る こ と が な い よ う に す る た め 。

’　 Ｋ Ｂ　５
，７ ［２１，２３－２４］ （５，９，２０－２１），　Ｇ Ｂ　２，１，２５ ［１６２，１２－１３］。

４－３－４６・ ｐａｔｎ玉ｓａｒｐｙ両 ａ 献 供 を 行 な わ な い の は ， 祭 主 の 妻 を 守 る た め 。　 ＴＢ　ｌ，６，９，

　 　 １０，Ｋ Ｂ　５，７ ［２１，２４－２５］ （５，９，２２－２３），　Ｇ Ｂ　２，１，２５ ［１６２，１３－－１４］。

４－３－４７． 祖 霊 祭 の た め の 祭 場 か ら も と の祭 火 の 所 へ も ど る こ と に 関 し て 。

４－３－４７－１．　 そ の 際 ， 韻 律 ｐａｈｋｔｉか ら な る 祭 文 ４１）を 唱 え て も ど る が ， そ れ に つ い て ，

　 　 祭 式 一 五 層 （ｐａｈｋｔａ）の 等 置 に も と つ い て ，祖 霊 祭 を 行 な う こ と に よ っ て 祖 霊 達 の

　 　 も と に 行 な っ て い た 祭 式 と と も に も ど る た め で あ る と い う 。 Ｍ Ｓ ｌ，１０，１９ ［１５９，

　 　 １２－１３］，Ｋ Ｓ　３６，１３ ［８０，　ｌｌ－１２］。

４－３－４７－２．　 更 に 心 （ｍ ａｎａｓ） と い う語 を 伴 っ た ｍ ａｎｔｒａ４２）を 唱 え る の は 心 を 呼 び 戻

３８）
．ｖＳ　２・３２　ａ－ｆ・ｎａｍ・ｖａｌｌ・ｐｉｔ… ｒｄｓａｙ・〃・ａｍ・ｖ・ｂ・ｐｉｔ・ｒａｌｌ・９６§ａｙ・〃・ａｍ・ｖ・ｈ・ｐｉｔ… ｊｉ・ａｙ・〃　 ｎ“
ｍ・ｙ・ｌｌ・ｐｉｔ・・ａｂ ・ｖａｄｈａｙ・ｉ〃ｎａｍ・ ｖａｈ　ｐｉｔ… ｇｈ・・ａｙ・〃ｎａｍ・ｖ・ｈ　ｐｉｔ… ｍ・ｎｙａ・・ ｎａｍ。

　 ｖａｈ　Ｐｌｔａｒａｈ　ｐｉｔａｒｏ　ｎａｍｏ　ｖａｂ〃 「祖 霊 達 よ ，汝 らの エ ッセ ンス に帰 命 す 。祖 霊 達 よ ，汝 らの 乾　 き に帰 命 す
。祖 霊 達 よ ，汝 らの ｓｖａｄｈａに 帰命 す 。 祖霊 達 よ， 汝 らの 恐 ろ しさ に帰命 す 。 祖霊

　 達 よ， 汝 らの怒 り に帰 命す 。 汝 らに帰 命 す ，祖 霊 達 よ， 汝 らに帰 命 す」。３９） この 解 釈
につ い て ［ＥＧａ肌 ｒＮＧ　１９７２（１８８２）＝３６８】を 参照 。

４０） ＶＳ　２・３２・９：９ｒｈ２ｎ　ｎａｂ　ｐｉｔａｒｏ　ｄａｔｔａ　ｓａｔ６　ｖａｂ　ｐｉｔａｒｏ　ｄｅＳｍａ 「祖霊 達 よ，我 々に家 を 与 え よ 。　 祖 霊 達 よ
， 汝 らに在 る ものを 我 々は与 え よ う」。

４１）注 ３３に 挙 げ た ＴＳ　１，８，５，　ｄ と同 じ Ｍ Ｓ　１，１０，３ ［１４３，１２－１４］。

４２）注 ３４に挙 げ た ＶＳ　３，５３と 同 じ Ｍ Ｓ　１，１０，３［１４３，１５－１６］の ほ か に ［１４３，１７－１８］と ［１４３
，　 １９－１４４・り ・ａ　ｎａ・ｔ・　ｍａｎ・延 ｐＵｎａｈ　ｋ・ａｔ・・ ｄａｋＳａｙ・ ｊｉ・ｄＳ・ｌｊｙ６ｋ　ｃａ・的 ・ｒＰ・ｄｒξ・〃ｐＵｎ・・ｎ・ｈ

　 Ｐｌｔａ「ｏ　ｍａｎｏ　ｄａｄａｔｕ　ｄａｉｖｙｏ　ｊｉｎａｂ／ｊｉｖａｒｐ　ｖｒａｔａｔｈ　ＳａｃｅｍＶａｈｉ〃 「今 心 は再 び来 た れ ， 行為 の た め　 に
・巧 み さ の た め に， 生 き るた め に。 そ して 長 く太 陽 を 見 るた めに」 「祖 霊 達 よ ，天 の 人 は我　 々 に心 を 再 び与 え

よ 。命 あ る者 の掟 に我 々 は加 わ ろ う」。 これ ら同 じ三 つ の ｍａｎｔｒａを ＫＳ　９，６

　 ［１０９，ＩＯ－１５］が 伝 え る 。
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　　すため。Ｍ Ｓ　ｌ，１０，１９［１５９，１３］，　ＫＳ３６，１３［８０，１２－１３］。

４－３－４８． Ｒｕｄｒａに対す る一皿 の ｐｕｒｏｄａｇａに関 して。

４－３－４８－１． この供 物 が一皿で あることに関 して。 Ｍ Ｓ，　ＫＳ によると， 人 間 （？）

　　 （ｐｕｒｕｓａ）は複数 の皿 （ｋａｐａｌａ）によ っては得 られないので，一皿の供 物によ って

　　一度 にそれ （人 間） を得 るとい う （？）４３）。Ｍ Ｓ　ｌ，１０，２０［１５９，１６］，ＫＳ３６，１４

　　 ［８０，１７－１８］。

　　 また Ｍ Ｓはこの大地は一つ という主 張にもとつ いて，祭主 が この大地 に安定 す る

　　 ためともいう。ＭＳ　１，１０，２０［１５９，１６－１７］。

　　ＴＢ によると， 生類 に関 して分け前 を与えて一度 に Ｒｕｄｒａを宥 めるため という。

　　ＴＢ ｌ，６，１０，１。

　　ＳＢ によ ると， それ らの供物が唯一 の神 に捧 げ られるようにと考 えてである ＳＢ

　　 ２，６，２，３。

４－３－４８－２．　 この供 物を祭主 の家族構成員 と同 じ数だ け準備す るのは， 家族構成員一

　　 人一人 に関 して分 け前 を与 えて Ｒｕｄｒａを宥 めるため （ＫＳ），または，既 に生 まれ

　　 てい る子孫 のために Ｒｕｄｒａ達 を宥め るため （ＴＢ），または，彼等 を Ｒｕｄｒａの影

　　 響 （ｒｕｄｒｉｙａ）より解放 するため （ＳＢ）。　ＫＳ　３６，１４［８０，１６］，　ＴＢ　１，６，１０，１，　ＳＢ

　　 ２，６，２，４。

４－３－４８－３。　 この供物の数が更 に 家 族 構 成 員 の数 よ り一つ多いのは， 胎 児のために

　　 Ｒｕｄｒａを宥あ るため （ＫＳ），また は， これか ら生 まれて くるで あろう子孫 のため

　　 Ｒｕｄｒａ達を宥め るため， または， まだ生 まれていない子孫を Ｒｕｄｒａ の影響 よ

　　 り解放す るため （ＳＢ）。　ＫＳ　３６，１４［８０，１６－１７］，　ＴＢ　１，６，１０，１，　ＳＢ　２，６，２，４。

４－３－４９．　 この供物 を祭匙 の中に置 いたあ とで， 上 か らバ ター をかけるか どうかに関

　　 して，ＫＳ，　ＴＢ，　ＳＢ は， も しバタ ーをかけると Ｒｕｄｒａが家畜 を襲 うようにな る

　　 とい って ，これを禁止 するが，Ｍ Ｓはこの議論を否定 して，供物 な ら上か らバタ

　　 ーをかけ るべ しという。 ＭＳ　ｌ，１０，２０ ［１５９，１７－１９］，　ＫＳ３６，１４ ［８０，１８－２０］，

　　 ＴＢ　ｌ，６，１０，１，　ＳＢ ２，６，２，６。

４－３－５０． Ｒｕｄｒａ に対す るこの献供 は本来の祭場 を離れた ところで行 なわれるので，

そこに行 くまえ に， ｄａｋｓｉｐａｇｎｉ祭火か ら一本 のけむ って いる薪 を取 りだすが ，その

こ とに関 して。

４－３－５０－１．　 その祭火 か ら薪をまず西 の方 に取 りだす のは，Ｒｕｄｒａを入間世界 とは反

　　 対 の方 に運びだす ためであ る。 Ｍ Ｓ　ｌ，１０，２０［１６０，２］，ＫＳ３６，１４［８０，２１－２２］。

４３）ＭＳ　１，１０，２０［１５９，１６］ｎ義ｖａｆ　ｐｄｒｕＳａ転ｋａｐｉｌａｉｒ£ｐｙａ　ｅｋａｄｈａｆｖａｆｎａｍ　ａｐｎｏｔｉ．　ＫＳ　３６，１４

　 ［８０，１７－１８］皿ａｖａｉ　ｐｕｒｕＳａｒＰ　ｋａｐ夏ｌａｉｒ　ａｐｔｕｍ　ａｒｈａｔｙ　ｅｋａｄｈａｉｖａｉｎａｍ　ａｐｎｏｔｉ．
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４－３－５０－２．　 そ してその薪を北 の方 に運ぶのは， この方角 に Ｒｕｄｒａ 達 の家が ある，

　　 またはこの方角は Ｒｕｄｒａの方角 とい う主張に もとつ いて， 自分の家 または自分

　　 の方角 で Ｒｕｄｒａを宥 めるためであ るとす る。　ＫＳ　３６，１４［８０，２２－８１，１］，　ＴＢ　ｌ，

　　 ６，１０，２。

４－３－５１． Ｒｕｄｒａ に対す るこの献供 が行 なわれる場所 に行 く途 中で，一つの供物 をモ

　　 グラの穴 の中に投げ入れる。 それは 家 畜 のため に Ｒｕｄｒａ を宥 めるため （Ｍ Ｓ，

　　 ＫＳ）。 またはそ うす ることによって Ｒｕｄｒａ は家畜を殺 さないよ うにな る （ＴＢ，

　　 ＳＢ）。 さ らにまだ生 まれていない子孫 を Ｒｕｄｒａの影響よ り解放 するため （ＳＢ）。

　　 Ｍ Ｓ　ｌ，１０，２０［１６０，２－３］，ＫＳ　３６，１４［８１，１－２１，　ＴＢ　Ｉ，６，１０，２－３，　ＳＢ２，６，２，

　　 １０。

４－３－５２． Ｒｕｄｒａに対す る献供 に関 して。

４－３－５２－１． 十字路で行 なわれるのは， 十 字 路 に Ｒｕｄｒａ 達の家があるという主張 に

　　 もとつ いて，Ｒｕｄｒａを家 で宥め るため とい う。　Ｍ Ｓ　ｌ，１０，２０ ［１６０，４－５］，　ＫＳ

　　 ３６，１４［８１，２－３］。

４－３－５２－２． ｐａｒｐａ または ｐａｌａ§ａ（Ｂｕｔｅａ　ｆｒｏｎｄｏｓａ）の葉 は一本の葉柄 か ら三枚 の葉

　　 が出ていて，そのまんなかの葉 を用 いて献供 を行 な うことに関 して。Ｍ Ｓによる

　　 とそれは森 に属す るもの （ａｒａｐｙａ）によ って献供 を行な うことであ り，森 におい

　　 て Ｒｕｄｒａを宥 めることとな るという。　ＳＢ は，まんなかの葉 ＝＝　ｂｒａｈｍａｎの等置

　　 にもとづ き，ｂｒａｈｍａｎによって献供 を行 なうとす る。　Ｍ Ｓ，　ＫＳ によ ると， もし

　　 普通 の器 （ｐａｔｒａ）あるいは村 に属す るもの （ｇｒａｍｙａ）によ って献供を行な うと，

　　 Ｒｕｄｒａ を 家 畜 の もとに導 いて しま うことにな るとい う。ＴＢ はさらにまんなか

　　 でな く端 の葉を用いての献供の可能性 も許 し， それは最後 に Ｒｕｄｒａを宥 め るた

　　 め という。Ｍ Ｓ　１，１０，２０［１６０，７－９］，　ＫＳ　３６，１４［８１，５－７］，　ＴＢ　ｌ，６，１０，３，　ＳＢ

　　 ２，６，２，８。

４－３－５２－３． 献供 の際に 「Ｒｕｄｒａよ， これは汝 の分 け前な り。 妹 Ａｍｂｉｋａ とともに

　　 これを嘉納せよ」４４）と唱え るのは，Ａｍｂｉｋａとともに Ｒｕｄｒａを宥め るため （ＭＳ，

　　 ＫＳ），また は静 めるため （ＴＢ），または既 に生まれてい る生類 を Ｒｕｄｒａの影響よ

　　 り解放す るため。Ｍ Ｓ　ｌ，１０，２０［１６０，５－６］，ＫＳ３６，１４［８１，３－５］，ＴＢ　ｌ，６，１０，

　　 ３，ＳＢ　２，６，２，８０

４－３－５２－４． 献供 の後 に 「Ａｍｂａよ，我 々は Ｒｕｄｒａを宥めた」４５）という ｍａｎｔｒａを

　　 唱え ると， それによって負債 がないもの （ａｎｒｒｐａ）となる とい う。　Ｍ Ｓ　ｌ，１０，２０
’
４４）ＭＳ　１，１０，４［１４４，４－５］＝ＫＳ　９，７［１１０，１－２］＝＝ＴＳ　ｌ，８，６，　ｆ＝　ＶＳ　３，５７，　ａ：ｅＳａ　ｔｅ　ｒｕｄｒａ

　 ｂｈａｇａｓ　ｔａｒｖｌ　ｊｕｓａｓｖａ　ｓａｈａ　ｓｖａｓｒａｍｂｉｋａｙａ　ｓｖ直ｈａ〃．
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　　 ［１６０，９－１０］，ＫＳ　３６，１４［８１，７］。

４－３－５２－５．　 さ らに 「牛 に対す る， 馬 に対す る治療薬な り」４６）とい う ｍａｎｔｒａを唱え

　　 るの は，負債 がない状態 にな って， 治ｉ療薬を作 るため （Ｍ Ｓ，　ＫＳ），または村 の家

　　 畜すべて に対 して治療 薬を作 るため。Ｍ Ｓ　ｌ，１０，２０ ［１６０，　ＩＯ－１１］，　ＫＳ　３６，１４

　　 ［８１，７－８］，ＴＢ ｌ，６，１０，４。

４－３－５３．　 この献供の後で， 供物 の残 りをもって， 祭主 の家族 が献供 の行 なわれた火

の回 りを三回歩 きまわることに関 して。

４－３－５３－１．　 その際 「我 々は Ｔｒｙａｍｂａｋａを祭 る」４７）とい う ｍａｎｔｒａを唱 えるの は，

　　　「わた しは死 か らときはなたれよ う， しか し不死 か らは ときはなたれることがな

　　 いように」 とい うことを いうためである。ＴＢ　ｌ，６，１０，５，　ＳＢ２，６，２，１２。

４－３－５３－２． 結婚適令期 の祭 主の娘 も火 の周 りを 三回歩 くのは彼女 が 夫 を得 ることが

　　 で きるよ うにするためであ る。 Ｍ Ｓ　ｌ，　ｉＯ，２０［１６０，　ｌｌ－１２］，ＫＳ３６，１４［８１，８－

　　 １０］。

４－３－５３－３・ 歩 き ま わ り な が ら供 物 の 残 り を 上 に 投 げ て 再 び つ か む の は ，幸 運 （ｂｈａｇａ）

　 　 を つ か む た め で あ る。 Ｍ Ｓ　ｌ，１０，２０ ［１６０，１２－１３］，　Ｋ Ｓ ３６，１４ ［８１，１０］，ＴＢ ｌ，

　 　 ６，１０，５。

４－３－５３－４． 上 に投げて再びつかんだ 供物 の残 りを祭主 の掌 に置 くの は， 祭主 に幸運

　　 を得 させ るためである。Ｍ Ｓｌ，１０，２０［１６０，１３－１４］，ＫＳ３６，１４［８１，ｌｌ］。

４－３－５３－５．　 さ らにその供物 の残 りを 結婚適令期 の祭 主の娘の掌 にも置 くのは， 彼女

　　 に幸運を得させ るためで ある。Ｍ Ｓｌ，１０，２０［１６０，１４］，ＫＳ３６，１４［８１，ｌｌ－１２］。

４５） Ｍ ｓ　ｌ，１０，４ ［１４４，６－９１ゑｖａｍｂａ　ｒｕｄｒ白ｍ　ａｄｉｍａｈｙ　ａｖａ　ｄｅｖｉｍ　ｔｒｙａｍｂａｋａｍ ｌｙゑｔｈａ　ｎｏ

　 ｖゑｓｙａｓａｓ　ｋゑｒａｄ　ｙゑｔｈａ　ｎａｂξｒ６ｙａｓａｓ　ｋａｒａｔｌｙａｔｈａ　ｎｏ　ｂｈ６ｙａｓａｓ　ｋａｒａｄ　ｙａｔｈａ　ｎａｂ　ｐｒａｔａｒａｒｐ　ｔｉｒｓｄ

　 ｙａｔｈａ　ｎｏ　ｖｙａｖａｓａｙａｙａｔ〃 「Ａｍｂａよ ， 我 々 は Ｒｕｄｒａを宥 め た， 神 Ｔｒｙａｍｂａｋａを ， 彼 が我 々

　 を よ り豊 か に して くれ るよ う に， 彼 が我 々を よ り幸福 に して くれ る よ う に， 彼 が 我 々を よ り多

　 くに して くれ るよ うに， 彼 が我 々を よ り前 へ と導 い て くれ る よ うに ，彼 が 我 々を 固 く決 心 させ

　 て くれ る よ う に」。 ＫＳ　９，７「１１０，３－４］ ａｖａｍｂａ　ｒｕｄｒａｍ　ａｄｉｍａｈｙ　ａｖａ　ｄｅｖａｒＰ　ｔｒｙａｍｂａｋａｍ／

　 ｙ盃ｔｈａ　ｎｏ　ｖａｓｙａｓａｓ　ｋａｒａｄ　ｙａｔｈａ　ｎａ忌５ｒ６ｙａｓａｓ　ｋａｒａｄ　ｙゑｔｈａ　ｎｏ　ｖｙａｖａｓａｙａｙａｔ〃。

４６） Ｍ ｓ　１，１０，４ ［１４４，１０－１１］＝ Ｔｓ　１，８，６，９：ｂｈｅｓａｊａｒｐ　ｇａｖｅゑξｖａｙａ　ｐｔｉｒｕ§ａｙａ　ｂｈｅ§ａｊｉ　ｍ／ゑｔｈｏ

　 ａｓｍａｂｈｙａｒｐ　ｂｈｅＳａｊａｔｈ　ｓｔｉｂｈｅＳａｊａｒｐ　ｙａｔｈ£ｓａｔｉ　ｓｕｇａｒｐ　ｍｅＳｉｙａ　ｍｅ§ｙａｉ〃 「牛 に対 す る， 馬 に対 す

　 る治 療薬 な り。 人 間 に 対す る 治療 薬 な り。 更 に我 々に 対す る 治療 薬 な り， よ き治 療薬 な り。

　 牡 羊 に ，牝 羊 に よ き道 が あ る よ うに」。 ＫＳ　９，７ ［１１０，５－６］ ｂｈｅＳａｊａｒＰ　ｇａｖ６’９ｖａｙａ　ｐＵｒｕＳａｙａ

　 ｓｕｇａｒＰ　ｍａｓｉｙａ　ｍｅｓｙａｉ／ａｔｈｏ　ａｓｍａｂｈｙａｒｐ　ｂｈｅｓａｊａ・ｈ　ｓｔｆｂｈｅｓａｊａｒｐ　ｙａｔｈ５ｓａｔｉ〃 「牛 １こ対 す る，馬 に

　 対 す る 治療 薬 な り。 入 間 に対 す る 治療 薬 な り。牡 牛 に対 す る ，牝 羊 に対 す るよ き道 な り。 更 に

　 我 々に対 す る治療 薬 が あ る よ うに」。

４７） ＴＳ　１，８，６，　ｉ＝ＶＳ　３，６０，　ａ （＝ＲＶ　７，５９，１２）ｔｒｙａｍｂａｋａｍ　ｙａｊａｍａｈｅ　ｓｕｇゑｎｄｈ加 ｐｕ§ｔｉｖａｒｄ・

　 ｈａｎａｍ／ｕｒｖａｒｕｋａｍ　ｉｖａ　ｂａｎｄｈａｎａｎ　ｍｒｔｙ６ｒ　ｍｕｋ§ｉｙａ　ｍｉｍｔｔａｔ〃 「我 々 は Ｔｒｙａｍｂａｋａを 祭 る ，

　 匂 い よ き もの を， 繁 栄 を増 や して くれ る ものを 。 カ ボチ ャを茎 か ら （はな す ） よ うに， 私 は死

　 か らはな れ よ う， 不 死 か らはは なれ る こ とがな い よ う に」。
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４－３－５４． Ｒｕｄｒａ に対 して唱える ｍａｎｔｒａ４８）に関 して。

４－３－５４－１． 供物の残 りを籠 にいれて 「Ｒｕｄｒａよ， これ はお前の分け前 なり」　と唱

　　 えて木に掛 けるのは， Ｒｕｄｒａ に彼自身 の分 け前 （Ｍ Ｓ，　ＫＳ），または旅 の食料 を

　　 与えて去 らせ るためである。 Ｍ Ｓ　ｌ，１０，２０ ［１６０，１５－１６１，１］，　ＫＳ　３６，１４ ［８１，

　　 １２－１５］，ＴＢ　ｌ，６，１０，５，　ＳＢ ２，６，２，１７。

４－３－５４－２． 「Ｒｕｄｒａよ， これはお前の分け前 な り」 と唱え るのは，　Ｒｕｄｒａを宥 め る

　　 ためであ る。ＴＢ ｌ，６，１０，５。

４－３－５４－３． 「皮衣 を着 て」 と唱えるのは， Ｒｕｄｒａを眠 らせ るためで， 眠 った彼 はな

　　 に ものも損な うことがないか らであ る。ＳＢ　２，６，２」 ７。

４－３－５５．　 この献供 が終 わって再 び もとの祭場 に戻 ることに関 して。

４－３－５５－１，　 帰 るとき後 ろを振 り向かないのは，Ｒｕｄｒａ が後か らついてこないように

　　 す るためであ る。Ｍ Ｓ　ｌ，１０，２０［１６１，１－２］，ＫＳ３６，１４［８１，１５］，ＴＢ ｌ，６，１０，５。

４－３－５５－２． 帰路 ，家畜小屋 より遠 くの ところで （ｐａｒｏｇｏ§ｔｈａｍ）か らだを洗 うのは，

　　 そこで Ｒｕｄｒａを宥 めるためであ る。　ＭＳ　ｌ，１０，２０［１６１，２］。または，も とのｉ祭

　　 場 に戻 って来 てか ら，水 に触 れ るのは，静め る手段 である水 によって静 めるため

　　 である。ＳＢ　２，６，２，１８。

４－３－５６． 祭場 に帰 ってか らの祭火 の礼拝 に関 して。

４－３－５６－１． 「汝 は薪 な り。 願 わ くば， 我 々の栄 えん ことを」 と唱え るのは，Ｒｕｄｒａ

　　 を宥 めて繁栄に赴 くため であ る。ＫＳ　３６，１４［８１，１５－１６ユ。

４－３－５６－２， 「汝 は薪 な り。願 わ くば，我 々の ともに栄えん ことを」 と唱え るのは，願

　　 望を表明す るため。ＫＳ　３６，１４［８１，１６－１７１。

４－３－５６－３． 「汝 は光輝 （ｔｅｊａｓ）なり。 光輝 を我 に置け」 と唱え るのは，光輝 を自分自

　　 身の中にお くため。ＫＳ　３６，１４［８１，１７］。

４－３－５７． Ａｄｉｔｉに対す る ｃａｒｕの献供 に関 して。　 Ａｄｉｔｉ＝大地の等 置にもとつ いて，

　　 この大地 に安定す るため。Ｍ Ｓ　ｌ，１０，２０ ［１６１，４－６］，　ＫＳ　３６，１４ ［８１，１８－２１］，

　　 ＴＢ　１，６，１０，５，　ＧＢ　２，１，２５［１６３，１２－１３］。

４８） Ｍ ｓ　１，１０，４ ［１４４，１４－１５】ｒｕｄｒａｉｓゑ　ｔｅ　ｂｈａｇａｓ　ｔ６ｎａｖａｓ６ｎａ　ｐａｒ６　ｍ ｆｉｊａｖａｔ６　’ｔｉｈｉｌｐｆｎａｋａｈａｓｔａｂ

　 ｋ看ｔｔｉｖａｓａ　ａｖａｔａｔａｄｈａｎｖゑ〃 「Ｒｕｄｒａ よ ，こ れ は 汝 の 分 け 前 な り。そ れ を 旅 の 食 料 に して Ｍ Ｕｊ　ａｖａｔ

　 山 の か な た に 去 れ 。 棍 棒 を 手 に して ， 皮 衣 を ま と い ， 弓 を 緩 め て 」。 ＫＳ　９，７［１１０，９－１０１　ｅＳａ　ｔｅ

　 ｒｕｄｒａ　ｂｈＳｇａｓ　ｔ６ｎａｖａｓ６ｎａ　ｐａｒ６　ｍ両 ａｖａｔ６ ’ｔｉｈｉｌｋ重ｔｔｉｖａｓ鵠 ｐｉｎａｋａｈａｓｔ６ ，ｖａｔａｔａｄｈａｎｖａ〃．　Ｔ Ｓ　１，

　 ８，６，ｋ－１：ｃ§ａ　ｔｅ　ｒｕｄｒａ　ｂｈａｇゑｓ　ｔａＩｐ　ｊｕ各ａｓｖａ　ｔ６ｎａｖａｓ６ｎａ　ｐａｒ６　ｍ 向 ａｖａｔ６ ，ｔｉｈｉ／ａｖａｔａｔａｄｈａｎｖａ

　 ｐｉｎａｋａｈａｓｔａｂ　ｋ重ｔｔｉｖａｓａｂ〃 「Ｒｕｄｒａ よ こ れ は 汝 の 分 け 前 な り 。 そ れ を 嘉 納 せ よ 。 … … 」。　Ｖ Ｓ　３，

　 ６１ｅｔ乏ｔ　ｔｅ　ｒｕｄｒａｖａｓａｐＰ　ｔ６ｎａ　ｐａｒ６　ｍ “ｊａｖａｔ６ ，ｔｉｈｉ／査ｖａｔａｔａｄｈａｎｖａ　ｐｆｎａｋａｖａｓａｈ　ｋξｔｔｉｖａｓａ　ａｈｉ血 ｓａｎ

　 ｎａ樋 ｉｖ６ ’ｔｉｈｉ〃 「Ｒｕｄｒａ よ ， こ れ は 汝 の 旅 の 食 料 な り 。 … … 棍 棒 と 旅 の 食 料 を も って ， … … 我

　 々 に 害 を な す こ と な く優 し き汝 は 去 れ 」。
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４－３－５８． 最後に満．月祭を行な うのは， 整備 された祭式 （ｋｌｐｔａ　ｙａｊｆｉａ）によって最後

　　 に安定す るためであ る。ＳＢ　２，６，２，１９。

Ｂ． ま とめ

　 ｓａｋａｍｅｄｈａ祭 は二 日間 にわた って行 なわれる祭式であ る。 二 日目の午後 には更 に

祖霊祭 と Ｒｕｄｒａ神 に対す る Ｔｒｙａｍｂａｋａ祭 が行 なわれ る。本論 ３章 で扱 った各祭式

毎 の包括 的な解釈 において，３－４．の Ｓａｋａｍｅｄｈａ祭全体 の解釈に並んで ３－５．で は

Ｓａｋａｍｃｄｈａ祭 の中心的な献供であ る Ｍ ａｈａｈａｖｉｓに対 して， ３－６・では祖霊ｉ祭に対

して，また ３－－７．では Ｔｒｙａｍｂａｋａ祭 に対す る解釈 が別 々に与え られていた。上述の

４－３．では祖霊祭および Ｔｒｙａｍｂａｋａ祭 をも含 んだ Ｓａｋａｍｅｄｈａ祭 の個 々の祭式行為

に対す る解釈 を要約 したが， これか らそれ らを再検討 す るにあたり， ４－３．の全項 目

を三つ に，す なわ ち （１）Ｍａｈａｈａｖｉｓまでの部分 （４－３－１か ら ４－３－１３） と （ＩＩ）祖霊

祭 の部分 （４－３－１４ か ら ４－３－４７）そ して （ＩＩＩ）Ｔｒｙａｍｂａｋａ祭 の部分 （４－３－４８か ら

４－３－５８）に分 けて考察 してみたい。

Ｂ－Ｉ Ｓａｋａｍｅｄｈａ　ｉ祭の Ｍ ａｈａｈａｖｉｓまでに関 して

　 本論 ２章 の Ｃａｔｕｒｍａｓｙａ祭 を構成す る各祭式 の名称を列挙 しての Ｃａｔｕｒｍａｓｙａ祭

の解釈 において，２－１。では Ｓａｋａｍｅｄｈａ　１祭に対 して Ｖｒｔｒａ殺 し （Ｍ Ｓ，　ＫＳ，　ＳＢ）ま

たは祭主 の安定 （ＴＢ）とい う機 能 が付与 されていた。 この全体的解釈の うち Ｖｒｔｒａ

殺 しのテーマが ここの祭式行為 に対する解釈 において も前面 にでてい るよ うで ある。

神話 の世界 において Ｖｒｔｒａ殺 しは， 神 々の代表 である Ｉｎｄｒａの最大 のいさお しであ

るが， Ｂｒａｈｍａｐａ文献 における神話 の大 きな傾向 としての神 々の非個性化 の結 果 と

して，Ｉｎｄｒａ と Ｖｒｔｒａのいわば一騎討的戦 いは，神 々と Ａｓｕｒａ達 との全体的 な戦 い

へ と変質 させ られ， その結果 としての神 々と Ａｓｕｒａ達 との戦 いのモテ ィーフがこの

ｓａｋａｍｅｄｈａ祭 の解釈 において も用 い られてい る。

１． Ｖｒｔｒａ殺 し，または神 々と Ａｓｕｒａ達 との戦 いに関す る項 目に以下の ものがあ る。

Ｖｒｔｒａ殺 しの神話 にかかわ るもの ：４－３－１－１（Ｍ Ｓ，　ＫＳ，　ＳＢ），４－３－２－３ （ＳＢ），４－３－

３－２（ＳＢ），４－３－６－１（ＴＢ），４－３－６－２（ＳＢ），４－３－８（ＭＳ，　ＫＳ，　ＴＢ），４－３－９（ＳＢ）。［七項

目］

Ａｓｕｒａ との戦 いにかかわ るもの ：４－３－１－３（ＴＢ），４－３－１－５（ＴＢ），４－３－２－１（ＴＢ），４－

３－３－１（ＴＢ），４－３－３－４（Ｍ Ｓ），４－３－５－２（Ｍ Ｓ，　ＫＳ），４－３－－６－１（Ｍ Ｓ，　ＫＳ）。［七項 目］４９｝

Ｉｎｄｒａが Ｖｒｔｒａを殺す とい うこと，または神 々が Ａｓｕｒａ達 と戦 って勝利 を博す ると

４９）Ｖ；ｔｒａ殺 しのエピソー ドと神々とＡｓｕｒａ達の戦いのエ ピソードのうちＳＢは Ｖｒｔｒａ殺 しの

　 エピソー ドのみを解釈に用いている。ＴＢは一例を除いて主として Ａｓｕｒａ達との戦いのエピソ

　 ー ドを使い，ＭＳ，　ＫＳは双方に言及している。
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いう神話的事実は，現実世界 において祭主が彼の敵 対者 （ｂｈｒａｔｒｖｙａ）に勝つ とい う結

果 と結 びつ け られ る５０）。従 ってなん らかのかたちで敵対者 を苦 しめ るとい う項 目もこ

こに算入 してよいと思われ る ：４－３－２－２（ＴＢ），４－３－３－５（Ｍ Ｓ，　ＫＳ），４－３－４－３（ＴＢ），

４－３－５－２（ＫＳ，　ＴＢ）。 ［四項 目］

Ｉｎｄｒａ神 が祭主の もとに来 る ：４－３－３－１２ （ＴＢ），　Ｉｎｄｒａ 神 に呼びかける ：４－３－５－２

（ＭＳ，　ＫＳ；ＳＢ），勝利 のため ：４－３－６－３（Ｍ Ｓ，　ＫＳ），出陣のため ：４－３－１－２（Ｍ Ｓ，　ＫＳ）

もここに数え る。［四項 目］

２． ２－１，で ＴＢ は Ｓａｋａｍｅｄｈａ祭の機能 として祭主 の安定を説 き，３－５－２．で ＳＢ は

　 Ｍ ａｈａｈａｖｉｓに繁殖 と栄光 の獲得 とい う効果 を付 与 した。 このように祭主 に善 き状

　 態 を招来す るとい うことに関す る項 目と しては以 下の ものが ある。

一切の行為 が成就 ：４－３－１０（ＭＳ
，　ＫＳ，　ＴＢ，　ＳＢ），祭式の完全な成就 （ｓａｍｉＳｔｉ）と安定

（ｐｒａｔ域ｈｉｔｉ）のため ：４－３－３－１０（Ｍ Ｓ，　ＫＳ，　ＴＢ），　ｉ祭主 が栄え る ：４－３－６－４（ＴＢ），祭

主 を栄えさせ る ：４－３－３－９（ＫＢ），祭主 に分け前 を与 える ：４－３－５－４（ＴＢ），祭主が二

種 の栄養を摂取 ：４－３－３－３（ＳＢ），祭主 に子孫 が生 まれる ：４－３－１２－４ （Ｍ Ｓ，　ＫＳ），祭

主 が家畜 に富む ：４－３－３－８（ＴＢ），家畜 が栄養を摂取 ：４－３－－４－１（ＳＢ），祭主が家畜の

中に安定す る ：４－３－－３－　１　１（ＴＢ），星宿 （ｎａｋＳａｔｒａ）的 ｖｉｒ司 （注１２を参照） の獲得 ：４－

３－－１３（ＫＢ），不死性 （ａｍｒｔａｔｖａ）に触 れる ：４－３－１２－１（Ｍ Ｓ，　ＫＳ），　Ｎｉｒｒｔｉを遠 ざける

：４－３－５－３（Ｍ Ｓ，　ＫＳ）。 ［十三 項 目］

祭 主の妻 に関 して ：４－３－３－６（ＴＢ）。

３． 祭式 に関する項 目に以下の ものがあ る。

祭式の実現 ：４－３－３－７ （Ｍ Ｓ，　ＫＳ），祭式 の継続 ：４－３－３－１２ （ＭＳ，　ＫＳ），４－３－５－１

（ＫＢ，　ＧＢ），祭 式の目を排除 しない ：４－３－３－９（ＴＢ），　Ｓａｋａｍｅｄｈａ祭 の実現 ：４－３－４－１

（Ｍ Ｓ，　ＫＳ），４－－３４－２（Ｍ Ｓ，　ＫＳ），各献供 の継続 と三十 の献供 の実現 ：４－３－１１（Ｍ Ｓ，

ＫＳ）。［六項 目ユ

４， 諸神格 に関す るもの。

神 々を満足 させ る ：４－３－１－４（ＫＢ，　ＧＢ），太陽 を満足 させ る ：４－３－１０（ＫＢ，　ＧＢ），年

を取 り戻 す ：４－３－１２－２（ＭＳ，　ＫＳ），季節を年 の中に， 祭主を年の中 に入 れ る ：４－３－

１２－３（Ｍ Ｓ，　ＫＳ）。［四項 目］

　 Ｓａｋａｍｅｄｈａ祭 に対す る全体 的解釈 において Ｉｎｄｒａ神 によ る Ｖｒｔｒａ殺 しの神話的

モティー フが用い られて いたが， 個 々の祭式行為 に対す る解釈 もこの Ｖｒｔｒａ殺 しの

モティーフおよびそれに対応す る神 々の Ａｓｕｒａに対す る勝 利 のモテ ィーフによ って

５０） 例 え ば 上 の 躯 ３－２－３，４－３－３－２，４－３－３－４。
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主 と して行 なわれてい る。 そ して この二つ の神話的モテ ィーフは現実世界 に お い て

は， 祭主 による敵対者 の克服 と読 み替 え られ る。 祭主 によって克服 され るとい う敵

対者 （ｂｈｒａｔｒｖｙａ）が具体的 にどのよ うな存在であ り， 敵対者を克服す るとは具体的

にどのよ うな 出来事 を意味 しているのかは明確 ではないが， その曖昧 さを残 して，

ｓａｋａｍｅｄｈａ祭 に想定 され るであろ う機能 と して次 の ことを主張 したい。 つま り神話

的世界 におけ る Ｉｎｄｒａ によ る Ｖｒｔｒａ殺 し，または神 々による Ａｓｕｒａ達 の征服 に対

応 して， この祭式 を行な うことによ って現実世界において祭主 が彼の敵対者 を克服 し，

その結果 と して祭主 が現実世界 におけ る繁栄 を獲得 す ると。

Ｂ－ＩＩ 祖霊祭 に関 して

　Ｓａｋａｍｅｄｈａ祭 の二 日目の午後 に行 なわれる祖霊祭 の個 々の祭式行為に対応 する解

釈 は ４－３－－１４か ら４－３－４７においてなされた。 その結果 を更 に次の ようにま とめて み

る。祖霊祭で あるか らこの祭式 の主た る対象 は祖霊であ る。

１， 祖霊 にかかわ る項 目として以下の ものがある。

祖霊達 を満足 させ る ：４－３－１９－１（ＴＢ），４－３－２５－－２ （ＫＢ，　ＧＢ），４－３－３３－１ （ＫＢ），４－

３－４０（ＴＢ），４－３－４２－１（Ｍ Ｓ，　ＫＳ，　ＴＢ，　ＳＢ：洗 う）。 ［五項 目］

祖霊達 を宥 める ：４－３－３５－２ （ＴＢ）。 ［一項 目］

祖霊達 が来 るよ うに願 う ：４－３－１９－１（Ｍ Ｓ）。 ［一項 目］

祖霊達 を祭 る，あるいはそれに関連す る項 目 ：４－３－３３－２（ＫＳ），４－３－３３－４（Ｍ Ｓ，　ＫＳ），

４－３－３３－－７（ＳＢ），４－３－－４３－１（ＳＢ）。［四項 目］

家を支配 す る祖霊達への願 望 ：４－３－４３－３（ＳＢ）。［一項 目］

２． 祖霊達 は死者であ り，死 と深 くかかわ っている。そ こで祖霊達 を祭 ることによ っ

　 て，死 とのかかわ りを断つ。

生者 と祖 霊達 を分 ける ：４－３－４１（Ｍ Ｓ，　ＫＳ）。

祭主を死 か ら放す ：４－３－２１（ＴＢ）。

祭主が早死 せず，拠所 を失わない ：４－３－２０（ＴＢ）。

祭主 と Ｈｏｔｒ　ｉ祭官を死 か ら放す／守 る ：４－３－２３（Ｍ ｓ，　Ｋｓ／ＴＢ）。

祭主 の妻 を （死 か ら）守 る ：４－３－４６（ＴＢ，　ＫＢ，　ＧＢ）。

生類 を死か ら守 る ：４－３－２５－１（Ｍ Ｓ，　ＫＳ，　ＴＢ，　ＫＢ，　ＧＢ），４－３－４４－１（ＴＢ，　ＳＢ）。

祭主 を火 の中に投 げ込 まない ：４－３－２３（ＫＢ，　ＧＢ）。

祭主 の家畜 を火の中に投 げ込まない ：４－３－３２（ＫＢ，　ＧＢ）。［九項 目ユ

死 とのかかわ りを断 ち，順調 な生を全 うする。

祭主を生 かす ：４－３－２６－２（ＫＢ，　ＧＢ）。
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家 族 の 一 人 一 人 が 年 齢 順 に死 ぬ ：４－３－２４ （ＴＢ）。

祭 主 の 家 系 が 継 続 す る ：４－３－３３－３ （Ｍ Ｓ，　Ｋ Ｓ）。 ［三 項 目］

３， 祖 霊 祭 を 行 な う も の は こ の 世 か ら 出 ， あ の 世 に 行 く５１》。 従 っ て 再 び こ の 世 に 帰 ら

　 な け れ ば な ら な い 。

祭 主 が こ の 世 に 帰 っ て く る ：４－３－－１９－２ （Ｋ Ｓ）。

祭 主 が 生 者 の も と に 戻 る ：４－３－３６－２ （ＳＢ）。

Ｐｒａｊ　ａｐａｔｉに あ の 世 か ら連 れ 出 し て も ら う ：４－３－４２－２ （Ｍ Ｓ，　Ｋ Ｓ）。

祭 式 と と も に 戻 る ：４－３－４７－１ （Ｍ Ｓ，　Ｋ Ｓ）。 ［四 項 Ｅ］

　 次 の 解 釈 も こ の 項 目 に 入 れ る 。

ａｈａｖａｎｉｙａ 祭 火 の 前 で 息 が 切 れ る ま で ｍ ａｎｔｒａ を 唱 え て 礼 拝 を す る の は ，　Ａｇｎｉを 目

撃 者 と して 気 息 の 端 ま で 行 く こ と と さ れ た （４－３－３５－２）。 そ こ で そ の気 息 を 自 分 自 身

の 中 に 置 く ：４－３－３５－３ （Ｔ Ｂ）。

そ して そ の 気 息 を 再 び 繋 ぐ ：４－３－３５－４ （Ｔ Ｂ）。

祖 霊 祭 の 終 わ り に あ た り 再 び 心 （ｍ ａｎａｓ） を 呼 び 戻 す ： ４－３－４７－２ （Ｍ Ｓ，　Ｋ Ｓ）。 ［三

項 目 ］

４． 祖 霊 祭 は 神 々 に 対 す る 普 通 の 祭 式 と は 異 な る祭 式 で あ る ５２）。従 っ て 祖 霊 祭 と神 々

　 に 対 す る祭 式 を 区 別 す る 必 要 が あ る ：４－３－１７ （ＴＢ），４－３－１８ （ＴＢ），４－３－２７ （Ｍ Ｓ，

　 Ｋ Ｓ），４－３－３１ （ＴＢ）。 ［四 項 目 ］

祖 霊 祭 が 実 現 さ れ る ：４－３－１６－２ （Ｍ Ｓ，　Ｋ Ｓ）。 ［一 項 目 ］

祖 霊 祭 の 特 殊 性 に 関 連 す る 項 目 ：４－３－２９ （Ｍ ｓ，　Ｋ ｓ〆ＴＢＩＫ Ｂ，　ＧＢ＞， ４－３－３５－１ （Ｔ Ｂ，

ＳＢ），４－３－３６－１ （Ｔ Ｂ），４－３－３８ （ＴＢ，　ＳＢ），４－３－３９ （Ｍ Ｓ，　Ｋ Ｓ），４－－３－３７ （Ｋ Ｂ，　ＧＢ）。

［六 項 目］

５．　 こ の 祖 霊 祭 は神 々 に 対 す る 祭 式 の 一 つ の 基 本 形 （ｉ§の に 従 っ て 行 な わ れ る の で ，

　 祭 式 の 完 成 を 期 す 解 釈 も行 な わ れ る 。

祭 式 が 実 現 す る ：４－３－１４－３ （Ｍ Ｓ，　Ｋ Ｓ）。

祭 式 を 捕 え る ：４－３－３０ （Ｍ Ｓ）。

季 節 の 中 に祭 式 を 安 定 さ せ る ：４－３－４３－２ （ＳＢ）。

祭 式 と 人 間 の あ い だ を 塞 が な い ：４－３－２２ （ＴＢ）。

５１） ＫＳ　３６，１２［７８，２０－２１］ｅｔｉ・ｖａ・ｅ§ｏ’ｓｍａｌ　ｌｏｋａｄ　ｙａｈ　ｐｉｑｙａｊｆｉａｒＰ　Ｐａｒｙｅｔ量（４－３－１９－２ 及 び 注 ２７

　 を参 照 ）。 Ｍ Ｓ　ｌ， １０，　Ｉ　ｇ 「１５ｇ，８＿ｇ］　ａｍＵｒｐ　ｖａ　ｅｔ６　ｌｏｋａｒｐ　ｎｉｇａｃｈａｎｔｉ　ｙ６　ｐｉｔζｙ勾ｈ６ｎａ　ｃａｒａｎｔｉ

　 「祖霊 祭 を行 な う もの はあ の世 に赴 く」。ＫＳ　３６，１３「８０，８－９］ａｍｕｒｐ　ｖａ　ｅｔｅ　ｌｏｋａｒｐ　ｎｉｇａｃｃｈａｎｔｉ

　 ｙｅ　ｐｉｔ；ｙａｊ　ｆｉａｍ　ｕｐａｙａｎｔｉ（４－３－４２－２を参 照 ）。

５２） 祖霊 祭 を 神 々へ の祭 式 と区別 す る もの に次 の よ うな もの があ る ：例 えば ，祭 綬 を右 肩 か ら左

　 脇 に掛 け る，南 の方 向 が強 調 さ れ る， 神 々へ の祭 式 で は 時 計 回 りで行 なわ れ る もの が逆 に行 な

　 わ れ る ，神 々の祭 式 で三 度 繰 り返 され る もの が一 度 だ け 行 なわ れ る ， な どで あ る。
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祭式の二 つの目を排除 しな い ：４－３－－２６－１（ＴＢ）。

祭式を妨 げる Ｒａｋ§ａｓ達 を追 い払 う ：４－３－２１（ＴＢ）。

祭 式の完成 （ｓａｍｉＳｔｉ）と安定 （ｐｒａｔｉＳｔｈｉｔｉ）：４－３－２８（Ｍ Ｓ，　ＫＳ）。 ［七項 目］

６・　 この祖霊祭 に特徴 的な ことは，年や季節 などの いろいろな時間の単位 を満足 させ

　 るとい う Ｍ Ｓ，　ＫＳ，　ＴＢ の解釈であ る。

一年を満足 させ る ：４－３－１４－１（ＴＢ）
。

一年の夜を満足 させ る ：４－３－－１５－２（Ｍ Ｓ
，　ＫＳ）。

季節 を満足 させ る ：４－３－１４－２（Ｍ Ｓ，　ＫＳ），４－３－１９－－２（ＴＢ），４－３－４４－２（ＴＢ）。

季節が栄 える ：４－－３－１５－１（ＴＢ）。

月 々を満足 させ る ：４－３－１５－１（ＴＢ）。

半月 を満足 させ る ：４－３－１６－１（ＴＢ）。［八項 目］

７． 更 に次 のような項 目があ る。

神 々を満足 させ， 目的を告 げる ：４－３－３５－１（ＫＢ）。

北の方角 を満足 させ る ：４－３－３３－６（Ｍ Ｓ，　ＫＳ）。

治療 が行 なわれ る ：４－３－３４－１（ＫＢ，　ＧＢ）。

祝福 のため ：４－３－３４－２（ＫＢ）。

　祖霊祭 の個 々の祭式行為 に対す る解釈 を更 に上のよ うに要約 してみたが，それに も

とづき祖霊祭 に付与 される機能 と して次 の ことを主張 したい。つま り祖霊祭を行な う

ことによって祖 霊達 を満足 させ （要約 １．）， 更 に早死 などの死 とのかかわ りを断 ち，

順調 な生を全 うす ることがで きる （要約 ２．） と。要約３．・４．・５、は祭式 として の祖霊祭 の

特異性 に関係す るもので，祖霊祭の機能 を考 える今，度外視 してよい。年や季節な ど

いろいろな時間の単位を祖霊祭によ って満足 させ る （要約 ６．） とい う解釈の意味確定

は留保 して おき，祖霊祭 に対す る解釈 の特異点 として注意 を促 してお くにとどめ る。

Ｂ－ＩＩＩ　Ｔｒｙａｍｂａｋａ祭 に関 して

　Ｓａｋａｍｅｄｈａ 祭 の二 日目の午後， 祖 霊 祭のあ とで行なわれ る Ｒｕｄｒａ 神 に対す る

Ｔｒｙａｍｂａｋａ　ｉ祭の個々の祭式行為 に対す る解釈 は ４－３－４８か ら ４－３－５８で示 した。 そ

の結果 を要約す ると次 のようにな る。

１． 恐 ろ しい神 Ｒｕｄｒａを宥 め，その神 との関係 をできるだ け避 けよ うとす る。

Ｒｕｄｒａ神を宥め る （ｎｉｒ－ａｖａ－ｄａ）：４－３－４８－１（ＴＢ：生類 に関 して）， ４－３－４８－２（ＫＳ＝

家族一人一 人 に関 して ；ＴＢ：既 に生 まれて いる子孫 に関 して），４－３－４８－３（ＫＳ：胎児

に関 して ；ＴＢ：将来生 まれて くる子孫 に関 して）， ４－３－５０－－２ （ＫＳ：Ｒｕｄｒａ の家で；

ＴＢ：Ｒｕｄｒａ の方角で），４－３－５１（Ｍ Ｓ，　ＫＳ：家畜 に関 して），４－３－５２－１（Ｍ Ｓ，　ＫＳ：
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Ｒｕｄｒａの家で），４－３－５３－２（Ｍ Ｓ：森で ；ＴＢ），４ｒ３－５２－３（Ｍ Ｓ，　ＫＳ），４－３－５４－２（ＴＢ），

４－３－５５－２（Ｍ Ｓ）。［十項 目］

唯一の神 に供物 を捧げ る ：４－３－４８－・１（ＳＢ＞。　Ｒｕｄｒａ神 を静め る （９ａｍ－）：４－３－５２－３

（ＴＢ），４－３－５５－２（ＳＢ）。［二項 目］

Ｒｕｄｒａの影 響よ り解放す る （ｒｕｄｒｉｙａｔ　ｐｒａ－ｍＵｃ）：４－３－４８－２，４－３－５２－３（ＳＢ：既 に生

まれてい る子孫 を）， ４－３－４８－３，４－３－５１ （ＳＢ：まだ生 まれ ていな い子孫 に関 して）。

［四項 目］

Ｒｕｄｒａがつ いて来 ないよ うに ：４－３－５５－１（Ｍ Ｓ，　ＫＳ，　ＴＢ）。

Ｒｕｄｒａを人間世界 と反対 の方へ運びだす ：４－－３－一一５０－１（Ｍ Ｓ，　ＫＳ）。

災 をもた らさぬ よう，Ｒｕｄｒａを眠 らせ る ：４－３－５４－３（ＳＢ）。

Ｒｕｄｒａに分 け前を与えて去 らせ る ：４－３－５４－１（ＭＳ，　ＫＳ，　ＴＢ，　ＳＢ）。

Ｒｕｄｒａ が家畜 に災を もた らさないように ：４－３－４９ （ＫＳ，　ＴＢ，　ＳＢ），４－３－５１（ＴＢ），

４－３－５２－２（Ｍ Ｓ，　ＫＳ）。［三項 目］

２． 恐 ろ しい神 Ｒｕｄｒａを宥めて，祭主 によいことがお こる。

Ｒｕｄｒａを宥 めて繁栄 に至 る ：４－３－５６－１（ＫＳ）。

繁栄を求 めての願望 の表明 ：４－３－５６－２（ＫＳ）。

祭主が幸運 （ｂｈａｇａ）をつかむ ：４－－３－５３－３（Ｍ Ｓ，　ＫＳ，　ＴＢ）。

祭主 に幸運を得 させ る ：４－３－５３－４（Ｍ Ｓ，　ＫＳ）。

祭主 が光輝 （ｔｅｊａｓ）を 自分 自身の中に置 く ：４－３－５６－３（ＫＳ）。

祭主が大地で安定す る 二４－３－４８－１（Ｍ Ｓ），４－３－５７（Ｍ Ｓ，　ＫＳ，　ＴＢ，　ＧＢ）。［二項 目ユ

整備 された祭式 （ｋｌｐｔａ　ｙ勾触 ）により祭主 が安定 する ：４－３－５８（ＳＢ）。

祭主が負債を持たない もの （ａｎｒｐａ）とな る ：４－－３－５２－４（Ｍ Ｓ，　ＫＳ）。

祭主 は死か ら解放 され，不死を得 る ：４－３－５３－１（ＴＢ，　ＳＢ）。

一度 に人闇 （ｐｕｒｕＳａ）を得 る （？）：４－３－３８－１（Ｍ Ｓ
，　ＫＳ）。

治療薬 が作 られ る ：４－３－５２－５（ＭＳ，　ＫＳ；ＴＢ： ：家畜のため）。　 　 　 　　 　 　 魅

祭 主の娘 が夫 を得 る ：４－３－５３－２（Ｍ Ｓ，　ＫＳ）。

祭主の娘 に幸運 （ｂｈａｇａ）を得 させる ：４－３－５３－５（Ｍ Ｓ，　ＫＳ）。

３． ｂｒａｈｍａｎ （祭式 に内在す る呪力） による献供 ：４－３－５２－２（ＳＢ）。

　 上にま とめた三十八項 目の うちの大半を しめ る二十四項 目が恐ろ しい神 Ｒｕｄｒａ を

宥 め，彼 とのかかわ りを断 とうとす る配慮 につ いやされて いる。祭主の家族 の一人一

人 に対 して，更 には将来生 まれ るであろ う子孫 に対 して，そ して祭主 の家畜 に対 して

Ｒｕｄｒａ神が もた らすであろう災を， この祭式 によ って彼を宥め ることによって， 防
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ぎ，遠 ざけ，その結果祭主 は災のない生活 を送 ることができ るというのが， この祭式

に対 して想定 された機能 であろ う。

４－４．　 Ｓｕｎａｓｌｒｌｙａ祭 の個 々の祭式規定 に関 して

Ａ． 分 析

４－４－１． Ｉｎｄｒａ　９ｕｎａｓｉｒａに対す る十二皿 の ｐｕｒｏｄａＳａに関 して，ＴＢは Ｉｎｄｒａ　６ｕｎａｓｉｒａ

　　 －一年 の等置 にもとづ き一年 によって祭 主のために食物を獲得す るためといい，

　　ＧＢ は同様 の Ｓｕｎａｓｉｒａ　＝＝　一年の等 置に もとづ き，一年 を満足 させ るため といい，

　　 ＫＢ は Ｓｕｎａｓｉｒａ （双数）一静め （ｓａｎｔｉ）および治療薬 の等置 にもとづ き， 最後 に

　　 静 めと治療薬 が祭式 に施 され るとい う。 ＴＢ　１，７，１，１，　ＧＢ　２，１，２６［１６４，６－７］，

　　 ＫＢ　５，８［２２，１２－１４］（５，１０，４－６）。

４－４－２． Ｖａｙｕ に対す る ミル ク （ｐａｙａｓ）に関 して。

４－４－２－１． 供物が ミルクで あるのは，生 まれたばかりの生類 は ミルクを求め るとい う

　　 主張 に もとつ いて， 「生 まれた子孫 が勝利 を博 した私を栄光 （§ｒｉ）のため， 名声

　　 （ｙａｇａｓ）のため，食物 のために喜んで求 め るよ うに」と望ん でであ る。　ＳＢ　２，６，３，６。

４－４－２－２． 祭神が Ｖａｙｕ （風 の神） であ ることに関 して，　ＴＢ は，　ｖａｙｕ は雨を与え

　　 るもの とい う主 張 にもとついて，Ｖａｙｕが 祭 主 に雨 を与 えることとな るといい，

　　 ＫＢ，　ＧＢは ｖａｙｕ一気息 （ｐｒ鋤 ａ）の等置 にもとついて，気 息を満足 させ るため と

　　 いう。ＴＢ　ｌ，７，１，１，　ＫＢ　５，８［２２，１４ユ（５，１０，１７－１９），　ＧＢ　２，１，２６［１６４，５－６］。

４－４－３． Ｓｕｒｙａ （太陽の神） に関す る一皿の ｐｕｒｏｄａＳａ に関 して，　ＴＢ は，　Ｓｕｒｙａに

　　 よ りこの世界では雨 が抑え られ るとい う主張 にもとつ いて，ＳＵｒｙａが祭主 のため

　　 に雨 を抑制す るといい，ＳＢ は，「これ （ＳＵｒｙａ）が勝利を博 した私に満足 して良 い

　　 ことに （ｓａｄｈｕ）よって守 り，良 いこ との中 に私を置 くよ うに」願 ってであ るとい

　　 い， ＫＢ，　ＧＢ は ＳＵｒｙａを満足 させ るためという。　ＴＢ　１，７，１，１，　ＳＢ　２，６，３，８，

　　 ＫＢ　５，８［２２，１５］（５，１０，２０－２２），　ＧＢ　２，１，２６［１６４，７－８］。

４－４－４． 祭式 の報酬 （ｄａｋ§ｉｒｐａ）に関 して。　ＴＢ によると十二頭 の牛 に繋 がれた梨 が報

　　 酬で，それは繁栄 （ｓａｍｒｄｄｈｉ）のため とされ る。また ＳＢ によると白い馬または

　　 白い牛 とされ，ＫＢ，　ＧＢ によると白い牝牛 とされ， ともに太陽 の形 （ｒＵｐａ）を実

　　 現す るため とされ る。ＴＢ　ｌ，７，１，２，　ＳＢ２，６，３，９，　ＫＢ５，８［２２，１５－－１６］（５，１０，

　　 ２３－２５），ＧＢ　２，１，２６［１６４，８－９］Ｑ

Ｂ． ま とめ

　 Ｓａｋａｍｃｄｈａ祭 の第四で，最後 の構ｉ成要素であ る Ｓｕｎａｓｉｒｌｙａ　ｉ祭の解釈 は Ｍ Ｓ，　ＫＳ

を除 く中層， 新層の Ｂｒａｈｍａｐａ文献， すなわ ち ＴＢ，　ＳＢ，　ＫＢ，　ＧＢ によって ごく簡
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潔 に行 なわれている。 それを次の三つ の項 目に要約 してみ る。

１， 祭主 に望 ま しい結果 を招来す る。

一年によ って祭主のため食物を獲得す る ：４－４ －１（ＴＢ）。

生 まれた子孫 が勝利を博 した祭主を栄光 （Ｓｒｉ），名声 （ｙａｇａｓ），食物 のために求 める ：

４－４－２－１（ＳＢ）ｏ

風 （Ｖａｙｕ）が祭主 に雨を与 える ：４－４－２－２（ＴＢ）。

太陽 （Ｓｔｔｒｙａ）が祭主のたあ雨 を抑制す る ：４－４－３（ＴＢ）。

ＳＵｒｙａが勝利を博 した祭主 に満足 し， 良い こと （ｓａｄｈｕ）で守 り， 良 いことの中に祭

主 を置 く ：４－４－３（ＳＢ）。

繁栄 のため ：４－４－４（ＴＢ）。

２． 諸神格 を満足させ る。

一年 を満足 させ る ：４－４－１（ＧＢ）
。

気 息を満足 させ る ：４－４－２－２（ＫＢ，　ＧＢ）。

太 陽を満足 させ る ：４－４－３（ＫＢ，　ＧＢ）。

太陽の形 （ｒＵｐａ）を実現す る （ＳＢ，　ＫＢ，　ＧＢ）。

３．　 静め と治療薬が祭式に施 される ：４－４－１（ＫＢ）。

　 Ｓｕｎ瓦ｓｉｒｉｙａ祭 の個 々の祭式行 為に対す る解釈は四つの Ｂｒａｈｍａｐａ文献 によって ご

く簡単 に与え られて いる。 各 Ｂｒａｈｍａｐａ 文献が Ｓｕｎａｓｉｒｉｙａ 祭に想定 する機能 は，

項 目が少 ないゆえに，各文献 ごとにニュア ンスの差がかな りよ くわか る。ＴＢ は適切

な雨 による食物の獲得 を基礎 と した繁栄 と即物的 に表現 している。 ＳＢ は食物 のほか

に栄光 （Ｓｒｉ），名声 （ｙａＳａｓ），良い こと （ｓａｄｈｕ）な どと，求 め る対象を ＴＢ よ りは抽象

的に表現 している。ＫＢ，　ＧＢ は一年や気 息や太 陽な どの神格 を満足 させ，静め と治療

薬が祭 式に施 されると祭式 中心 的な解釈が施 されている。 これ らの表現を無理であ る

か も しれないが，適切 な自然の運行によ る食料 の確保 と繁栄 を得 る，と言 い換えてみ る。

結 論

１．　 本論第 ４節 の ま とめ

　 このよ うに多 くの紙数を費や して，４－１において ＶａｉＳｖａｄｅｖａ　Ａの，４－２において

Ｖａｒｕｐａｐｒａｇｈａｓａ祭の，４－３において Ｓａｋａｍｅｄｈａ祭 の， ４－４において Ｓｕｎａｓｌｒｌｙａ

祭 の個 々の祭式行為 に対す る解釈 を要約 し，その分析 にもとついてそれぞれの祭式 に
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どのよ うな機能が想定 されているかをみて きた。 その結果 を ここで まとめてみると次

のようにな る。

　４－１． Ｖａｉ６ｖａｄｅｖａ祭 ：子孫 と家畜の誕生 と，豊かな食料によ る成 長を基礎 とした

祭主 の安定 した繁栄。

　４－２． Ｖａｒｕｐａｐｒａｇｈａｓａ祭 ：恐 ろ しい神 Ｖａｒｕｐａを宥め， 満足 させ，悪 しき状態

を除 き，善 き状態 を得 る。適切な雨によ り食料が確保 され，社会 秩序 が保 たれ る。

４－３． （１）Ｓａｋａｍｅｄｈａ祭 （Ｍ ａｈａｈａｖｉｓ献供まで）：神話世界 における Ｉｎｄｒａ によ

る Ｖｒｔｒａ殺 し，また は神 々による Ａｓｕｒａ達 の征服に対応 して， 現実世界 において祭

主が彼の敵対者 を克服 し，その結果 と して祭主 が現実世界 における繁栄を獲得 する。

　 （ＩＩ）祖霊祭 ：祖霊達 を満足 させ，早死 などの死 とのかかわ りを断 ち，順調な生 を全

うす ることができる。そ して一年や季節などの時間の単位 を満足 させ る。

　 （ＩＩＩ）Ｔｒｙａｍｂａｋａ祭 ：恐 ろ しい神 Ｒｕｄｒａを宥 め る こ とによって， 彼が もた らす

であろ う災を防ぎ，遠 ざけ，その結果 として祭主は災 のない生活を送 る。

　 ４－４． Ｓｕｎａｓｉｒｉｙａ祭 ：適切な自然 の運行 による食料 の確保 と繁栄 の獲得。

　 各祭式 の個 々の行 為に対す る解釈の中には，それ ら祭式 そのものを完成させ る，ま

たは実現 させ る，そ してそれぞれ の祭式 に際 して祭 られ る諸神格を満足 させ るなどの

共通 した項 目もあるが （４－１の要約 ６，４－２の要約 ９，４－３（１）の要約 ３，４，４－３（ＩＩ）

の要約 ４，５，４－３（ＩＩＩ）の要約 ３，４４ の要約 ２，３），各祭式 の解釈を通 観 してみると，

各祭式毎 に置かれる重点が明瞭 に異 なってい るのがみて とれ る。各祭式 の解釈の中心

になって いる神格 と彼 に結びつけ られたエ ピソー ドを み て み る と次 のよ うにな る。

４－１の ＶａｉＳｖａｄｅｖａ祭 においては Ｐｒａｊａｐａｔｉと彼 による生 類の創造 ，４－２の Ｖａｒｕｐ－

ａｐｒａｇｈａｓａ祭 においては Ｖａｒｕｐａと彼 の宥和，４－３（１）の Ｓａｋａｍｅｄｈａ祭で は Ｉｎｄｒａ

の Ｖｒｔｒａ殺 し， また は神 々による Ａｓｕｒａ達の征服，４－３（ＩＩ）の祖霊祭では祖霊達 の

宥 和， ４－３（ＩＩＩ）の Ｔｒｙａｍｂａｋａ祭では Ｒｕｄｒａの宥和 と中心的話題がすべて異 なっ

てい る。更 に Ｖａｉ§ｖａｄｅｖａ祭 の解釈 の中心的存在 で あ る Ｐｒａｊ　ａｐａｔｉが Ｖａｒｕ４ａｐｒａｇ－

ｈａｓａ祭 や Ｓａｋａｍｅｄｈａ祭や Ｔｒｙａｍｂａｋａ祭 においてそれぞれの祭式 の解釈の中心 と

なってい る Ｖａｒｕｐａ，　Ｉｎｄｒａ，　Ｒｕｄｒａな どと並んで同等 に扱われ ることもない。 この

事情 は他の神格 の他 の祭式の解釈 の際 にも同様である。

２． Ｈｅｅｓｔｅｒｍａｎ と Ｔｈｉｔｅの解 釈 に つ い て

　Ｃ義ｔｕｒｍａｓｙａ祭を構成する各祭式が，構成要素として同格であるので，それ ら各祭

式の解釈において登場する神格も，そ して解釈の結果として各祭式に想定された機能
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も同格に扱 わねばな らないであ ろう。

　Ｈｅｅｓｔｅｒｍａｎは ＲａｊａｓＵｙａ　Ａ の構成要素 として の Ｃａｔｕｒｍａｓｙａ祭 の解釈 に際 して

Ｖａｒｕｐａｐｒａｇｈａｓａ祭 の中心的な テーマであ る Ｖａｒｕｐａの枷 か らの解放 と，　 Ｓａｋａｍｅ－

ｄｈａ祭 におけ る Ｉｎｄｒａによ る Ｖｒｔｒａ殺 しを ＶａｉＳｖａｄｅｖａ祭 の中心的 テーマであ る誕

生の観念 と結 びつけて いるが ［ＨＥＥｓＴＥＲＭＡＮ　１９５７：２８］，その操作はＶａｒｕｐａｐｒａｇｈａｓａ

祭，及び Ｓａｋａｍｅｄｈａ祭 の解釈 の背景にある観念世界を余 りに狭 い要素へ と還元 して

しま っていることになる。従 ってこの還元 的操作 にもとつ く彼の ｃａｔｕｒｍａｓｙａ祭全体

の解 釈 ：Ｔｈｅ　ｃａｔｕｒｍａｓｙａｓ　ｃａｎ　’ｔｈｅｒｅｆ（）ｒｅ　ｂｅ　ｓｕｍｍｅｄ　ｕｐ　ａｓ　ｔｈｅ　ｒｉｔｕａｌ　ｅｖｏｃａｔｉｏｎ

ｏｆ　ｔｈｅ　ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　ｐｒｏｃｃｓｓ　ｏｆ　ｍａｔｕｒｉｎｇ　ａｎｄ　ｂｉｒｔｈ　ｉｎ　ｔｈｅ　ｖｅｇｅｔａｂｌｃ，　ａｎｉｍａｌ　ａｎｄ

ｈｕｍａｎ　ｓｐｈｅｒｅｓ　ｔｈｒｏｕｇｈ　ｔｈｅ　ｙｅａｒ．は，　 Ｃａｔｕｒｍａｓｙａ祭 の解釈 の 観念の世 界を余 り

に小 さ く凝縮 しすぎているように思え る。

　Ｔｈｉｔｅ は Ｃａｔｕｒｍａｓｙａ 祭 の解釈を要約 して 次 の よ うに主張 する ：Ｔｈｅ　ｏｒｉｇｉｎａｌ

ｎａｔｕｒｅ　ｏｆ　ｔｈｅ　Ｃａｔｕｒｍａｓｙａ－ｓａｃｒｉｆｉｃｅｓ　ｍｕｓｔ　ｈａｖｅ　ｂｅｅｎ‘‘ａ　ｃｕｒｉｎｇ　ｍａｇｉｃ”ｐｅｒｆｉ）ｒｍｅｄ

ｂｙ　ｔｈｃ‘‘ｍａｓｓｅｓ”． ［ＴＨＩＴＥ　１９７５：７６］Ｃａｔｕｒｍａｓｙａ祭全体 の解釈 の 際に １－３で，

ＫＢ，　ＧＢ は Ｃａｔｕｒｍａｓｙａ祭 は治療祭式 であるという。 そ してこの線 にそ った解釈 を

４－１－２－５，４－３－－３４・－１，４－４・－１で与えている。ＫＢ，　ＧＢ以外 に治療の観念 を解釈 に導入

して いるのは ４－３－３４－１の Ｍ Ｓ，　ＫＳ，　ＴＢ のみで， この場合解釈される ｍａｎｔｒａに

「治療薬」 という語が含 まれている。従 って 「治療」とい う観念 によって解釈を行 な う

のは Ｂｒａｈｍａｐａ文献の最新層 に属す る ＫＢ，　ＧＢ とみな してよいと思 う。そ うす ると

最新層に属 す る ＫＢ，　ＧＢ の伝 え る治療 という解釈が Ｃａｔｕｒｍａｓｙａ祭 の本来 の意味 と

いう Ｔｈｉｔｅの主 張に疑問を感 じる。更 に祭式 に 参加 す る者 は祭官以外 には主 と して

祭主 と彼の妻 であ る。Ｖａｒ叫 ａｐｒａｇｈａｓａ祭の供物の一 つであ る ｋａｒａｍｂｈａｐａｔｒａ（４－

２－５－４，４－２－５－５）と，Ｔｒｙａｍｂａｋａ祭 の Ｒｕｄｒａに対す る一皿 の ｐｕｒｏｄａＳａ（４－３－４９－

２，４－３－４９，３）の解釈 の際 に祭主 の家族 が考慮 に入れ られ て い るが，それは祭式解釈

の問題であ る。 Ｔｒｙａｍｂａｋａ祭で Ｒｕｄｒａに対す る献供 が行 なわれた四辻 の祭火 のま

わ りを祭主 の家族 も回 るとされたが （４－３－５４）， これ も Ｔｈｉｔｅのいう “ｍａｓｓｅｓ”にあ

た らない と思 う。従 って Ｃａｔｕｒｍａｓｙａ祭 に対す る Ｔｈｉｔｅの解釈 も受入れがたい もの

で ある。

３． ．結 語

Ｖｅｄａ祭式は，実際に行なわれる個々の祭式行為に関 しても， その行為の意味づけ

の基礎となる観念 世界 に関してもきわめて複雑な様相を呈 している。 しかし，その
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Ｖｅｄａ祭式を通 じて実現 しようと願 った願望 の実際 は素朴 で現実的な ものであった。

文化 とい う， 自然に対 して働 きか ける武器 を今 日のように自由にできなか った古代入

にとって， 自然は限 りない恵みを与え る優 しい存在であ ると同時に，飢えや病気 ，旱

越 や大雨 などの天災を もた らす恐 ろ しい面 を ともなって人間 に対峙 して いたであろ う。

そのよ うな 自然の中 に生 を受 け，生 きてい くことは今 日の我 々が想像す る以上に難 し

い もので あったであろ う。厳 しい自然の中で必死 に生 きてい こうとす る古代人の切実

な願望 が， Ｖｅｄａ祭式の解釈文献 である Ｂｒａｈｍａηａ文献 によ り Ｖｅｄａ祭式 に想定 さ

れた効果 に読み取 ることができると思われる。

　Ｃａｔｕｒｍａｓｙａ祭 の第一の祭式であ る ＶａｉＳｖａｄｅｖａ祭 によって，祭主 に子孫 と家畜 が

無事 に誕生 し，豊かな食料 が確保 され子孫 や家畜 がす ごやか に育 つとい うことが一応

保証 される。 しか しその生活 は決 して無事平穏 な もので はな く，人間の犯 した罪 に対

して罰を加え る司法神 Ｖａｒｕｐａの干渉， 現実世界 における敵対者 （ｂｈｒａｔｒＶｙａ）との

戦 い とその克服， ゆえな く人間や家畜 に災を もた らす Ｒｕｄｒａ神 の影響 と多 くの障害

が存在す る。そ こで Ｖａｒｕｐａｐｒａｇｈａｓａ祭 によ り Ｖａｒｕｐａを宥 め，　Ｓａｋａｍｅｄｈａ祭 に

より敵対者を克服 し，Ｔｒｙａｍｂａｋａ祭 により Ｒｕｄｒａを宥 め， それ らの障害を除去 す

ることを期す る。生 きている人間 にとり死 は逃 れ られな い宿命 であるが，早死 は大 い

な る不幸で あり避けたい もので ある。祖霊祭 により祖霊を祭 り，祭主 の一家に順調 な

死 が訪 れることを願 う。 このよ うに，柔和 であ りかつ恐 ろ しい自然 の中で生を受 けた

人 間が可能な限 り平安な生活 を送 ることができるるための保証を求めたのが Ｖｅｄａ祭

式 であ ったであろ う。 そ して この ことを Ｍ Ｓ，　ＫＳ，　ＴＢ は Ｐｒａｊ　ａｐａｔｉによる Ａｓｕｒａ

の駆逐 と生類の創造 （１－１）と総括 し， ＫＢ，　ＧＢ は治療祭 （１－３）とい うよ うに表現 し

てい る。古代イ ン ドには，無限の流れ としての時間の観念 はな く，時間は一 日，一月 ，

一季節
，一年 とい う単位の繰返 しと考 え られて いた。 ＳＢ，ＴＢ　ｌ－４のい う年の獲得 ，

季節 の獲得 （１－２）は，時間 の流れ に従 って起 こる自然の順調 な運行を願 うものであ り，

それは自然 に依存 す る入間の生の平安を求 める願望の別 の表現 と考えて よいであろ う。

略 字 解

 ApSS: Apastamba  Srautasatra. 

.-EigvS:  Aivalayana  grautasatra. 

 Baudl&:  Baudhayana  grautasiitra. 

 BhargS:  Bhäradvaja  grautasatra.
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 GB: Gopatha  Brahmana. 

 HirgS:  Hiranyakefi  §rautasatra. 

 JB: Jaiminiya  Brahmana. 

 Käty§S:  Kätyayana  §rautasatra. 

 KB: Kausitaki  Brahmana. 

 KS:  Kathaka  Sarhhitä. 

 Män§S:  Manava  Srautasutra. 

 MS:  Maitrayani  Sarhhitä. 

 PB:  Paricavirhia  Brahmana. 

 RV:  Rg Veda  SaMhita. 

 §afikh§S:  gatikhayana  §rautasatra. 

 SBK:  gatapatha  Brahmana  Ka,riva recension. 

 §B(M):  §atapatha  Brähmana  (Mädhyarndina recension). 

 TA: Taittiriya  Aranyaka. 

 TB: Taittiriya  Brahmana. 

 TS: Taittiriya  Sarhhita. 

 Vaikh§S:  Vaikhanasa  §rautasatra. 

 VaitS:  Vaiana  Sutra. 

 VärS:  Varaha  §rautasatra. 

 VS:  Vajasaneyi  Sarhhitä.
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